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プロローグ　さらにあやしげな人たち







　夜の埠ふ頭とうにカツンという甲かん高だかい音が響ひびいた。

　縄鏢がコンテナに突き立った音だ。

　縄鏢は刃は物ものの柄つかに紐ひもをくくりつけた中国の武器だ。ピンと伸のびきった紐の先には投とう擲てきしたままの姿勢で少年が立っている。

　とりたてて特とく徴ちようのない少年だ。顔は整っている方だがその平均的な顔立ちは、少し目を離はなせば記き憶おくから薄うすれてしまう。Ｔシャツにハーフパンツという格好も夏の夜にはありふれた格好だ。

　その少年の隣となりには巫女みこ装しよう束ぞくの少女がいて、縄鏢の先をまじまじと見つめていた。

「団長。それ紐付いてました？」

　巫女の少女、四しの宮みや布ふ留るは団長の意図を測りかねて、どうでもいいことを聞いた。

「最近付けたんだよ。ほら、いちいち取りに行くのも面めん倒どうだろ？」

　団長と呼ばれた少年は軽く紐を引っ張った。

　鏢が団長の手元へと戻もどってくる。その先には獲え物ものが突き刺さっていた。

　一つしかない巨きよ大だいな目が複眼だったり、皮ひ膚ふがなく筋肉がむき出だしになっていてぬめりとしていたりといった特徴はあるが、要約するとそれは蜥蜴とかげのような生き物だ。

　団長は得意げな様子で、びくびくと痙けい攣れんする蜥蜴を巫女の少女に見せつけた。

「きゃっ！」

　布留は後ずさった。

「こんなの今いま更さら珍めずらしくも無いだろう？」

　団長は不思議そうに聞いた。この手の妖よう魔ま、魔ま獣じゆう、悪あく霊りようといった輩やからを退治するのが退魔士である彼かれらの仕事で、布留にとってもこの程度の雑ざ魚こに等しい妖魔など見慣れた存在のはずだった。

「だ、だめなんですよ。そういうぬるっとしたやつ！」

「意外だな。いつも淡たん々たんと仕事をこなしてる印象があったんだけど」

　団長は蜥蜴を握にぎりつぶした。途と端たんに蜥蜴は霧む散さんし、後には何も残らない。

「珍しくないって言いましたけど、そんなの初めて見ましたよ？」

　蜥蜴がいなくなって勢いを取り戻したのか、布留はムキになって言い返した。

「このタイプは最近だね。彼女に惹ひかれて遙はる々ばるどこかからやってきたらしい。外来種ってことかな」

　団長は歩きだした。布留もその後に続く。

「彼女……吸血姫、ですか？」

　退魔士の間で今一番の話題がそれだ。星せい辰しん市に吸血姫が現れたという噂うわさがまことしやかに広がっている。

　そして団長と布留が、星辰市の南に位置するこの埠頭にやってきたのもその噂に関係があった。

「一難去ってまた一難、ってやつだね。吸きゆう血けつ鬼きの事件が解決したと思ったらさらにとんでもないのが出てきちゃったよ。彼らに任せたのは間ま違ちがいだったかな？」

「あの人達たちが関係あるんですか？」

　布留が憎にく々にくしげに顔をゆがめた。先日病院で、高校生ぐらいの少年達にあっさりとやられてしまった事を思い出したのだ。

「多分ね。彼らは確かに強かったけど、それは人間である僕ぼくたちが相手だからどうにかなっただけだ」

「そうですよ！　なんなんですか！　スタンガンって！」

　布留はスタンガンでやられて気を失った。おそらく改造してあったのだろう。民生品で人が気絶するような出力を出せるわけが無い。

「わかってるよ。人と争あらそうために修しゆ業ぎようしてるんじゃないってことは。で、続きだけど彼らがいくら強かろうが所しよ詮せんは人間だ。第二段階に至った吸血鬼を倒たおすことなど出来はしない」

「そうなんですよね。結局私たちが後始末をするんだと思ってました」

　鬼おにと弱小吸血鬼と人間の組み合わせ。彼らは大した力を持ってはいなかった。それはあの場にいた退魔士の共通見解だ。彼らではどうにもならないと決めつけていた。

「だから上位種の力を借りたんだろう。どんな伝つ手てがあったのかは知らないが……結果、吸血姫は星辰市にそのまま居い座すわっている」

　退魔士達にとってはやっかいな事態だった。吸血姫の出現に呼応したのか、魔は目に見えて活発化してきている。

「おかげで僕らはこんなところに出張る羽目になったわけだ」

「あの、今日何しに来たのかよくわかってないんですが、高たか知ちさんはこなくてもよかったんですか？」

　いつものように布留の自宅にふらりとやってきた団長は「仕事だよ」とだけ告げて布留をここまで連れてきた。

「高知くんは、しばらく動けないよ。こっぴどくやられちゃったからねぇ」

　高知明あきら。団長が率いる、春風酔夜団の中では一番の巨きよ漢かんで肉体派だが、先日の事件で肋ろつ骨こつを折られていた。

　あんなゴリラみたいな人があばらが折れたぐらいで動けなくなるのだろうか？　そんな失礼なことを布留は考えたが、彼が動けなくなるぐらいだからかなり深刻な症しよう状じようなのだろう。

「団長はどうなんですか？　足折れちゃったんでしょ？」

　団長も同様だ。廃はい病びよう院いんで謎なぞの少年と戦った際に足を痛めている。

「歩くぐらいならなんとかね。戦うのはちょっと無理かな」

「え？」

　布留は自分が戦うことに思い至って青ざめた。布留は後方支援が自らの役目だと自負している。前面に出て戦うなど性に合わないし、大して強くも無い。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。今回の相手は万ばん全ぜんだったとしてもほぼ勝ち目がないような相手だ。交こう渉しようでどうにかするしかないし、それには君の力の方がよっぽど役に立つ」

「今いま更さらさらりとそんなこと言わないで下さいよ……」

　布留は正義感から退魔士をやっているし、積極的に魔が関かかわるような事件に首を突っ込んではいるが、かといってだまし討うちのような形で連れてこられるのは気分が悪い。

「この辺かな。まだ来てないみたいだけど」

　団長が埠頭の角で立ち止まった。新月だが存外あたりは明るい。街灯があるためだ。

　彼らの前には夜の海が広がっているだけで特に何があるわけでもない。

　布留は意識を周囲一帯に広げた。索さく敵てきと分ぶん析せき。これが彼女の得意とする力だ。

　布留はすぐに気配に気づいた。巨大な力の塊かたまりだ。それが南から、海からやってくる。

「団長！」

　布留がその脅きよう威いを伝える間もなく、それは海から飛び出した。

「いやぁ、これはまいったね。一応やれそうなら始末するのが手っ取り早いと思ってたんだけど……無理そうだ」

　団長の視線の先では、黒い塊がオレンジ色の街灯に照らし出されていた。

　塊が体を震ふるわせ、水しぶきがあたり一帯を濡ぬらす。まるで犬のようなしぐさだ。

　だがそれは犬ではない。犬にしてはあまりにも大きく、人の形に似過ぎていた。

　分析をするまでもない。多少知識があれば誰だれにでもわかる。

　人じん狼ろう。

　狼の頭部を持ち、全身を獣じゆう毛もうで包つつんだ人のような獣けもの。退魔士の世界ではありふれた、どちらかと言えば弱い部類の魔ま物ものだ。だが、それがただの人狼ではないと布留にはわかっていた。

　――神話級……、そのものではないとしてもかなり近い……。

　布留の足がすくんだ。まともに立ってはいられずにぺたりと尻しり餅もちをつく。

「もしかしておしっこもらしたとか？」

　怯おびえ、震える布留を団長が見下ろした。

「もらさないですよ！」

「そう？　巫女少女の失禁とか高知君喜ぶよ？」

「高知さんの性せい癖へきなんて知りたくなかった！」

　団長の軽口が故ゆえか布留の緊きん張ちようは解け、布留はあらためて人狼を見た。

　立ち上がった状態で団長より頭一つ分は大きい。二メートル程ほどの背せ丈たけだろう。艶つやのある黒い毛並みは美しいが、取り立てて特別な点は見受けられなかった。

　団長の目的はこの人狼だろう。だが一体どうするつもりなのか？　布留はいぶかしげに団長を見た。

　団長は人狼へと歩き始めた。

「ちょっ！　団長！　どうするつもりなんですか！　逃にげないと！」

　布留は腰こしを浮うかせ慌あわてて団長に声をかけた。

「あぁ、無理無理。倒すことも逃げることも、もう出来ないよ。彼がその気になったら僕達は即そく死しだろう。僕達に出来るのは機き嫌げんを損そこねないように彼とお話しすることぐらいだね」

「え？　えぇ？」

　布留が慌てふためいている間に団長は人狼のすぐそばまで移動していた。爪つめが簡単に届く距きよ離りだ。人狼が軽く手をふるだけで団長は引ひき裂さかれるだろう。退魔士は高知のように特別に体を鍛きたえた者でもない限り、直接攻撃には弱く、団長もその例に漏もれない。

「こんばんは。どちらからこられたんです？」

　団長はごく普ふ通つうに挨あい拶さつした。

「オーストラリアだ」

　人狼はごろごろとした声で応こたえた。獣人形態で喋しやべるには多少の無理があるのだろう。

「泳いでここまで？」

「飛行機は苦手だ」

　布留は気が気ではなかったが、人狼は案外素す直なおに答えていた。敵意も感じない。少なくともいきなり殺されることはなさそうだった。

「それは遠いところから。で、何をしにこられたんです？」

「姫だ」

　答えになっていないような答えだが、それが何を指しているのか布留にはわかった。先ほど話に出ていた吸血姫の事だろう。吸血姫の出現は脅威だと言われてもあまりぴんときていなかった布留だが途端に腑ふに落ちた。このクラスの化け物が姫を目当てにやってくるなら確かに脅威だ。

「なるほど、予言的中ということですね。それであなたはどっちです？」

　団長の言葉はあまりに軽すぎる。布留ははらはらし通しだった。力を持つ者に相対するにはそれに相応ふさわしい態度が必要だろう。だが団長からは敬意といったものをまるで感じられない。

「どっちとは？」

「姫の敵なのか、味方なのか？」

　敵。その一言に人狼は殺意を脹ふくれあがらせた。

「だ、だだだ団長！　あやまって！　すぐにあやまって！」

　布留は慌てて団長に呼びかけた。うかつすぎて目め眩まいがしそうになる。

「俺おれが……姫の敵だと？」

「あぁ、怒おこらないで下さいよ。お味方ということですね。わかりましたから」

　団長は軽くとりなすが、布留は死を覚かく悟ごした。

「そうか」

　だが人狼はあっさりと引き下がった。案外理性的な化け物らしいと布留は安あん堵どしたが、まだまだ予断は許さない。

「世界中を探した……ようやく見つけたのだ」

　人狼は実に感かん慨がい深ぶかげに言う。世界中を泳いで回っていたのだろうか。

　馬ば鹿かなの？　そう頭をよぎったが布留はその思考を必死に頭から追いやった。それが顔に出てしまっては殺されるかもしれない。

「その姫に関して少々よろしいですか？」

「いいだろう」

　先ほどから人狼にはあまり考えている様子が無い。聞かれたままを答えている。

「あなたのお探しの姫……吸血姫ですが確かにこの街、星辰市に出現したようです。そしてですね、それを察知したのかあなたのような方もたくさんやってこられてるんです」

「ほう？」

「我々は魔に相対するものです。ま、世界中どこにでも似たような者達はいますのでご存じかとは思いますが、互助組織のようなものがあってですね、今日この場所に何かがやってきそうなのでどうにかしろとその組織が要よう請せいしてきたわけです。我々のような弱小団体としましては無下にすることも出来ないんですよ。いやぁ参りました」

　相変わらず団長の物言いは適当すぎて、参っているようには全く見えなかった。

「無む理り強じいされたわけではあるんですが、我々もこの街を陰かげながら守っているわけでして、この状じよう況きようを放置しておくわけにもいきません。そこで影えい響きよう力りよくの大きそうな方達に便べん宜ぎを図はかる代わりに無む茶ちやなことは控ひかえてもらおうと思いまして……どうです？　私に付いてきてもらえませんか？」

「いいだろう。俺としても姫の周囲に迷めい惑わくをかけるつもりはない」

　やはり人狼はあっさりと了りよう承しようした。いきなり現れたよくわからない人物の言葉を疑うつもりもないらしい。

　――団長の人徳とか会話術のせい……ってことはないよね？

　布留が見たところ人狼が素直なだけのようだった。

「ありがとうございます。いや、あなたは運がいいですよ。私はその姫の居場所に心当たりがありますからね。他の方より手っ取り早いはずです」

「ところで先ほどから黙だまったままそこにいる者は仲間なのか？」

　人狼が座り込んだままの布留を見る。布留は慌てて首を縦に振ふり、直後に何かおかしいと気づいた。布留は悲鳴に近いものだが何度か声を上げている。それに人狼の視線は布留を通り過ぎて背後を見ているようだった。

　嫌いやな予感がして布留はゆっくりと振り向いた。

　箱に少女が腰こし掛かけていた。

「きゃっ！」

　何かいるのかもしれない。そう思っていた布留だったが悲鳴を止めることは出来なかった。

　先ほどまでそんな物はなかったはずだ。木と皮で作られた時代を感じさせるトランクケースのようなもの。小さな子供なら入ってしまいそうな大きさのケースの上で、少女は布留達を見下ろしほほえんでいた。

　古びた本のような少女。布留の第一印象はそれだった。中世の遺い跡せきから掘り出してきたかのような色あせたドレスを身にまとっている。赤く長い髪かみもくすんでいるように見えて精せい彩さいを欠いていた。

　骨こつ董とう品ひんのように長い年月をその姿のまま過ごしているかのように布留には感じられた。

「さっきから君は驚おどろきすぎ。面おも白しろいけど」

　布留は驚きよう愕がくに固まった。そこに人がいるはずなどない。布留の感覚は少女を目まの当あたりにした今も何の気配も感じ取っていないのだ。

「い、いつからそこに……」

「最初から。君達が来る前からここにいたけど？」

　ここまで気配がないと布留が得意とする分析もしようがない。だが、ただの人間ではないことは嫌というほどわかった。

「あなたは？」

　珍しく団長の言葉には驚きが混じっている。団長は布留のように索敵能力に特化しているわけではないが、それでも目の前の人物に気づかないほど鈍にぶいわけではない。

「『退魔士（仙せん人にん）』と『退魔士（巫女）』か。そっちの狼さんは『フェンリル』……ってまさか本物じゃないよね？」

　少女は団長の質問には答えず、一人一人指さしながら確かく認にんするようにつぶやく。

「勝手にそう呼ぶものがいるだけだ。神殺しになぞらえているのだろう」

　人狼はこの少女に対しても正直に答えていた。やはり実直だ。

「ご同業ですかね？」

　団長の言葉に警けい戒かいがにじむ。退魔士であることは先ほどからの会話でわかるし、布留が巫女であることは装束でわかる。だが団長が仙せん術じゆつを使うことはわからないはずだ。

　同業者なら事前に知り得るかもしれないが、布留は少女と面識はないし団長も同様のようだった。

　布留は少女をにらみつけた。分析が布留の役目だ。それが出来ないなら何のためにここにいるのか？　そう思うと歯がゆく、腹立たしい。

「そっちの狼さんが特別なだけだからさ、ボクに気づけなかったからって落ち込む必要はないよ」

　少女がトランクケースから飛び降りて華か麗れいに着地を決めた。

　布留はしゃがみこんだまま後ずさり、団長はいつのまにか手に縄鏢を持っている。人狼は泰たい然ぜんとしたままだ。

「そんなに警戒しなくてもいいよ。敵じゃない。協力してあげようと思ってるんだけど……まずは自己紹介からか」

　トン、と少女が巨大なトランクケースを軽く叩たたく。

　途端にケースは真ん中から割れるように展開した。中からはさらに棚たながスライドし、伸しん展てんして大きく左右に伸びる。棚には本がぎっしりと詰つまっていた。

「ボクの名前はエンデ。見ての通りの本屋だ」

　途端にエンデと名乗った少女から気配があふれ出た。

　今までとは違ちがい、すぐそこに体温を持った生身の少女がいると布留には感じられた。すると空転していた分析作業はあっさりと終しゆう了りようした。

「なんだってこんな所に面倒なのばっかり集まってくるんですか！」

　エンデの正体を看破した布留は誰にともなく怒いかりの声を上げた。

「どう？」

　団長が布留の背後にやってきていた。人狼も団長に付いてきている。

「世界観保持者ホルダー……運命の担にない手てです」

「厄やつ介かいな方のやつ？」

「厄介な方のやつです」

　布留は答える。人狼よりもさらに難しい相手だった。人狼はただ強いだけだが、エンデはより広域に影えい響きようを与あたえる存在だ。

「君達はホルダーって呼ぶ派は閥ばつか。みんな色んな呼び方するからややこしいよね。ボクはボクみたいなのを読み手って呼んでるけど」

　話を聞いていたのかエンデが口を挟はさんでくる。

「それでなんの用です？　あなた達は僕達下々の者が右往左往するのを高みから見ているだけでしょう？　人の運命を弄もてあそぶために人を籠ろう絡らくすることはあっても、人と協力したなどとは聞いたことがないですが？」

「そ、そうですよ！　怪あやしいですよ！」

　あるいはその言葉も人間を弄ぶための虚きよ言げんなのかと布留は警戒した。

　エンデは少し考えた後自分の右目を指さした。

「ボクの目には文字が見えるんだ。人の頭上にその人の役割を表す文字が見える」

　突とつ拍ぴよう子しのない話に布留は首をかしげた。それが凄すごいことなのかよくわからないし、今その話をする意味もわからない。

「ま、君が今思ったようにそんなに大したものじゃないし、だからボクはこの能力に名前を付けてはいなかった。人に説明するとしても文字が見えると言えばいいだけだしね。けど最近なんとなく名前を付けてみようと思ったんだ」

「はぁ」

　何を言いたいのか、話がまったく見えず布留は戸と惑まどった。

「ソウルリーダー」

　ぼそりと少女がつぶやいた。

「それがその、見える能力の名前なんですか？」

　なんとなく収まりが悪い気もするが本人が決めたのならそれでいいのではと布留は思う。だが、エンデは納なつ得とくがいかないという顔をしていた。

「違うんだ！　そうなんだけど違うんだよ！　ボクは！　こんな名前にしたいわけじゃない！　けど！　何度考えてもこれしか浮かんでこないんだ！」

　これまで超ちよう然ぜんとした態度を見せてきたエンデの様子が一変した。苛いら立だちをあらわにして叫さけんでいる。

「結局どういうことなんですかね？」

　団長があきれ顔で聞いた。そういえば人狼はどうしているのかと見てみれば団長の側でおとなしくしている。この話に特に興味はないようだ。

「つまりだ！　このボクの読む〝本〟を書かき換かえた奴やつがいる！　この能力をソウルリーダーだと決定した奴がいる！　許せるか！　そんなことが！　このボクの！　ボクの〝本〟に！」

　エンデは怒っていた。激しく身み振ぶりし体全体で訴うつたえかけてくる。布留は古びたドレスがボロボロとくずれていきやしないかと心配になった。

「あなた、その本を書く側じゃないんですか？　書き直せばいいのでは？」

「出来ないよ！　ボクが出来るのは読む本を選ぶことだ！」

「はぁ……その例で言えばそのソウルリーダーって書いてない本を読めばいいのでは？」

「その例で言えば全部に書いてあるんだよ！」

　布留は少々混乱してきた。隠喩メタファーは使いすぎると訳がわからなくなってくる。

「で、あなたはどうしたいんですか？　僕の感覚からすれば能力の名前ぐらい少し我が慢まんしては、と思うんですが」

「むかつくんだよ！　こんな屈くつ辱じよく的てきなことをされたのは生まれて初めてだ！　あぁそうさ！　名前なんてどうだっていいと思ってたさ！　けどこうなったらなんとしても自分で名前をつけなおさないと気が済まない！」

「で……それは僕たちに協力するのと関係が？」

「あるよ。これをやった奴のことは大体わかってるし、殺してしまえば元に戻る。そしてそいつを殺すにはその狼さんの力が必要で、ボクが狼さんを連れて行けば君たちは一つ用事が減る。そして狼さんは姫の下にたどり着ける。悪い話じゃないはずだ」

「それはやぶさかではないですが……けどなんと言いますか意外ですね。あなた達はしたいことがあるならもっと強ごう引いんな手段で無む理り矢や理りどうにかするものかと思っていたのですが」

　布留も同感だった。恐おそらくだが彼女は運命や世界の有りように介かい入にゆうする力を持っている。

「ボクたちも万ばん能のうじゃない。それはこの世界が未いまだにバランスを保っていることからもわかるだろう？　それに相手も同じ力を持っているなら正面からじゃ無理だ。手順を踏ふむ必要がある」

　いぶかしむ団長にエンデが説明する。

「いつまでもここで立ち話というのもなんですから場所を変えませんか？」

　団長がうながす。

　少し冷静さを失っていたエンデもそれには同意した。

　とりあえずこの場ですぐに何か起こるわけではないと布留は胸をなでおろしたが、同時にかなり面倒なことになったという思いからため息をついた。







第一章　いともあっさりとあかされる世界の謎!?







『妹』という文字が宙に浮かんでいる。

　雄ゆう一いちはあぐらをかいたまま、旅行の準備に余念のない依より子こをぼんやりと眺ながめていた。

　坂さか木き依子。頭上の文字が表すように雄一の妹で、中学二年生だ。長い黒くろ髪かみが印象的な美少女で、今はデニムのホットパンツにキャミソールというラフな格好をしている。

　その妹はクローゼットからあれこれと服を引っ張り出しては持って行く服を吟ぎん味みしていた。大きなキャリーバッグにはまだほとんど服が入っていない。

「そんなに服っているのか？」

　まだ正午前ではあるが、明日からの合宿の準備を雄一はすでに終えていた。とは言ってもバックパックに二日分程度の下着とＴシャツを入れただけで大した荷物でもない。

　合宿は一週間。合宿先である愛あい子この別べつ荘そうで洗せん濯たくは出来ると聞いていたので、その都度洗えばいいと雄一は考えている。

「いるに決まってるよ！　お兄ちゃんの方こそ信じられないよ！」

　依子の見けん幕まくに雄一は少し気け圧おされた。どうやら毎日違う服を着るつもりらしい。

「てか今更だけどよりちゃん本気か？　高校の、サバイバル部の合宿だぞ？」

「来ていいってお姉ちゃんも言ってたじゃない」

　部の合宿といっても顧こ問もんの先生が付いてくるわけでもない非公式の物だ。なので依子が参加することに問題はない。だが雄一は漠ばく然ぜんと嫌な予感がしていた。

「お兄ちゃん、暇ひまだったらお姉ちゃんを手伝ってきたら？　さっき見たら大変なことになってたけど」

　服をいくつも並べてにらみ付けている依子が振り向きもせずに言う。

「手伝えることなんてあるのか？」

　そう言いながらも雄一は立ち上がり、隣の部屋へと向かった。

　ドアは開いていたので勝手に中に入る。相変わらず物にあふれ混こん沌とんとした部屋の真ん中で、睦むつ子こは鞄かばんに物を押し込めようと悪あく戦せん苦く闘とうしていた。

　彼女は坂木睦子。雄一の姉で高校二年生だ。こちらも美人ではあるのだが、妹とは違って残念な、とかあれで喋らなければ、と前置きが付く。

　その残念さの一部を表しているのが長い髪にたくさん付いている髪かみ飾かざりだ。多少派手ではあるが似合っているのでその点はいいのだが、問題はそれらが本物の刃物だということだ。しかもダマスカス鋼だと本人は言っている。

　それに今日の睦子はベトナムの民族衣装である真っ白なアオザイを着ていた。こちらもとても似合っている。着こなしていると言っていいのだが日本で普ふ段だん着ぎに使われてしまうと反応に困ってしまう。

　その睦子の頭上には『姉ちゃん』の文字が浮かんでいて、雄一の姉であることをこれでもかと主張しているように見えた。

　――そういや『姉』じゃなくて『姉ちゃん』なんだよな……。

　今更のように雄一は思う。雄一が人の頭上に文字を見るようになったのは今年の春からだ。それはその人物が何者かを表すものらしいのだが、詳くわしくはわかっていない。

　雄一もこの現象には慣れてしまい、よほど突とつ飛ぴな文字があらわれない限りは無視するようになっていた。

「あら？　ゆうくんどうしたの？」

　ボストンバッグに手を突っ込みながら睦子が顔を上げ、同時に手元で何かがはじけた。

　雄一は飛んできた何かを反射的に人差し指と中指で挟み取った。

　円えん盤ばん状じようの刃物、直径十センチ、音速の八分の一、回かい避ひすると壁かべが傷ついて母親が悲しむ、などと考えたのは一いつ瞬しゆんのことだ。
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　雄一は挟み取った物をよく見てみた。刃の付いた輪状の物でチャクラムと呼ばれるインド起源の武器だ。

「姉ちゃん。何か言うことないか？」

　雄一はチャクラムを軽く振りながら嫌みをこめて睦子を見つめた。睦子はさすがにバツが悪そうな顔をしていたが、唐とう突とつに口を開いた。

「Ａｎｏｔｈｅｒアナザーなら死んでたわ！」

「俺だから生きてんだよ！」

「しゅ、修業よ！　いつなんどき何が起こるかわからないじゃない！」

「絶対嘘うそだよな！　しまった！　って顔してたよな！」

　――そもそも合宿にそれは必要なのかよ……。

　睦子が鞄に押し込もうとしていたのは西洋風の手てつ甲こう、ガントレットのようなものだった。その外側にいくつかチャクラムが装そう填てんされている。

「あ、これはね！　チャクラムシューターって言って……」

「解説はいいから。俺何か手伝うことあるか？」

　話が長くなりそうなので雄一は睦子の言葉を遮さえぎった。

「うーん、これと言っては……」

　睦子は少し考えたようだが特になにもないらしい。雄一も下手に手伝っても効率が悪いだけだろうと考えた。

「だったらいいけど。あのさ、もうちょっと余よ裕ゆうを持たせたら？　そんな危険物を無む理り矢や理り押し込むのはどう考えてもヤバイし」

「あぁ！」

　睦子が目を見開く。

「なに？」

「なんだか無理矢理押し込むことに夢中になっていたけど、鞄をもう一つ用意したらいいだけの話よね！」

　この姉にどう反応したらいいのかと雄一が考えているとズボンのポケットに入れていた携帯電話が鳴った。

　クラスメイトの浜はま崎さき友とも美みからだった。







　ニーハオ・ザ・チャイナは中華料理店だ。

　雄一が通う星辰高校の裏門の近くにある小規模な店で、クラスメイトの浜崎友美の自宅でもある。

　特に用事もなかった雄一は友美に呼ばれこの店までやってきた。

　相変わらず小こ汚ぎたない印象の店で、昼の稼ぎ時だろうに客は一人もいない。

「おぉ！　よくきたね！」

　店に入るとすぐに友美が声をかけてきた。

　チャイナドレスを着て、髪はお団子二つにしてまとめている。教室で見かける友美は眼鏡をかけていて髪は下ろしているのでまるで別人だ。頭上の文字は『偽にせ者もの』だが意味はよくわかってないし、積極的に知るつもりも雄一にはない。

「相変わらず客がいねー店だな」

　雄一はそう言ってしまってから、カウンターで暇そうに新聞を読んでいる弁べん髪ぱつの男を見た。友美はともかくとして店主に対しては失礼だと思ったのだが、気分を害した様子はなさそうだ。

　店主の頭上に浮かぶのは『ニーハオ・ザ・チャイナ』の文字。店の名前と同じだった。雄一が今まで見た文字の中では一番意味がわからない。

『殺さつ人じん鬼き』『吸血鬼』『魔ま女じよ』『死者』『獣人』……。

　それぞれが何を表すのか本当の所はわからないがそれでもなんとなくイメージはつかめる。だが『ニーハオ・ザ・チャイナ』については意味不明としか言いようがなかった。

　雄一は店にひとつだけある円テーブルの前に座った。

「注文は？」

　友美が満面の笑みで聞いてくる。

「客のつもりはないぞ？　話があるんじゃなかったのかよ」

「はぁ!?」

　友美が口を歪ゆがめ、目を吊つり上あげた。これには雄一もびっくりだ。

「中華料理屋に来て話だけってそれなに？　え？　喫きつ茶さ店てんで待ち合わせして水だけで結構ですとかでも許されないけど、それ以上に許せる話じゃない！」

「いきなりキレんなよ！　呼び出したのはそっちだろうが！　なんだよ！　客がこねーからどーにかしよーと目もく論ろんでたのかよ！」

「それもある！　うちがどんだけ客がこなくて困ってるか知ってんの？　坂木くんは貧困にあえぐクラスメイトを見捨てるって言うの！」

　同情を誘さそうつもりなのかはわからないがどうにも押しつけがましく偉えらそうな態度だった。

「……わかったよ。チャーハン定食を頼たのむ」

　雄一はテーブルの上に置いてあったランチタイムメニューから、少し安くなっている定食を頼んだ。昼飯は家で食べるつもりだったがこんなことで押し問答をしていても仕方がない。

「おとうさーん！　チャーハン定食一つ！」

　狭せまい店内で必要も無いのに、友美は大声でオーダーを通す。友美の父親で店主の『ニーハオ・ザ・チャイナ』は新聞を畳たたんでカウンターに置くと厨ちゆう房ぼうへと入った。

「いやー、けど私の話なんて聞きたくないって態度だったのに愛子の名前を出だしたら飛んでくるってどういうことよ？　ちょっと傷つくよ？　私も」

　そう言いながら友美は雄一の対面に座った。仕事をする気はまるでないらしい。

「お前な……野の呂ろの命にかかわるような話だって言われたら来るに決まってるだろ？」

　友美からの電話は愛子の命が危ないという内容だった。

「ふーん。それって私の命が危ないとかでも真ま面じ目めに聞きに来てくれた？」

「……正直微び妙みようだけど、無視して死なれても困るから話ぐらいは聞くな」

　少し考えた雄一はそう答えた。クラスメイトの中では比ひ較かく的てき親しくしている方だし、何かあっては寝ね覚ざめが悪い。

「坂木くんって正直だよね」

「で？　どういうことだよ？」

　見み舞まいにやって来たときの口ぶりからすると友美はこの町の事情に通じているし、嘘や冗じよう談だんではないのだろうと雄一は思っている。

「ちょっと話長くなるけどいい？」

「まぁ飯も頼んだし、特に用事もないしな」

「正直私も全すべてを理解してるわけでもないし、うさんくさい話も混じってるけどそこら辺は聞いた上で判断してよ」

　雄一はうなずき、話を聞くことにした。

「さて。話すって言っといてなんだけど、まずは坂木くんの秘密をぶっちゃけてもらいましょうか！」

「秘密ってなんのことだよ？」

　雄一はとぼけた。元々秘密にしていることは多いほうだが、ここ最近ではそれに上乗せして山のように積みあがっている。

「あのね？　この店でさんざん暴れといてしらばっくれられても困るんだけど？　こっちは大体のことはわかってんのよ。愛子が吸きゆう血けつ鬼きだとか、愛子の兄ちゃんをボコボコにしたとか」

　友美は心底呆あきれたと言わんばかりの表情になった。

「あー……つーか、姉ちゃんも考えなしだよな……」

　一連の顛てん末まつがこの店には筒つつ抜ぬけだった事を雄一は思い出した。堂々とここでリアルタイム中ちゆう継けいをしていたのだ。

「ま、考えなしってことでもないと思うよ？　この店に客がいないのはなぜだと思う？」

「店主が怪しいから？」

「違う！　いや違わないけど、そうじゃなくて、この店は普通の人は入ってこれないし、存在にも気づけないからなの！」

「は？　いや、俺入ってるじゃん」

「坂木くんは普通じゃない」

　そう言われてしまうと雄一は反論出来なかった。今いま更さら普ふ通つうの高校生ですなどと自信を持って言い切れない。

「坂木くんが妖よう怪かいだとか化け物だとかって言いたいわけじゃないよ？　特とく殊しゆな事情に関わってしまったという意味で普通じゃない。で、話を続けるとここは異界なの」

　異界。雄一はそんなわけはないと、確認するように窓から外を見た。

　夕日が辺りを照らしていた。

「は？」

　ここにやって来たときは正午ぐらいだったはずで、ここに来てからそんなに時間は経たっていないはずだ。あわてて腕うで時ど計けいを確認する。正午過ぎだ。雄一の感覚は間ま違ちがってはいなかった。

　雄一は椅い子すを蹴け倒たおして立ち上がった。そして窓に近づく。

　道路を挟んで星せい辰しん高こう校こうの周囲を囲む生いけ垣がきが見えた。この店は学校の裏手にあるので、その景色に違い和わ感かんはない。ただ時間だけがおかしかった。

「……この程度ならまだましか……」

　雄一は一瞬で立ち直った。あまりこだわることでもないと自分に言い聞かせ、椅子に座り直す。

「お、切きり替かえが早いね。そういうとこ好きだな。まぁ異界って言ってもちょっとずれた空間な程度ね。だから普通の人はここにはやってこない」

「でも獣人が来てたろ」

　そう言ってから雄一は彼かれらも普通ではないということに気づいた。

「……織おり原はらさん……知らない間に異世界に来ちゃってますよ……」

　ここが本当に異世界なら加か奈な子こは喜ぶのだろうか？　そんなことを雄一は考えた。

「あ、ここにいると時間が早く進むとかじゃないから安心していいよ」

「まぁあれだ。客がこない理由はわかったけど、だったらなんでここで店やってんだよ、って話だな」

「ま、それは後々ね。今はまず坂木くんが巻き込まれちゃってる事態を私も把は握あくしておきたい」

「それは野呂の件と関係がある……ってことなんだよな。わかったよ」

　今いま更さら隠かくし立だてしても仕方がない。雄一は春から今までの事件をかいつまんで話した。

　春休みの終わりに突とつ然ぜん人の頭の上に文字が見えるようになったこと。

　クラスメイトに『殺人鬼』がいることに気付いてしまい、それが原因で武たけ内うち奈な月つきに脅おどされ、戦った後うやむやのうちに和解したような状態になったこと。

『吸血鬼』野呂愛子の兄、京きよう夜やの野望を未然に阻そ止ししたことなどだ。

「あー、いやー、聞いといてなんだけど思ってた以上にやばいわ。ひくわー」

「お前な……」

「それはそれとして、ソウルリーダー？　それはまずいね」

「そうか？　最近は慣れてきたし、もう問題ないかな、とか思ってたんだけど」

「うーん、そっちの件も話しとかないと駄だ目めなことがありそうだけど、とりあえずは愛子の話ね。愛子は先日の事件で変身してたよね？」

　雄一は愛子の姿を思い出した。信じがたいことに背中からキラキラと輝かがやく翼つばさが生えてきたのだ。

「あれがまずかったのよ。愛子が覚かく醒せいしたことで闇やみの世界の住人達たちが活発化しているの」

「あれなんなんだよ？　さっぱりわかんねーし、本人もよくわかってなさそうだったぞ？」

「吸血鬼の女王ってことらしい。私も詳しくはわかんないけど、妖怪の知り合いが言うには、あの時はかなりパネー妖よう気きを感じた！　って言ってたから」

「妖怪の知り合いってなんだよ」

　さらりと妖怪を話題に出されても困る。

「で、今愛子を巡めぐっていろんな勢力が激しく動き出してるってわけよ！　その勢力は大別すれば二つね。一つは愛子の同類。吸血鬼とか妖怪とかそんな感じのやつらね。愛子を盟主として担ぎ上げようとしたり、殺して後あと釜がまに座ろうとしたりしてる」

「それで二つじゃねーのか？」

「結局似たようなものよ。そいつらは妖怪のルールで動いてるから、そんなに問題じゃないの」

　確かに今のところ愛子の周辺では何も起こってはいないはずだった。この所愛子は毎日のように電話をかけてくる。雄一の体調を心配してのことらしいが、愛子自身はいつも通り元気そうだった。愛子は隠かくし事ごとが下手そうなので何かあればすぐわかるだろうと雄一は思っている。

「問題はもう一つの方……なんだけど説明が難しいんだよねー。私も聞きかじりであんまり自信はないんだけど……坂木くんもすでに知ってるようにこの世界には吸血鬼だとか獣人だとかがいる。おかしいよね？」

「そりゃおかしいけど……実はそんな奴らが昔から密ひそかに存在してたってことじゃないのか？」

　雄一はこれまで人外の存在について深くは考えてこなかった。

「だとしてもおかしいよね？　たとえば坂木くんが戦った吸血鬼だけど変身してたよね。明らかに体積が増えたり、服ごと姿が変わったりしてたよね？　物理的にありえなくない？　それは昔からそんな種族が隠れてたとかとは関係なく別の問題でおかしいよね？」

「そりゃそうだけど……そんなことに合理的な説明なんかつくのかよ」

「合理的もなにも実際あるんだからそれは認めるしかないでしょ。ま、答えを言っちゃうと彼らには別の物理法則が働いている。私たちとは別のルール、世界観の下に存在しているのよ」







　世界は人の数だけ存在する。この場合人とは人間並みの知能を持つ者の総そう称しようだ。それぞれにそれぞれの世界が存在する。

　その世界は様々だが、大まかな共通点があるのでそれぞれの世界は折り合いをつけながら存在している。

　そのようなことを友美は語った。

「うん、わけわかんねーな！」

　雄一は素す直なおにそう言った。

「私も受け売りだし詳しいわけじゃないんだけどね。それぞれの世界があるわけよ。でね、人それぞれに世界があるって言っても、大おお枠わくは決まっていてその世界観を体現するような中心人物がいるの。それを私達は世界観保持者ワールドホルダーって呼んでる」

「そいつが世界のルールを決めてるってのか？」

　実に馬鹿らしい話だと雄一には思えた。ならその人物は神とでも呼ぶしかない。

「その人が自覚的にそうしてるってわけでもないんだけどね。その人物の周囲の人達の世界観はホルダーの世界観に引きずられる。結果的に世界はホルダーが認にん識しきする世界に収束するのよ。で、ホルダーってのは一人じゃなくてたくさんいるわけね。そうするとお互たがいに相あい容いれない世界観どうしが遭そう遇ぐうすることもある。それを世界ワールドコ衝突ンフリクトなんて呼ぶんだけど、そうなると弱い方の世界は巻き込まれて強い方の世界に統合されてしまうの」

「それを信じろって？　大体そんなのどうやってわかる？」

「普ふ通つうの人はこんなこと気付かないのよ。けどね、妖怪を目もく撃げきしたりとか、超ちよう能のう力りよくに目覚めちゃったりとかの普通じゃないことに巻き込まれた人の中には気付く者も現れる。この世界のルールは一つじゃないってね。私達はそれを世界観って呼んでるんだけど、これをどう解かい釈しやくするかはいろいろあってね。私達とは違う考えの人達もいる。この世界は蛤はまぐりの見てる夢の中だとか、コンピューターシミュレーションの中の世界だとかね」

　そう言われて雄一は考えこんだ。すぐに納得出来るような話ではない。だが雄一の目には文字が見える。これはその世界観に関連する何かが見えているのかもしれない。

「坂木くんは別に信じなくてもいい。けどこれを信じてる人達がいる。そして愛子が覚醒したことで吸血鬼が変身したり、空を飛んだりするような世界観の中心的人物になったと思っている人達がいる」

「そいつらが野呂を狙ねらってるってのか？」

「うん。今はまだ愛子にも自覚はないし、力もそれほどじゃない。けど覚醒が進めば周囲の世界を巻き込んで妖怪が跋ばつ扈こするような世界に書き換えてしまうかもしれない。それを恐れて今のうちに始末しようとしている勢力は確実に存在する……愛子が危ないかもよーって話はこんな感じなんだけど」

「結局ぼんやりした話だよな？　気を付けはするけどさ」

　具体的に何をどうすればいいのかはわからない。だが愛子の周辺に気を配っておく必要はあるだろうと雄一は考えた。

「合宿中は特に気を付けなよ。行くなとは言わないけどさ、拠きよ点てんを離はなれたホルダーの世界観は弱くなるし。世界観が強固なホルダーは滅めつ多たなことじゃ死なないんだけど、地元を離れて旅行中にあっさり死ぬケースが割とあるから」

　そこまで話してから友美は席を立った。厨房に行きチャーハン定食を運んでくる。そして再び雄一の前に座った。

「なぁ？　飯食ってる客の前にウェイトレスが陣じん取どるもんか？」

「他にも話はあってさ！　ほら、私がなんでこんなことを知ってるのかとか、ニーハオ・ザ・チャイナは何者なんだとか、坂木くんのソウルリーダーはかなりヤバイとか……」

「あー、それはいい。聞きたくない」

　雄一はあっさりと断った。
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　桃もも色いろピンククリニックこと元、望月胃腸病院。一見廃はい墟きよのように見えるが実は違う。電気、ガス、水道とライフラインは完備されているし出入り口は施せ錠じようできるようになっている。

　夜な夜な無む軌き道どうな若者達がやってきてはしゃいでいたが、この若者達も無理矢理この建物に侵しん入にゆうしているわけでもなかった。

　この建物の所有者は城じよう之の内うち道みち郎お。城之内製薬の社長で、城之内隆たか史しの父親だ。城之内道郎は独自に武装組織を作り上げようとしていた節があり、その拠点として使われていた。

　だがその組織は吸血鬼に奪うばい取とられ、あげくに何者かに壊かい滅めつさせられてしまった。

　そのため今ではこの元病院には誰だれもいない。城之内道郎ももう利用価値がないとして放ほう棄きするつもりのようだったが、城之内隆史にとっては都合がいい場所だった。

「まったく……こんな場所で生活をしていたなんて信じられませんわ！」

　小こ西にし妃ゆ里りは部屋に入ってくるなり憤ふん慨がいした。

　確かに弁当やインスタント食品の空き箱が散乱しているので見み栄ばえは悪い。だが、隆史は自分がどこでどんな暮らしをしていようと文句を言われる筋合いはないと思っていた。

「どうだっていいだろ。ここなら誰かに話を聞かれることは絶対にないしな」

　病院の地下室だった。ここは鍵かぎを持っている城之内家の人間しか入れないようになっている。隆史は獣人の力を失ってからしばらくの間ここで暮らしていた。

　安物ではあるが一通りの家電もそろっていて不自由はない。城之内家は各地にこのような隠れ家を用意している。父親が何を考えているのかを隆史は知らなかったが、どうせろくでもないことなのだろうと思っていた。

「そんなことより、これからどうするんだ？　何か当てがあるようなことを言ってたよな？」

　獣人としての力を与えてやる。そう言われて隆史は妃里の手を取った。そして話を聞くべくここにやってきたのだ。

　隆史は機き嫌げんの悪くなった妃里はそのままに、簡易ベッドに腰こし掛かけた。

　そして妃里を見つめる。

　好みのタイプではないとあらためて隆史は思った。

　妃里は日本人離れした美少女だ。金きん髪ぱつで彫ほりの深い顔立ち。スタイルもいい。だがその目が駄目だ。傲ごう岸がん不ふ遜そんを絵に描えがいたような眼まな差ざしには奥おくゆかしさなど微み塵じんもない。

「黒神島。そこへ向かいます」

　そう言われてもそんな島にまったく心当たりのない隆史は話の続きをうながした。

「目的は二つ。一つはあなたに獣人としての力を取り戻させます。この地は獣じゆう神しん信しん仰こうが根付いていて住人はほとんどが獣人で占しめられています。この地では次の満月で大がかりな儀ぎ式しきが行われますのでまずはそれに間に合うように向かう必要があります」

「ちょっと待て！」

　そのまま話を続けそうだった妃里を隆史は止めた。どういうことか意味がわからない。

「なにかしら？」

「言葉が足りないんじゃないか？　その島で儀式をすれば俺おれが獣人に戻れるのはなぜだ？」

「あぁ。そうね。大前提を話していなかった気がするわね」

「そもそもここにくるまでろくに話もしてないだろ」

「簡単に言ってしまえばこの世界は物語の中なのよ」

「……」

　隆史は半閉じの目で妃里を見つめた。手を取る相手を間違えたかもしれない。

「ちょっと！　その目はなに！」

「本気なのか？」

「どう説明すればいいのかしらね。物語ってのは言葉の綾あやではあるんだけど……人間原理ってわかる？」

「この宇宙が人間に都合よく出来てるのは、そうでなければそもそも観測ができないからだ、ってやつか」

　昔付き合っていた女が、何かのアニメで見たそんな話を隆史にしてきたことがある。その時は実に馬ば鹿か馬ば鹿かしい話だと思ったものだ。

「知ってるなら話が早いわね。じゃあそれを踏まえて話をさせてもらうわ。この人間原理でいう人間ってのは人の総称のことよね？　人間をひとくくりにまとめてしまっている。これってかなり乱暴な考えじゃないかしら？　そこで〝人間にとって都合がいい宇宙〟ではなく〝ある個人にとって都合のいい宇宙〟と考えるとする。つまり宇宙は人の数だけ存在する」

「はっ……なんにも都合よくなんてない！　お前の言い分を信じるなら、俺の見る世界は俺にとって都合のいい世界で、俺のためだけに存在する世界ってことだろ？　全然そんなことはないな！　現におれは力を失って無様に街をうろついてた」

「それは簡単ね。あなたはもう負けているのよ、知らないうちにね。他の人間の世界、つまり物語に巻き込まれてしまっている。主役じゃなくてただの脇わき役やく、モブに成り下がっているのよ。でもそれはあなたが悪いわけじゃない。物語の存在を認識出来ない人達は、自然に、勝手に、他人の物語の一登場人物になってしまうだけのことだから」

「主役って誰のことだよ！　どこのどいつが俺をこんな目――」

「野呂愛子」

　隆史は固まった。嫌いやな記き憶おくを呼び覚ます名前だった。

「そう私は見ているわ。吸血鬼や獣人がいるという物語の中心に野呂愛子がしゃしゃり出てこようとしている」

「物語がどうとかは仮に信じるとして……どういう理り屈くつで俺は力を取り戻せる？」

「黒神島の獣神信仰という物語に巻き込まれてしまえばいい。あの島にいる神は別の物語を体現する、いうなれば主役の一人。現時点で野呂愛子よりもよほど強力なね。一度獣化したことのあるあなたのことだから成功する可能性はかなりあると思うのだけど」

「……それはわかった。目的の一つは俺の獣人化だったな。じゃあもう一つの目的は？」

　妃里は今の話を信じ込んでいるのだろう。これ以上問いただすのも無む駄だだと思った隆史は飲み込むことにした。

「野呂愛子の抹まつ殺さつ」

「それは主役がどうとかと関係があるのか？」

「えぇ。野呂家が弱体化している今こそがチャンス。野呂愛子がいなくなれば、吸血鬼を中心とした世界にほころびが生じる……その隙すきに私を中心とした獣人による闇の世界を作り上げるのよ！」

　妃里の話は信じがたく、実にうさんくさいと隆史は思っている。だが他により所もなく、これからどうすればいいのか考える手がかりすらなかった。なので少しでも可能性があるのならこのおかしな女に付き合うしかない。

　隆史はそう覚かく悟ごを決めた。







第二章　海水浴って何が楽しいんだろう？







　本州の西せい端たんのはずれにその地はある。

　雄ゆう一いち達たちの住む星辰市からは新幹線とローカルバスを乗のり継ついで半日ほどかかる場所だ。

　この移動時間からもわかるようにとても不便な片かた田舎いなかだ。

　もっと便利な場所にいくらでも別荘はある。そう愛あい子この父親は不満げな顔をしたらしいのだが、最終決定権は睦むつ子こにある。睦子がここと決めたならもう誰にも行き先を変えることは出来ないのだ。

　半島というほど大きくもない、日本列島からおできのように少し飛び出したような土地だった。陸続きであるのに窓之島と呼ばれるその土地は周囲を海に囲まれている。

　その地への入り口は幅百メートル程ほどの陸峡のみ。もちろん船を使えば行くことは可能だろうが、定期便の類たぐいは存在しない。

　主な産業は漁業と農業。比重は漁業に傾かたむいており、日本海に面するこの地は天然の良港として知られている。特産品は豊富な海産資源を活いかしての蒲かま鉾ぼこだ。

　景勝地としても知られていて観光業もさかんだ。一いつ般ぱん的てきには知られていないが、上流階級の間では別べつ荘そう地ちとしても有名である。

　特に何が問題ということもないのだが、最近では過か疎そ化かがゆっくりと進んでいて人口は千十八名。







「これからこの街は消失するッ!!」

「しねーよ！」

　バスの中で雄一は睦子につっこみ、それから周囲を見回した。乗客は雄一達以外に老婦人が乗っている。おそらく街の住民だし無礼な事を言っていると思ったのだが、幸いなことにいびきをたてているので聞かれてはいないようだった。

「えー！　なんかあったらやばそうな所なのに！」

　今は昼を過ぎたところで、バスは窓之島へと向かう陸峡を渡わたっている所だった。進行方向左手は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの海、右手は岩いわ肌はだがむき出しになった崖がけだ。つまりこの道が塞ふさがれてしまうと本州と行き来が出来なくなってしまう。

「ちょっと崖がけ崩くずれがあったらもう陸の孤こ島とう！　もしよ！　もし殺人事件が起こったって、警察はすぐにはやってこられない！　その場合私達が解決するしかないんじゃないかしら！　クローズドサークルなのよ！　警察機関が介かい入にゆうしないから科学捜査が行われないし、犯人は必ずこの中にいたりするのよ！」

「その場合はたまたま居合わせた名めい探たん偵ていとかに任せようぜ」

「名探偵ってたまたま居合わせたりするものなの？」

　隣となりの愛子が聞いてくる。密着しているので雄一は少々気まずかった。触ふれあう腕うでが柔やわらかく気になって仕方がない。

　野の呂ろ愛子。ショートボブで小こ柄がらな女の子だ。雄一のクラスメイトでサバイバル部の部員。頭上には『ヒロイン』とある。以前は『吸血鬼』だった。だがろくに吸血鬼らしいことはしないし、普ふ段だんそれを意識することもない。

　雄一達はバスの後部にある五人がけのシートに座すわっている。左から、奈な月つき、加か奈な子こ、依より子こ、雄一、愛子、睦子の順だ。六人座れないこともないのだが、窮きゆう屈くつではある。

　席はいくらでも空いているので余裕を持って座ればいいのだが、睦子が聞き入れない。

　ちなみに全員が制服姿だった。そんな建て前に意味があるとも思えないがこの合宿は部活動だからということだ。

「そりゃ、たまたま崖崩れが起きて、たまたま殺人事件が起こるぐらいなら、たまたま名探偵ぐらいいたっていいだろ？」

「めんどくさいから全部その人に押おしつけてやろうっていう坂さか木きくんのよこしまな思いを感じるんだけど……」

「俺らがどうやってそんなもん解決するんだよ。ただの高校生がどうこう出来る問題じゃなくないか？」

「坂木くんが探偵……容疑者を片かたっ端ぱしからとっちめそうだよね」

　愛子に言われ雄一は露ろ骨こつに顔をしかめた。図星だったのだ。殺人事件が起こり、容疑者は限られているとする。手っ取り早いのは拷ごう問もんだろう。口を割らせる自信はある。

「あら！　そんなの駄目よ！　フェアじゃないわ！　ちゃんと論理性をもって事件は解決しないと！」

　拷問や暴力の話は大好きなはずだが、それとミステリー的状況は睦子の中では明確に分けられているらしかった。

「全て暴力で解決する推理小説……ラノベならいけるんじゃないかなぁ」

　のんびりとした声で言うのはふわりとした髪かみ型がたのおっとりとした少女。サバイバル部副部長で『異世界マニア』の織おり原はら加奈子だ。

　ネットの投稿小説サイトに小説を掲けい載さいしていてそこそこの人気を得ているらしい。先ほどの発言は作家としてなにか思いついたからかもしれない。

「お兄ちゃん、どこかの探偵さんは年間六百件以上殺人事件に遭遇してるらしいよ」

「それ漫まん画がだろ？」

「旅先で少年探偵に出会ったら守ってね」

　先ほどから雄一の腕にしがみついている依子は、少年探偵を死神とでも思っているかのようだった。

「……」

　バスに乗ってからずっと無言で外を見続けているのは武たけ内うち奈月。頭上には『ヒロインⅡ』とある。以前は『殺人鬼』だった少女だ。

　一年生の間では一、二を争あらそう美少女と言われているし、事実そうなのだろうと雄一も思っている。

　――けど、陸の孤島か……。

　もしや睦子が言うような事件が本当に起こるのではと不安になる。雄一は浜はま崎さき友とも美みが気になることを言っていたと思い出した。
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「合宿ってどこにいくわけ？」

　ニーハオ・ザ・チャイナでチャーハン定食を食べ終わった頃ころに友美が聞いてきた。

　雄一は窓之島について簡単に説明した。地理的なことはうまく伝えられなかったのだが、友美は古びた地図を持ってきて確かく認にんしている。

「あー、こーゆーとこかー」

　友美が渋しぶい顔をする。

「何か問題でもあるのか？」

　雄一も地図を確認した。本州の西端、日本海側に少し飛び出した所にある街だ。縮尺がそれほど大きくなく、指先で隠れてしまうぐらいなのでこの地図で細かなことは読み取れない。

「こういうね。閉へい鎖さ的てきな場所って独特の世界観が形成されることが多いのよ。世界観ってそれを信じてる人の数が影えい響きようするんだけど、狭い土地に似たような世界観の持ち主が密集してるとより強まる傾けい向こうにあるの。こういうとこに他のホルダーがいくと影響を受けて世界観が弱くなる。つまりここに愛子が行くと吸血鬼としての力があまり発揮できないかもしれない」

「どういうこと？」

「つまりへんぴな田舎で陰いん惨さんな奇祭が行われてるなんていう伝奇的世界観では西洋の吸血鬼なんてお呼びじゃない訳よ。つまり彼らの世界観で祭ってる神やら何やらの方がより影響力があったりするわけ。ま、心配しすぎかもしれないけどね。ただの港町だったりするかもだし」

「うーん。でもここって野呂んちの別べつ荘そうがあるわけだろ？　ある程度は大だい丈じよう夫ぶなんじゃないのか？」

「何かあったら別荘に逃げ込めばいいんじゃない？　そこでなら愛子は力を発揮できるかもしれないし」

「さっきから野呂だよりみたいなこと言ってるけど、俺はそんなつもりはないからな」

「うん。何があっても愛子を守ってあげてね。坂木くんにはそれが出来る力があると思うから。お父さんも褒ほめてたよ。見所あるって」

「見所って……ニーハオ・ザ・チャイナがか？」

　そう言われて雄一も悪い気はしなかった。少し見ただけではあるが、ニーハオ・ザ・チャイナは本格的な武術を修めている達人のように見えた。その彼が褒めたのなら喜んでいいはずだ。

「ねぇ？　うちの跡あと取とりになる気はない？　ニーハオ・ザ・チャイナを襲しゆう名めいしてさ！　私は坂木くんなら全然ＯＫなんだけど？　見た目もいいし、決断力あるし、優やさしいし」

　友美が円テーブルに身を乗り出しながら言った。

「無理」

「意見もはっきりしてるし……っておい！　私じゃ駄目なわけ？　普通もうちょっと悩なやんだりしない？　私みたいな美少女に言い寄られたら!?」

「それ言い寄ってるって言うのか？　ま、美少女ってとこは否定しないでおいてやるよ。優しいだろ？」





＊＊＊＊＊






「坂木くん？」

「あ？」

　愛子が心配そうに見つめていた。友美との事を思い出していたのでどことなく気まずい。

「ついたよ」

　気づけばバスは停とまっていた。皆みなと一いつ緒しよにバスを降りる。

　現代人としてはそこはかとなく不安になってしまうような場所だった。林を切り開くように未舗装の道路が真まっ直すぐに続いている。人工物はバスの停留所ぐらいしか見当たらなかった。

「ここからちょっと歩いたところだって。私も詳くわしくは知らないんだけど」

　スマートフォンの地図を見ながら愛子が確認する。携けい帯たいの電波は来ているようだった。なんとなくクローズドサークルの可能性が下がったような気がして雄一は安心した。

　脇わき道みちに入り少し行くとすぐに洋館が見える。

　さすがに別荘だからか野呂家本邸ほどの規模はない。だがそれでもそれは館と呼ぶに相応ふさわしい規模だった。この建物も海外からの移築のようで歴史的な趣おもむきを感じる。

　玄げん関かんに近づくと勝手に扉とびらが開き、雄一は既き視し感かんを覚えた。確か愛子の家でも勝手にドアが開いた。

「お帰りなさいませ、お嬢じよう様さま」

　愛子の家に行った時と同じ光景があらわれる。

「え？　秋あき子こさん？」

　クラシカルなメイド服を着た女性が深々とお辞じ儀ぎをしているのを愛子は呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　女性の頭上には『吸きゆう血けつ鬼きⅢ』とある。雄一は愛子の家でも出会ったこと、見た目は若いが相当な年ねん齢れいだと愛子が強調していたことを思いだした。

　ちなみに頭上の文字に数字が付く理由はよくわかっていない。同類の場合は雄一が見かけた順に数字が増えていくようだが、付かない場合もあるようだ。

「おせーよ！　何やってんだよ。つーか、雄一。なんで俺を無視して合宿なんてしてんだよ。誘さそえよなー」

　金髪の少年が秋子の後ろからあらわれ、軽い調子で雄一に話しかけた。

　Ｔシャツにハーフパンツというラフな格好の少年の名は茨いばら木き京きよう四し郎ろう。頭上の文字は『茨木童子』でその正体は鬼おにだ。以前戦った事がありそれ以来雄一になにかとちょっかいをかけてくるようになった。

「はーっはっはっ！　よくきたな！　お前達！　歓かん迎げいしようではないか！　野呂家の別荘にようこそ！　さぁ！　背信者どもよ！　今こ宵よい血ち塗ぬられた狂きよう乱らんと狂きよう信しんの宴うたげを繰くり広ひろげようではないか！」

　茨木のさらに後ろから現れたのは野呂京きよう夜や。星辰高校の三年生で野呂愛子の兄だ。愛子や秋子と同様に吸血鬼で頭上の文字は『吸血鬼Ⅱ』。

　長い髪かみに彫りの深い顔立ち。普通にしていれば美男子で通るのだろうが、白い拘束着を来ているようではそれも怪あやしい。

　その拘束着を締しめ付つけるようにめったやたらに黒い革ベルトを体中に巻き付けていた。

　その上更さらに裏地が赤い、黒いマントを羽織っている。封ふう印いんされし吸血鬼といったテーマなのだろうか。

　予想外の人間が三人。とまどった雄一はとりあえず茨木を殴なぐった。

「お前暴力的すぎやしないか!?」

　雄一に殴られ吹ふき飛とんで倒たおれた茨木が即そく座ざに立ち上がって詰つめ寄よってきた。

　手加減はしているが、立ち直りが早い。おそらくは予期していたのだろう。

「俺はお前を呼んでない。招かれざる客だ。敵だ」

「論理の飛ひ躍やくが甚はなはだしいな、おい！」

「馴なれ合あうつもりはないって前から言ってるだろ？　会うたびにきっちりしつけとかないとな。尻尾しつぽ振ふられても困る」

　所しよ詮せん人食い鬼だ。友達にはなれないだろう。人殺しという意味では奈月と同類なのかもしれないが、雄一の中ではそこに明確な一線がある。

「最近俺は人間そのものに手を出だしてないんだぜ？　普通の食べ物、人間と同じ食事を続けてるんだ。つまり実験をしているんだな。鬼が人間を殺さず生きていけるとなればこれはもう問題の解決だろ？」

　茨木が芝しば居いがかった調子で言う。

「似たようなセリフを寄生獣って漫画で読んだが、そいつ嘘うそついてたよな？」

　茨木は雄一から視線をそらした。

　雄一は茨木との会話は終わりだとばかりに京夜を見た。

「謹きん慎しんは解けた……んですね」

　解けたのか？　と聞こうとして雄一は言い直した。京夜は一応年上で、愛子の身内だ。

　京夜は自宅の地ち下か牢ろうで反省させられていると聞いていた。

「あ、あぁ。その、なんだ」

　雄一に話しかけられて京夜は後ずさった。苦手意識はあるようだが、再び雄一の前に現れるなど、相当に図太い性格なのかもしれない。

　――てか性格変わってないか？

　あの時だけがおかしかったのかもしれない。そういえば以前に愛子から聞いていた兄の話はどこか脳天気なものだったはずだ。こちらが素に近い状態なのかと雄一は考えた。

「まぁいいじゃない！　昨日の敵は今日の友ってことよ！　ゆうくん、いい？　彼が今後人間の姿のまま戦いだしたりしたとしても、この前狼おおかみに変身したり翼を生やしたりしていたことを追つい及きゆうしてはだめよ！　それは飛影が一度だけ目玉だらけになってたことを指し摘てきするような残ざん酷こくなことなのよ！」

「睦子様、せめて大猿化の過去ぐらいのたとえにとどめていただけないでしょうか？　京夜様は後で仲間になるのが前提で出てきてその後かませ犬にでもなるぐらいしかなさそうに見えますがとても繊せん細さいで傷付きやすいお方なのです」

　秋子の言葉はまったくフォローになっていなかった。

「姉ちゃんはまったくわだかまりねーのかよ……」

　しかしこんな怪しいことばかり言っていて大丈夫なのかと雄一は、加奈子と依子を見た。この二人はここ最近の事件とは無関係だ。下手なことを知られても厄やつ介かいだと雄一は思ったのだが、気にしている様子はない。

　――姉ちゃんのいつもの妄もう言げんと思うだけか。本気にするわけないしな。

「玄げん関かん先さきで立ち話もなんですし、まずはお部屋にご案内いたしますね」

　いつまでも玄関先でぐだぐだと話しているのを見かねたのか、秋子は皆を部屋へと案内した。







　野呂家の別荘に荷物を置いた面々は早さつ速そく海に遊びにいくことになった。各自が着き替がえて別荘の裏手に集合。そこから防砂林を抜ぬけ砂すな浜はまへと出た。

「えー！　野呂さんちのプライベートビーチとかがあるとばかり思ってたのに!?」

　海水浴客で賑にぎわう砂浜を見た睦子は大げさに驚おどろいた。

　そんな睦子は競泳水着に身を包つつんでいる。胸はあまりないが、全身のバランスの取れたモデルのような体型だ。

　その水着のフォルムは特とく撮さつヒーローを彷ほう彿ふつとさせる独特なもので、睦子が大好きな特殊加工を施ほどこされたものらしいが、雄一は詳しく知らない。一人では着られないという面めん倒どうくさい水着で先ほども手伝いをさせられた。

「いえ、さすがにそういうのはないですよ。なんでも日本の海岸は国のものらしいですから、勝手なことは出来ないらしいです。ここはこのあたりの別荘の人達がよく遊びに来るそうで結構賑わってるみたいですよ」

　そう言うのは白フリルのビキニを着た愛子で、雄一の隣を歩いている。

　いろんな意味で雄一達は注目を集めているがそのうちのいくつかの視線は確実に愛子に向けられていた。

　無ぶ遠えん慮りよな視線が恥はずかしいのか愛子はうつむきがちだ。

　――確かに見たくはなるよな……。

　童顔なので普段は幼く見えているが、水着姿になるとそのスタイルのよさがはっきりする。

「いやー、なんつーのか突つき刺ささる視線が快感だよな！　ブラックホールかっつーぐらい周囲の視線を独ひとり占じめだな！」

　茨木が言う。彼かれは赤のビキニパンツを穿はいていて、他には何も羽織ってはいない。砂浜に出ると、その外国人めいた容よう貌ぼうのためか周囲の女性の注目を集め始めた。

「はっはっはっ！　当然だろう。僕ぼくの妹なのだからな！」

「えぇ。お嬢様の水着姿の前には全すべてがひれ伏ふすでしょう！」

　京夜が高笑いを上げ、秋子が追従した。この二人は水着を着ていない。拘束着とメイド服のままだ。

　愛子はますますうつむいた。

「あの、別荘には何しにきたんですか？　茨木はまぁわかる気はするんですが」

　疑問に思った雄一は聞いた。この二人が合宿にやってくる意味がよくわからない。

「ぼ、僕は別荘に遊びにきただけだ！　もちろん夏の陽気に当てられて浮うかれ騒さわぐ不ふ逞ていの輩やからから可愛かわいい妹を守るという意味も多少はあるがね！」

「雄一様。なぜ私がここにとお思いのようですが、これは当然のことです。別荘で皆みな様さまをお世話するものが必要ではありませんか！」

　そうは言うが別荘には管理人がおり、最低限の事はしてもらえると雄一は聞いていた。結局は興味本位でやってきただけなのだろう。

「お兄ちゃん大丈夫？」

　そう聞くのは雄一の右みぎ腕うでにしがみついている依子だ。黒レースのビキニを大だい胆たんに着こなしていて、とても中学生には見えない。この場にいるのは誰もが美少女だが、依子だけは自分の美び貌ぼうを自覚し、人に見せる、見られるということをはっきりと意識していた。

「あまり大丈夫じゃないからくっつくな」

　雄一は丈たけの長いサーフパンツを穿いて、ゆったりとしたパーカーを着込んでいる。そして肩かたに妙みように長い棒をかついでいた。

　睦子が用意したビーチパラソルとのことだ。実は茨木がここに先に来ていたのは、このような睦子の道具を持ち込むためらしかった。

　奈月のストーカーである崎さき山やまも運うん搬ぱんに協力したとのことだが、その崎山は姿を見せていない。

　棒はとにかく重い。そして足あし下もとは砂浜のため不安定だ。くっつかれるとバランスが保ちにくいので出来ればやめて欲ほしいところだった。

「そういえば……茨木くんはやっぱり男の子だったのね！」

　水着姿の茨木をじろじろと見ながら、睦子が妙なことを言い出した。

「は？　いや、男だけどなんで？」

　茨木は戸惑い気味に返した。

「知らないの？　茨木童子女説ってのがあるのよ！　酒しゆ呑てん童どう子じの恋こい人びとだったって話も！」

「なんなんだよ！　その勝手な説は！　つーか酒呑の兄貴とどうこうってキモいわ！」

　気分を害したのか茨木は一人先へ行ってしまった。さすがにこれには雄一も同情した。

「このあたりでいいかしら！」

　波なみ打うち際ぎわまでやってきたところで睦子が指示を出した。

　雄一は持ってきた棒を展開した。

　巨きよ大だい番ばん傘がさだった。

　それを砂浜に突き刺し、器具で固定する。

　巨大故ゆえの重量を支えるために傘かさの骨は全て金属で出来ていた。全長は四メートル程だが、一メートルは地中に差し込んでいる。傘部分の直径は五メートル程だ。

　自重に耐たえきれないのか傘は一定の周期で揺ゆれている。どんな材質を使っているのかはわからないが、十分にしなるそれは折れることはなさそうだ。

　とにかく目立っている。傘もそうだしその下にいる面々も注目の的だった。

　目の前には青い海が広がっていた。天気もよくまさに海かい水すい浴よく日和びよりと言えるだろう。

　さぞや満足しているのだろうと、雄一は睦子を見た。

　睦子は不満げな顔をしていた。

「張り切って準備してきたのだけど、海水浴っていったい何が楽しいのかわかんないわ！」

「おい！」

　雄一は気の利きいたツッコミを返すことが出来なかった。

　この超ちよう重じゆう量りよう物ぶつを波打ち際まで運んできた苦労は並なみ大たい抵ていのものではない。長くて持ちにくく、陽光に照らされて熱くなる金属を持ったまま、不安定な砂浜を歩き続けるには多大な労力を要した。

　その全てを睦子は一言で無に帰そうとしている。

「だってそうじゃない！　いったいここで何をしろっていうの！」

　一体何に対して怒おこっているのかはわからないが、その矛ほこ先さきは雄一に向けられていた。

　睦子はびよんびよんと揺れる傘の柄を掴つかんで仁王立ちし、目の前の雄一をにらみ付けている。

　雄一はこれ以上何も言う気にはなれなくてただ姉を見た。

「そのー。泳げばいいんじゃないんですか？」

　愛子が睦子に言う。

「野呂さん！　海で泳いで何が楽しいっていうの！　全身が浸つかるまでに結構歩かないとだめだし、海水はべたつくしで何もいいことがないじゃない！　ただ泳ぐだけならプールのほうがよっぽどいいんじゃないの！」

「海水浴全否定じゃねーか！」

　ここまで何しに来たんだよと雄一は思った。

「辞書的な意味では、泳いだり日光浴をしたりするらしいですよー」

　のんびりとした声で加奈子が言う。今は緑色のパレオを着込んで水着を隠かくし、傘の根元に座り込んでいる。

　胸が大きいのを気にしているらしいのだが、かえって目立つようにも思われた。まるで隠し切れていない。

　趣しゆ味みで小説を書いているからなのか、こんなところにまで小さなノートパソコンを持ってきている。海水浴の意味はそれで調べたようだ。

「日光浴！　熱ねつ中ちゆう症しよう、日焼け、皮ひ膚ふガンになる可能性を増大させ、シミを作る！　そんなことをして何の得があるのよ！」

「お姉ちゃん、スイカ割りとかは？」

　依子が聞く。

「ゆうくんにやらせても外すわけないしつまんないわ！」

　確かに雄一なら目め隠かくしをして回転させられたぐらいでスイカの位置を見失うことはないだろう。

「人を見てるのはそこはかとなく楽しいけど。大体そんなものじゃないの？　合法的にほとんど裸はだかの人達たちをじろじろと見ることができるのが海水浴の楽しみなのでは」

「ずいぶんな男目線だな、武内！」

　奈月がそんなことを言い出した。

　奈月が着ているのは紺こん色いろのスクールセパレーツ、学校指定水着だ。おそらく水着などどうでもいいと思っているのだろう。

「いや、ほんと何がしたいんだよ、姉ちゃん……」

　雄一は呆あきれ果はてた。

「なんとなく海は楽しい気がしていたのよ！　けどいざ来てみるとなんだか別にそんな期待したほどでもなかったなー、とか思えて来ちゃったのよ！　アニメとかだと水着回だー！　ってなもんだけど、実際自分が水着を着たからってそんなに楽しいもんでもないし！」

「まぁなんだ。来てすぐ帰るのもなんだし、しばらくここにいようぜ」

　すぐに撤てつ収しゆうするのはめんどくさいと思う雄一だった。







　睦子のしなやかな体が宙で反り返る。

　大きく振ふりかぶった掌てのひらが勢いよくボールに叩たたきつけられた。

　強きよう烈れつなスパイクの向かう先は腰こしを落とし待ち構える奈月だ。

　奈月はそろえた両りよう腕うでで巧たくみにボールを受け止め、真上に跳はね上あげた。

　そしてそのボールを追うように跳とぶ。自分でレシーブしたボールを自分でスパイクするのだ。

　奈月の強烈な一いち撃げきを今度は睦子が受け止める。そしてボールを奈月に直接跳ね返した。

　なんだかよくわからないルールだが二人は真しん剣けんだった。

「いや……砂浜でボールで遊ぶってそういうことじゃないと思うんだよ」

　雄一はぼやいた。

　お互たがい運動神経がいいものだから勝負は白熱しているのだが、一体どうすれば決着がつくのかがよくわからない。

　睦子と奈月は浜はま辺べでのボール遊びが担当だった。

　雄一は、空気を入れて膨ふくらませるビーチボールで遊ぶとばかり思っていたのだが、睦子が持ち出してきたのはビーチバレーボールだった。これは若じやつ干かん柔やわらかいぐらいで室内バレーで使うボールと変わらない。

　なぜこんなことになっているかというと、海水浴っぽいことをやろうということになったからだ。

　海は楽しくないと言っていた睦子だが、ここまで来た以上はなにかをやらなくてはと意識を切きり替かえたらしい。

　じゃんけんで担当決めをしてそれぞれでそれっぽいことをやることになった。

　波打ち際では愛子と依子が向かい合っていて、お互いに水を掛け合っている。こちらの二人は見たままの通りで水の掛け合い担当だ。

　大したことはしていないのだが、美少女二人でやっているので見み栄ばえはいい。ただし、やっている二人が楽しいのかどうかはわからない。

　茨木は砂で城を作っていた。こちらは浜辺での砂造形の担当だ。

　茨木は案外器用なようで結構見栄えのする城を、近くにいた子供達と作り上げている。

　子供好きなのかもしれないが、茨木は食人鬼だ。もしや食材を物色しているのではという気持ちを雄一は払ふつ拭しよくすることが出来ない。

　京夜と秋子はそもそも水着を着ておらず海水浴っぽいことには参加していない。買い出しに行ってこいと言われて海の家に行っている。拘束着とメイド服を着た吸血鬼などという恐おそろしく不釣り合いで、海辺の雰ふん囲い気きを著いちじるしく乱すその二人が周囲からどのような視線を浴びせられているのかを雄一は考えたくなかった。

　残りの二人は雄一と加奈子だがこの二人は番ばん傘がさの下にいた。

　雄一は現状から意識をそらすように、睦子と奈月のビーチバレーを見ていたのだが、いつまでもそうしているわけにもいかない。

　加奈子は番傘の下にひいたビニールシートの上でうつ伏ぶせに横たわっていた。

「あの、別にこんなこと無理にしなくてもいいと思うんですが」

　うつ伏せになった加奈子はすごいことになっていた。胸が押しつぶされて横にはみ出ている。そのはみ出し方が尋じん常じようではなかった。

「でも、じゃんけんで担当が決まったから」

　と加奈子はあまり気にしたようすでもなく言う。

　雄一の手にはサンオイルがあった。

　つまり雄一と加奈子の担当はサンオイル塗ぬりだ。

「私は体を動かすのは苦手だからここでのんびりしてていいならそれでいいかな、と思うんだけど。それとも坂木弟くんは違ちがう担当の方がよかった？」

「いえ、嫌ってことじゃないんですが」

　嫌と言ってしまうのも失礼かと思うが、どうにも気き恥はずかしい。周りを見み渡わたしてもこんなことをやっている海水浴客はいなかった。

　それに今まで加奈子と二人きりになった記き憶おくもなく、どうにもうまく対応できない。

　ただここでぼうっとしていても仕方がない。雄一は覚悟を決めてサンオイルを手に出した。

　手にたっぷりと取ったオイルを加奈子の背に塗り付ける。想像以上にそこはしっとりと柔らかかった。

「ひゃっ！」

「あ、冷たかったですか？」

「ううん、大丈夫。ちょっとびっくりしただけだから」

「ひゃうっ！」

「あの、そんな声出されると気まずいんですけど」

「ごめんなさい、こそばゆくて」

　――ってこれいつまで続けたらいいんだよ！

　全身に塗る必要があるのだろうか？　とりあえずそれっぽいことをするだけなんだから、そんなに気合いを入れて塗らなくてもいいのか？　いや、もう始めたんだし、中ちゆう途と半はん端ぱに塗ると焼け方にむらができるのでは？

　様々なことを考える雄一だがその視線は、胸のあたりからはみ出た肉にどうしても向かってしまう。女性の裸を見たぐらいでは動じない自信はあったのだがこれは反則だ。

「坂木弟くん」

「は、はい」

　視線を咎とがめられたような気がして雄一はびくりとした。

「ただオイル塗ってても暇ひまでしょう？　何かお話ししようか」

「えぇ、いいですよ」

　黙だまったまま塗り続けるのも気まずかったので丁度いいと雄一は安心した。

「補ふ陀だ落らくって知ってる？」

「補陀落……それも異世界なんですか？」
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　当てずっぽうで言ってみた。加奈子の話題は、ほとんどが小説のことか異世界のことだからだ。

「どうなんだろう？　観音様が住んでるってところらしいけど。補陀落渡海っていう行事で沖おきに出て行くらしいからやっぱり海の向こうにあるのかな？」

「よくわかんないですけど、沖に出ていってたどり着けるならそれは異世界じゃなくて、この世にあるんじゃないんですか？」

「補陀落渡海では箱に閉じ込められて海に流されたらしいから、結局あの世に行くってことみたいなんだけど」

「それって、ただの自殺じゃないんですか？」

「うん。捨身行って言ってね。仏教の苦行の中では最上位の部類なんだけど、死んだら修しゆ行ぎようもなにもないよね。けどわざわざ海に流すわけだから、もしかして、とも思うの。じゃあニライカナイは？」

「あぁそれは聞いたことありますね。沖おき縄なわ関係ですか？」

「これも海の彼方かなたにあるらしいの……私が行けるとは思わないけどね」

　加奈子は海を見つめたままだった。彼方にあるという異界に思いを馳はせているのかもしれない。

「その……織原さんはどうして異世界に興味が？」

　今いま更さらながらに聞いた。知り合ってから数すうヶか月げつが経たっている。特別仲良くはしていないが、それでももう加奈子は雄一の日常の一部になっている。少し踏み込んだ話かもしれないが、それぐらいは聞いてもいいのではと思えた。

「坂木弟君は、ここではないどこかに行ってみたいと思ったことはない？」

「ない……ですね」

　少し考えてみた。特に思い浮かばなかった。

「そう。坂木弟君は人生が楽しい？」

「どうなんでしょうね。考えたこともないっていうか……つまらなくはないですけど」

「苦しいことは何もない？」

　姉との修業のことを思い出す。だがこれは自分の意思で行っていることだった。確かに睦子は修業を強しいる。だが、雄一が本当に嫌だと言えば無む理り強じいはしないだろう。なんだかんだと言って睦子は根っこの所では優しいと思っている。

「苦しいことがあっても、大たい抵ていは克服出来そうな気がしてますね。ま、それは単に俺おれがガキなだけかもしれないですけど」

「そう。私は……どこか遠くへ行きたいって……私のことなんか誰だれも知らないところへ行ってみたいと昔から思ってる」

「織原さんはその……楽しくないんですか？」

　生きているのが、とは聞きづらかった。

「さぁ。坂木さんと出会ってからはちょっと変わった気はするし、楽しいと思うこともあるんだけど……でも何か違うような気がするし、どうなんだろうね」

　加奈子は儚はかなげに微ほほ笑えんだ。
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「あれ！　あれどう思います！　ねぇ、野呂さん！　ねえったら、ねぇ！」

　依子が愛子に海水を掛けながら言った。

　睦子が水着回なら、お互いに水を掛け合ったりするものでしょう！　などと言い出し、じゃんけんで担当になったからやっているのだが、依子の掛けてくる水はピンポイントで目を狙ねらっていて愛子は微び妙みように腹が立っている。

「仕方ないじゃない。じゃんけんで決まったんだし」

　依子の視線を追うと雄一と加奈子がいた。加奈子はビニールシートの上でうつ伏せに横たわり、雄一はその隣となりにしゃがみこんで加奈子の背中をさすっている。二人はサンオイルを塗る担当なのだ。

「なんなんですか！　あれは！　私は！　このじゃんけん運のなさを呪のろいますよ！　いえ、運だよりでは駄だ目めです！　運命は自分で切り開かないと！　じゃんけんのテクニックを普ふ段だんから磨みがいていればよかったのかもしれない！」

　ばしゃばしゃと愛子に水を掛けるのにも力が入っているようだった。

「見て下さいよ、あの兄を！　恥ずかしがってるんですよ！　なぜ兄にあのような苦く渋じゆうに満ちた顔をさせなければならないんですか！」

「そこまででもないんじゃ……」

　愛子は少しだけ羨うらやましいと感じている気もするし、逆にサンオイル担当になんてなってしまっていたら恥ずかしさでどうにかなっていたのではとも思うので、水の掛け合いなんていう無難なところにおさまってよかったとも思っている。

「何言ってるんですか、もっとよく見て……かっこいいですよね！　兄は！」

　途と中ちゆうでトーンが変わった。ほれぼれとした口調で依子が言う。

「そんなにじろじろは見ないけど……」

　露ろ出しゆつを嫌っているのか雄一はパーカーを羽織っている。だが、一目でわかるほどにその体は鍛え抜かれていた。筋肉で膨れあがってはいないが、陰いん影えいがはっきりとしている。

　愛子は雄一に抱だきついたことなどを思い出して少し顔が赤くなった。

「ってそういうことじゃ無いんですよ！　あれですよあれ！　織原さんですよ。兄は今！　織原さんの胸に興きよ味うみ津しん々しんですよ！」

「え？　そんなことはないんじゃないの？」

　三人でデートに行った時の事を思い出す。彼かの女じよはいらないというような事を言っていた。

「野呂さん……真に受けちゃ駄目ですよ。そりゃ彼女はいらないってのは本心かもしれないですよ？　けどそれと肉欲は別の話ですよ！」

「肉欲って言い方が……」

　少し生々しい。というか女子中学生の台詞せりふなのだろうか。愛子は反応に困った。

「いいですか。彼女はいらないかもしれませんが、それと性的な興味は別問題です！　兄はむっつりです！」

　断言した。

　断言されても愛子は困った。

「えーと、だから依子ちゃんは坂木くんの前で着替えたりするの？」

「は？」

「え？」

　馬ば鹿かを見るような目で見られて愛子は戸惑った。てっきり兄を誘ゆう惑わくしているつもりかと思っていたのだがどうも違うらしい。

「何言ってるんですか。気持ち悪い。身内の裸に反応するわけないでしょう？　そんな妹に欲情するような兄なんてキモいですよ。いいですか？　私は妹の裸になんて興味の無い健全な兄が好きなんです！」

「あー、なんかその理り屈くつどっかで聞いたなー」

　確か奈月が似たようなことを言っていたと愛子は思い出した。

「だから私は困ってるんですよ。この自由にならないアンビバレントな感情を持て余しているのです」

「えーと、なんで急にそんな話を？」

「あ、違うんです。今はそういう話じゃ無いんです。兄が巨乳を好きなんじゃないかという話です」

　あらためて雄一を見てみた。言われてみれば雄一は、うつぶせになってはみ出している加奈子の胸をちらちらと見ている気がする。

「そういえば……お兄ちゃんの部屋を探さぐったときもすぐに巨乳コレクションがどうとかって……」

　行方ゆくえ不ふ明めいになった兄の手がかりを探して部屋に入った時のことだ。部屋に散らばってる本はたくさんあったのに、その中からすぐに巨乳グラビアを見つけ出すのは確かに怪しい気もする。

「というかですね！　兄と織原さん、なんとなくいい雰囲気な気がするんですが！　ここで水掛け合ってる場合じゃないんじゃないですか!?」

「もういいんじゃないかなーってさっきから思ってたけどね……」

　愛子達は水を掛け合うのはやめて海から上がることにした。







第三章　野の呂ろさんちの別べつ荘そうは温泉もあるよ！







　今のところは計画通りに進んでいる。

　だがそれに小こ西にし妃ゆ里りは若じやつ干かんの不安を覚えていた。

　そんなにうまくいくものだろうかと思ったのだ。

　現状の優先事項は隆たか史しの獣人化だ。そのため黒神島で隆史はすでに獣人化の儀ぎ式しきを受けている。

　だが、その黒神島に野呂愛あい子こ達もやってきてついでのように方を付けられると思うのは虫がよすぎるだろう。

　だが、小西妃里の視線の先には波打ち際で水を掛け合って遊ぶ野呂愛子がいた。

　本屋を名乗る女がお膳ぜん立だては全て行うと、黒神島まで誘ゆう導どうすると言っていた。どうやったのかまではわからないが、それは成功しつつあるようだった。ここ窓之島の港から出発するのが黒神島へ行くためには一番都合がいいからだ。

「うまくいっていることをあれこれ考えても仕方ありませんわ」

　小西妃里は不安を払拭するように笑った。

　彼かの女じょは今、木の上から愛子達たちを観察していた。

　半獣化した彼女の力なら木に登る程度のことはたやすいし、視覚は多少の距きよ離りをものともしない。

　愛子たちから直線距離にして約三キロの地点。妃里は猫耳と尻尾しつぽを生やした状態で松の枝に腰こし掛かけていた。

　一応水着姿だ。ただそれが一目で水着だとわかるものはそうはいないだろう。それは黒いドレスのような水着だった。腰のあたりから広がるスカート部は完全に足下までを覆い隠している。恐らくまともに泳げはしないだろうが、妃里にとっては見た目が最優先だ。

「さて、彼の方はうまく行っているでしょうか」

　妃里は海へと目をやった。

　ぼんやりと島が見える。それが今回の計画の要、黒神島だった。

　妃里が再度島へ向かう頃ころには隆史の獣人化は終わっているだろう。

　妃里は手に持つ手帳をそっとなでた。

　本屋を名乗る女からもらったもので、獣人についての知識が書かれている。今回隆史を獣人に戻もどす方法もこの手帳の記述が元になっていた。

「成功してくれるといいのですけど」

　隆史に伝えてはいなかったが成功率は五割程度だろうと妃里は見込んでいた。

　今のところただ一人の部下だ。是ぜ非ひとも成功してほしいと思っている。

　ただ一人、獣人の戦力がいる程度で世界を変えられるとまでは妃里も思ってはいない。ただこれは最初の一歩だ。ここから世界を変えていくための、闇やみの世界に君臨するための。

　黒神島。そこに愛子達がくれば全ては終わる。彼女達にあらがうすべなど無い。妃里はそう確信していた。
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　野呂家の別荘には大浴場がある。

　湯は天然温泉だ。

　当然と言うべきか、商業施設でもないわけで男女別に分かれてはいないし、大勢の人間がやってきた場合の運用方法についてのノウハウは存在していなかった。

「ですので当然時間で分けるしかないと思います。男おとこ風ぶ呂ろ、女風呂、家族風呂、ですね」

　依より子こが風呂の使い方について提案する。

「ん？　ちょっと待って？　なんかおかしなの混じってなかった？」

　愛子は首をかしげた。

「何もおかしくないですよ？　男風呂には茨いばら木きさんが。女風呂には織おり原はらさん、武たけ内うちさんが入ります。家族風呂１には、姉、兄、私。家族風呂２には野呂さんとお兄さんが入ればいいと思います」

「……依子ちゃん……無理ありすぎ……」

　海でひとしきり遊び、夕ゆう方がた頃ごろに別荘に戻ってきた。

　食事はサバイバル部員が順に作ることになっている。初日の食事当番は愛子と依子で、今は厨ちゆう房ぼうでカレーを作っているところだった。

「そうでしょうか？　家族水入らずというのが自然な姿なのでは？」

「もしかして……依子ちゃん、いつも坂さか木き君と一いつ緒しよにお風呂に？」

　いかがわしい絵面が愛子の脳のう裏りに浮かんだ。

「ま、まさか！　そんなことを兄は許しませんよ！　そのあたりはきっちりしてます！　馬鹿にしないでください！」

　依子が頬ほおを紅潮させて言う。

「うん。依子ちゃんの照れるポイントがよくわからない」

　何を慌あわてているのかはわからないが、ちょっと可愛いと愛子は思った。

「でも家族風呂ならいいの？」

「えぇ。この別荘はそういうルールだとごり押おしすればいいのです。兄は郷ごうに入れば郷に従いますからね。さぁ、どうですか!?」

「却きやつ下か。なんで私がお兄ちゃんと一緒にお風呂に入んないといけないの……」

　愛子は思い出してみた。兄と一緒に風呂に入った記憶はかすかにあるがそれは小学校に入る以前のことだ。今いま更さら一緒に入るなど絶対に無理だった。

「仕方ないですね。じゃあ野呂さんも一緒にどうです？　ホストはお風呂で歓かん待たいする習わしだということにして」

「さらに無理があるって。素す直なおに男女別にしようよ」

「言ってみただけですよ。そんな話が通るとは思ってません」

　依子が少しむくれる。あわよくばという気持ちはあったはずた。

　そんな話をしているうちに食事の準備は整っていた。





＊＊＊＊＊






　カレーを食べた後、サバイバル部は打合せをすることになった。

　これは純じゆん粋すいに部員だけで行うため、食堂のテーブルについているのは睦むつ子こ、加か奈な子こ、雄ゆう一いち、愛子、奈な月つきの五名だ。他の者は先に部屋へと戻っている。

「海っぽいこともやってるうちにだんだん楽しくなってきたわ！　ビーチテニスもやればよかったかしら！」

「やめてくれよ……姉ちゃん絶対むきになるじゃねえか」

　睦子は勝負事には全ぜん身しん全ぜん霊れいをもってあたる。しかも負けずぎらいで、その上わざと負けることは許さないのでひどく面倒なことになるのだ。

「さて！　初日は移動日ということで遊んでばかりだったけど、明日からは本格的に合宿をやるわ！　強化合宿よ！」

「それ、強化合宿っていいたいだけだよな？　何を強化すんだよ。つーか、うちの部で合宿ってなにするんだよ」

　とにかく合宿に行く。そうとしか雄一達たちは聞かされていなかった。普段から大したことをしていない部活だ。合宿ですることがあるとも思えない。

「とにかく！　うちの部のポイントゲッターであるゆうくんの強化をするしかないわ！　それが我わが部の実力の底上げになるはず！」

「なんの競技なんですか……」

　愛子がぼそりとつぶやく。

「とにかくゆうくんは、この間はだめだめだったから猛もう省せいをうながすわ！　なんなの！　だらだら戦ったあげく、追おい詰つめられないと本気出さないって！　最初から全力でいきなさいよ！」

　そう言われると言い返しづらいが今更という気もする雄一だった。

「それにびびりすぎよ！　吸きゆう血けつ鬼きぐらいなんだってのよ！」

「あー、いや、それは……」

　雄一は加奈子を見た。吸血鬼だなんだという話はまずいのではと思ったのだ。

「？」

　目が合い、加奈子は首をかしげた。どうもあまり理解はしていないようだ。

「それで？　なにをするの？」

　奈月が睦子に聞く。

「よく聞いてくれたわ！　武内さん！　実は！　とってもいいところがあるのよ！」

「うん、姉ちゃんの言ういいところとか嫌な予感しかしねーな！」

「黒神島よ！　この近くにあるの！　明日はそこに向かうわ！」

　船で向かうということだ。船は野呂家所有のものがあるらしく、操縦は秋子が出来ると言う。

「黒神島にはね！　財宝が眠ねむってるという伝説があるのよ！　海かい賊ぞくが残したお宝が！　あと、部外者立ち入り禁止の謎なぞの奇祭をやっていたり、ＵＦＯや謎の生き物が目もく撃げきされたり、見るだけで死んでしまうという祟たたり神がみが祭られていたり、戦時下に日本軍が研究していたという施設があったり、この島にだけ代々伝わる門外不出の武術の伝承者が住んでいたりするらしいの！」

「盛りすぎだ！　もうちょっとしぼれ！」

　いかにも睦子が好きそうなネタだがかぶせすぎだ。

「あの……そんな怪あやしい島に行って大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　愛子が不安そうに聞くのも当然だった。全すべて事実ではないにしろ半分でも本当だったら大おお騒さわぎだ。そしてこれらを妄もう言げんと片付けることは出来なかった。

　雄一はすでに知っている。この世には、吸血鬼も獣人も殺さつ人じん鬼きも当たり前のように存在することを。

「大丈夫よ！」

　雄一は待った。その後に何か台詞が続くのでは無いかと。

「根こん拠きよねーのかよ！」

　待ったあげくつっこんだ。

「つーか、そんなネタどこで仕入れてきた？」

　睦子のことだから以前から色々と調べていたのかもしれないが、突とつ然ぜんにも思える。

「あぁ。それはね。お手紙が来たのよ。伝統武術保存会あてに」

　伝統武術保存会。睦子は様々な活動を行っているがその内の一つだ。

　最近では後継者不足により、様々な武術が人知れず失伝している。それは忍しのびないと睦子が立ち上げた会で、睦子の活動の中では珍めずらしく世のため人のためになっているのだった。

「それ、本当に連れん絡らくしてくる人いるんだな」

　珍しいこともあるものだと雄一は思った。いつもなら睦子が無む理り矢や理り押おしかけ、強ごう引いんに蒐しゆう集しゆうを行うほとんど道場破りのような会だからだ。

「えぇ！　なんでも中国から伝わってその島で独自に発展を遂とげた象しよう形けい拳けんを伝えているらしいのよ！　でも最近では過か疎そ化かが進んでいて後継者もおらず、このままでは廃すたれてしまうということで連絡をくれたの！」

　ちなみに象形拳とは動物の動きをモチーフにした武術のことだ。

「で、その島はどんなところなのかな、と調べてみたら！　あれよあれよと面おも白しろそうなものがごろごろと出てきたわけなの！　これじゃあ行くしかないじゃない!?」

　雄一はこの伝統武術保存会に対しては微妙な気持ちを抱いていた。つまり、睦子は正統派の武術に関する造ぞう詣けいがある。漫まん画がを読んで考えた妙みような武術じゃなくて、まともなのを教えてくれよとも思うのだ。

「島ではキャンプを行うわ！　サバイバル訓練なのよ！　どこか適当な山とか森の中にテントを張って、飯はん盒ごう炊すい爨さんとかしながら三日ほどすごすのよ！」

「あの、ごめんなさい。キャンプとかだとちょっと行けそうにないの」

　張り切る睦子だったが、それに加奈子が水を差した。

「あら？　どうしたの？」

「その、小説の締め切りがあって」

　加奈子が小説を書いていることは皆みなが知っていることだ。だが、それはネットの投とう稿こうサイトに掲けい載さいしているだけであって、締め切りなどはないはずだった。

「ちょっと延期したらいいんじゃないですか？　あ、別に軽く思ってるわけじゃないんですけど」

　愛子が言う。雄一も同感だった。合宿の間ぐらい更こう新しんを休めばいいのにと思う。

「あぁ！　それがね！　織原さんの小説の書籍化が決まったのよ！　大魔王のね！」

　加奈子の代表作は『俺の大魔王が可愛かわいすぎて倒たおせないから世界がヤバい！』。略りやく称しようは『大魔王』や『大魔王が倒せない』だ。そこそこの人気を得ていると雄一は聞いていたが、まさか出版されるとは思ってもいなかった。

「そうなの。それを合宿中に仕上げてしまおうと思っていたから、キャンプはちょっと……」

　申し訳なさそうに加奈子が言う。

「わかったわ！　織原さんはここで小説に専念していればいい！　キャンプには私達だけで行くから！　いい？　明日は朝から島に向かうわ！」

　睦子がテーブルを叩きながら立ち上がる。

　行くのはいいが、最初から教えておいてくれと思う雄一だった。







「風呂のぞきにいこうぜ！」

　雄一は勢いをつけてドアを閉めた。ぶつかって吹ふき飛とんじまえばいいのにと思ったが、そううまくは行かなかった。

　再度ノックの音がする。放っておけばいつまでも叩いていそうな気がして、雄一は仕方が無くドアを開けた。やはり茨木が立っていた。

「なんだよ、つれねーな！」

　サバイバル部の打ち合わせ後、自分に割り当てられた部屋に戻ってすぐのことだった。

「お前なにしにきたんだよ」

「誘さそいにきたんだよ！　見に行こうぜ！　なぁ！」

　風呂の時間は夕食時に決められていた。女性、男性の順で入ることになっている。

「あのな。半分身内じゃねーか。興味ねーよ」

　そう言いながら雄一は部屋の中へと戻った。

　八畳ぐらいの大きさでただ寝ねるだけの部屋としてはそれなりに大きい。調度類も趣おもむき深ぶかい洋館に相応ふさわしい物が取りそろえられていた。

　茨木が雄一の後について部屋へと入ってくる。雄一は茨木の事は気にせずにベッドへと腰掛けた。

「雄一ー、健全な高校生としてはここは行っとくべきだろ？」

「お前高校生じゃねーんだろ？」

　茨木は普段学ランを着て町中をうろついているらしい。雄一が初めて会った時もそうだったが、高校に通っているわけではない。それは人の中に溶け込むためのカモフラージュだ。

「今、それはどーでもいーじゃねーか」

「つか、お前鬼おになんだろ？　人間の女の裸はだかって興味あんのか？」

「あるよ。てか、鬼の人数なんて限られてんだから、人間の女を相手にしないと種の存続が怪しいぜ？」

「聞いといてなんだけどお前の性せい癖へきなんてどうでもよかった」

「……お前な……そのパターン地味に傷付くんだぞ？　つーかよ。お前俺にだけ態度違ちがうくね？　女どもには優やさしいじゃねーか。それに吸血鬼の兄貴に対しても、それなりに敬意を払はらってるように見えるしよ」

「あのな。何かとなれなれしいが、最初のこと忘れてんのか？　お前は何の罪も無いただの高校生の俺を殺そうとやってきたんだろうが」

「つか、それだけのことなら、武内だって同じだろうが。あいつもお前を殺そうとしてただろ？」

　それは過去のことではなく現在も同様だった。

　奈月は今も雄一を殺すつもりで攻こう撃げきしてくることがある。

「いいんだよ。あいつはあれで。俺が対処出来る範はん囲いなら問題ない」

　雄一は窓の外を見た。ふと思う。奈月に人殺しをさせたくはないが、ではいつまで彼女に付き合えばいいのか。今のところ彼女の殺人衝動を代だい替たいする手段はあるが、それには雄一が不可欠だ。

「つーか、そんな話をしに来たんじゃねーんだよ。風呂だよ、風呂！」

「やめといたほうが――」

　可能性としては半々というところか。姉が覗のぞきに対して鉄てつ壁ぺきの防衛態勢を敷しいているか、それとも温泉の覗きはお約束として許容するか？　そこまで考えて雄一は、妙な気配を感じて立ち上がった。

「――一人で行ってくれ。つーか姉ちゃん達たちのそばにいといてくれ」

　今日、砂すな浜はまで感じて以来何度となく感じている気配だった。

「どしたよ？」

「何かいるな。とりあえず様子をみてくる。お前に頼たのむのもなんだけど、姉ちゃん達を頼む。覗きに行くんなら丁度いいだろ？」

「……なんつーのかな。お前の倫りん理り観かんがわからんわ。姉ちゃんとか妹の裸見られてもいいのかよ？」

「減るもんじゃないだろ？」

「その台詞をリアルで使う奴やつに初めてお目にかかったよ……」

「つーか、張り切って覗きの誘いにやってきた奴にどうこう言われたくねーな」

　雄一は後のことは茨木にまかせ、外の様子を見るために部屋を出た。
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　美び肌はだに効くという泉質だった。

　いわゆる美人の湯というもので、それが野呂家の別荘まで引かれている。

「思ってた以上に大きいですね！」

　露ろ天てん風ぶ呂ろだった。別荘はほとんどの部分が洋風の作りだが、この浴場だけは純日本風の作りになっている。

「織原さんの胸が？」

　隣の奈月が加奈子の胸を凝ぎよう視ししながら言う。

「違うよ！」

　確かに加奈子の胸は大きいが、愛子が言っているのは浴場の広さのことだ。

　十人で入ってもまだ余よ裕ゆうがあるだろう。洗い場も複数用意されていた。

「あら？　野呂さんの自宅のお風呂も大きいんじゃないの？」

　睦子が聞いてくる。よくある誤解だった。

「こんなに大きくはないですよ。一人用ですし」

「なるほど。確かに普段使うには面めん倒どうなだけかもしれないわね！」

　裸の睦子は駆け出していくと、湯船に飛び込んだ。

「お姉ちゃん！　体洗ってからにして！」

　咎める依子の声があとに続いた。




　皆で湯船に入る。

　湯の効果のほどはすぐにわかるものだった。

　愛子は体をさすってみた。すべすべとした感かん触しよくが心ここ地ちよい。

「あ、なんか納なつ得とくですね。お肌がよくなってるような気が」

　愛子もこの風呂に入るのは初めてだ。そもそもこんな場所に別荘を持っていることも知らなかった。

「何か怪しいわ！　こんな大きなお風呂に美人の湯……野呂さんのお父さん、愛人でも連れ込むつもりなんじゃないの！」

「お父さんはそんなことしません！」

　愛子は少しムキになった。父は母を大切にしていると愛子は信じている。

「お姉ちゃん……それはさすがに失礼だよ……」

　依子が咎めた。この姉妹が一緒に行動する場合、依子は睦子の暴走を抑おさえにまわるようだ。ちなみに雄一は基本的に姉の言いなりなので睦子を抑える役には立たない。

「温泉なんてひさしぶりだわ！　いつ以来かしら！」

　先ほどまでの話を忘れたかのように睦子がはしゃいだ声で言う。

　睦子は言いたいことを言うだけでろくに人の話を聞こうとはしない。愛子もこれまでの付き合いでそれは理解するようになってきた。

「……けど、温泉って何すればいいのかしらね……」

　気持ちがいいのかとろけるような表情で睦子が言う。

「別に何もしなくてもいいんじゃないですか？　入ってればそれで」

　ゆっくり入る以外になにがあるのだろうと愛子は思う。

「でも、温泉ってなんかイベントがありそうな雰ふん囲い気きあるじゃない！」

「そうですか？」

　愛子には睦子の意図がよくわからなかった。

「えぇ！　よくあるパターンとしては覗きね！　これは温泉回とセットになっているものよ！」

「覗きって……どこから覗くんですか？」

　きょろきょろとあたりを見回す。あまり警けい戒かいしてはいなかったがここは屋外なのでどこからでも見られるような気がする。愛子は急に恥はずかしくなってきた。

「あぁ。大丈夫よ！　基本的には外から見られないようにちゃんと計算されて作られてるから！　けど私が事前に調べたところ、角度によっては見られる箇か所しよが三カ所ほどあったのよ」

「その、大丈夫なんですか？　っていうかいつの間にかそんなこと調べてたんですか？」

「野呂さん達がごはんの用意をしている間かしら！」

「その、覗きがイベントなのだとしたらどうするんですか？」

　雄一が覗いているのだろうか。そう考えると顔が赤くなる。愛子は湯に深く浸つかった。

「もちろん覗きには障害がつきものなのよ！　そんな簡単に覗けると思ったら大おお間ま違ちがいだわ！　私が用意した数々のトラップを克服したのなら見せてあげてもいいんじゃないかと思っているのだけど！」

「勝手に決めないでくださいよ！」

　愛子はつい声を荒あららげた。なんの相談もなしにそんなことを決められても困る。相談されていたなら絶対に反対していただろう。

「ま、覗きはしばらく置いとくとして、とりあえず、おっぱいでも比べてみましょうか！」

「いえ、ほんと意味わかんないです。なんなんですか！」

　愛子は今更ながら、胸を両手で覆い隠した。

「仕方ないじゃない。温泉とはそういうものなのよ」

「仕方なくないですし、温泉はそういうものじゃありません！」

　しかしそうと決めたなら睦子は止まらない。あっという間に愛子達を並ならべ替かえていった。

　加奈子、奈月、愛子、依子、睦子の順だった。愛子と依子は僅きん差さだ。

「しかし織原さんのは凄すごいと思うのよ！　浮ういてるのよ！」

　睦子自身はこの中で一番小さい事に特にこだわりはないらしい。

「しかし、こんだけすごいのが色々とそろってるのに使い道がないのはもったいないわね！」

「そうですよ。やっぱり混浴にしてお兄ちゃんに見せたり、揉もませたりした方が活用できると思うんですよ！」

「いや、何言ってるんですか、この姉妹は！」

　ただ風呂に入ってるだけで愛子は疲つかれてきた。

「そういえば……ちゃんとお話ししたことありませんでしたね。武内さん」

　いつの間にか依子が奈月に近づいていた。

「そう？　特に話すこともなかったからじゃない？」

　奈月がそっけなく返す。

「兄に言い寄ってるらしいじゃないですか」

「言い寄ると言われると若干ニュアンスが違ちがうような気がする。私はそれを言葉にしたことはないと思うのだけど」

　奈月は平然と返している。愛子なら依子にこの調子で詰め寄られればすぐにしどろもどろだろう。

「へぇ。じゃあなんなんですか？　そのご自じ慢まんの体で迫せまったりしてるんですか？」

　依子がじろじろと奈月を見ている。確かに奈月はすごい。自慢していいようなスタイルだ。

「ちょ、ちょっと！　依子ちゃん！」

　どうにも喧けん嘩か腰ごしなのが心配になって愛子は止めに入った。

「さっき使い道の話をしていたけれど……私は坂木君にもまれたことがある」

　奈月は両りよう腕うでで自らを抱くようにし、胸を押し上げた。

「な」

　依子が固まった。

「激しかった」

「武内さん？」

「激しすぎて。気持ちよすぎて、動けなくなった」

　奈月の顔が勝かち誇ほこっているように見えた。普段見ることのない顔だ。

「あ、あの……それって……もしかして……」

　愛子の脳裏に雄一と奈月の戦いが浮かんだ。雄一が奈月にとどめを刺さした技、確か双そう撞とう掌しよう。傍はた目めには胸を鷲わしづかみしているように見えた。

「激しく吹っ飛ばされただけじゃない！　ややこしい言い方しないでよ！」

　依子はまだ固まっていた。

「肉体的接触において私はあなた達よりもかなり先をいっている」

　冗じよう談だんなのか、はたまた優ゆう越えつ感かんからなのか。奈月とはあまり話をしていなかったのだが、こんな一面もあるのかと愛子は初めて気づいた。

「わ、私だって、その、太もも触さわられたり、お姫ひめ様さま抱だっこされたり……」

　そして対抗意識からか、つい愛子は言い返してしまった。

「野呂さん？」

　依子が再起動した。

「その事については後で詳くわしく聞かせてもらいましょうか」

　余計な事を言ったせいか、依子の矛ほこ先さきが愛子に向いてしまっている。

「えーと……」

　愛子がくちごもっていると、ドン！　という激しい音が外から聞こえてきた。

「今のは何かしら！」

　トラブルの気配を感じたのか睦子はやけに喜んでいた。
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　少し時間はさかのぼる。

　雄一はかすかな気配を感じて別荘を出た。

　夜の蒸むし暑あつい空気の中、雄一は極力気配を押さえて別荘の裏手へと回った。

　若干の風の流れがある。雄一は大体の目星を付けて、それがいるであろう場所に風上から忍び寄った。

　意識を集中する。木の上に気配を感じた。その何者かはやはり野呂家の別荘を観察しているのだ。

　雄一は木の根元にたどり着いた。恐おそらくは気づかれていないはずだ。

　――さてどうしたもんか。

　来てみたはいいが、具体的な対処法までは考えていなかった。

　さすがに木に登り始めれば気づかれてしまうだろう。

　雄一はそっと両手を木の幹にそえた。雄一は知らないが、丁度愛子が双撞掌を思い出していたのと時を同じくしている。

　呼吸を整え、一気に力を解放する。

　ドン、という音とともに衝しよう撃げきが木を貫つらぬいた。

　何かが落ちてくる。

　タイミングを合わせて蹴けり飛とばそうとした雄一だが、その姿を見て思いとどまった。

　猫耳少女だったからだ。

「は？」

　雄一が戸と惑まどっていると、その少女はくるりと回転して四よつん這ばいで着地を決めた。耳だけではなく、体さばきまで猫のようだった。

　それがただ猫耳の少女というだけなら雄一もここまで困らなかっただろう。

　知り合いにそっくりだった。

　クラスメイトの小西妃里に猫耳をつけて、尻尾を生やしたようにしか見えなかったのだ。

　複雑に結い上げた金色の髪かみの間から猫耳が飛び出ている。黒いドレスのような水着の隙すき間まからは金色の尻尾が伸のびていてゆらゆらと揺ゆれていた。

　頭上には『獣人（猫）』と表示されている。だが以前は『お嬢じよう様さま』だったはずだ。

「えーと……俺おれ今すごい困ってるんだけど……小西さん……だよな？」

　まさかここで小西妃里が出てくるとは雄一は思ってもみなかった。

「えぇ。こんなところで会うなんて奇き遇ぐうね」

「奇遇か。奇遇ですませようとしちゃうか」

　ろくに話したこともなかったが思っていたよりは、フランクな性格かもしれない。

「まぁ奇遇でもいいけど、ここは野呂んちの敷しき地ち内ないだ。勝手に入るのはまずいだろ」

「そうね。でも……目もく撃げき者しやがいなくなれば関係ないのではなくて!?」

　妃里が一気に跳ちよう躍やくした。

　大ぶりの一いち撃げきを雄一に加えるべく、右手を振ふりかぶっている。雄一の視覚は凶きよう器きと化した爪つめをとらえていた。小ぶりなナイフほどに伸びたそれは明らかに人間離れしている。

　雄一は妃里の軌き道どうから大きく体をずらした。爪だけにとらわれていては体当たりを食くらうだろう。苦くるし紛まぎれに放たれたフック気味の左は上体をそらしてかわす。

　妃里はそのまま少し飛んで着地し、雄一へと振り向いた。

「何事なの！」

　バスタオルを巻いただけの、裸の睦子が駆け寄ってきていた。

「おい！　何裸で外出てんだよ！」

　一いつ瞬しゆん、雄一は睦子に気を取られ、妃里はその隙に逃げ出していた。

「何？　何とバトってるの？　ねぇ！」

「だから服着ろよ！　中でちゃんと話すから！」

　雄一は警戒しながら別荘へと戻ったが、妃里の気配は完全に消えていた。逃げたふりということはなさそうだった。
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　愛子は自分に割り当てられた部屋でベッドに横になり、ぼんやりと天てん井じようを見つめていた。

　雄一から聞かされた話が気になっている。

　命を狙ねらわれているらしかった。

　雄一も当初はこの事を愛子に聞かせるつもりはなかったらしい。

　だが実際に刺し客かくがあらわれるような状じよう況きようにいたっては、愛子に黙だまっているのは不都合が生じると思ったのだろう。

　小西妃里が来ていたのだという。

　たまたまこの土地で出くわす可能性はもちろんある。小西家もこの地に別べつ荘そうぐらいもっていても不思議ではないし、夏休みに遊びにくるのも自然だろう。

　だが、敷地内に潜ひそんで愛子達の様子をうかがっていたとなると話は別だ。しかも妃里は獣人だという。

　なぜ狙われるのかはわからない。その点については雄一もよくわからないようだった。嘘うそやごまかしではなく、説明が難しい。そんな様子だったので愛子はそれはそれでよしとした。

　命を狙われているような状況らしいのだが、愛子はその点についてはあまり気にしていない。

　雄一なら守ってくれるはず。そう信じることが出来た。

　愛子はこの姫ひめと守護騎士のような関係に妄もう想そうをふくらませていた。

　実際に危機がせまっているということなら雄一は愛子の側にいて何かと気を配ってくれるはずだ。

　いけない考えだとは思っているが、その点で奈月より一歩リード出来る。

　――って何考えてるんだろう……。

　奈月は雄一のことをどう思っているのか。それすら曖あい昧まいなのに勝手にライバル視しているのだろうか。

　――けど、私は実際どうしたいんだろう？

　雄一に好意を持っているのは事実だ。だがそれはどの程度のものなのだろう。それすら愛子にはわからなかった。

　ぐるぐるとそんなことを考えているうちに愛子はだんだんと眠くなってきた。







　ふらふらと愛子は夜の廊ろう下かを歩いていた。

　明かりはまったく無いのだが昼のように周囲の様子はよくわかる。

　だが何も見えなくとも今の愛子にはまったく問題がなかった。

　雄一の匂においがする。

　血の匂いだ。雄一の皮ひ膚ふの下で脈打つ、とろけるように甘あまい血の匂いを愛子は感じ取っていた。

　愛子は雄一の匂いをたどる。ふらふらと、だが確実に雄一の下へと歩いて行く。

　声が聞こえていた。

　それはあの時、京夜を殺せとささやいたものと同じだ。

　今は雄一の血を吸えと。隷れい属ぞく化かしてしまえとささやいている。

　それは駄だ目めだと心のどこかでは思っている。だがその誘ゆう惑わくにはあらがうことが出来なかった。雄一を自分のものに。自分だけのものにするというのはとても素す晴ばらしいことだと思えたのだ。

　気づけば愛子は雄一の前にいた。

　雄一はベッドの上で寝ね息いきを立てている。暑かったのか掛かけ布ぶ団とんはベッドの隅すみへ追いやられていた。

　愛子はほほえんだ。雄一に起きる気配は無い。

　愛子はベッドに腰こし掛かけた。雄一の首筋をそっとなでる。以前に付けた傷きず痕あとはすでにふさがっていた。ここに再び口付けを行う。二度と消えない、自分のものだという証あかしを刻みつける。

　愛子の口から小さな牙きばが伸びはじめた。ベッドに乗り上がり、雄一に覆おおい被かぶさる。ゆっくりと首筋へと顔を近づけていく。

「何やってんですか!?　まったく油断も隙もないですね！　こんなこともあろうかと待機していて正解でした！」

　雄一以外の全てを忘れ去っていた愛子はぴたりと止まった。

　ベッドの隅に丸められていた掛け布団がもぞもぞと動くと、その下から依子があらわれる。

　愛子は爛らん々らんと輝かがやく赤い瞳ひとみで依子を見た。

「野呂さん？　……あなた誰だれですか!?」

　依子が怯おびえの混じった目で愛子を見る。

「……え？　依子ちゃん？　なんで？」

　途と端たんに意識がはっきりとして、愛子は戸惑った。自分が今どこにいるのかがよくわからない。気づけば雄一に馬乗りになっていて、依子が隣となりで文句を言っている。

「なんで？　は、こっちの台詞せりふですよ！　まさかまさかですよ。野呂さんが夜よ這ばいをかけてくるとは思ってませんでしたよ！　こっちはあの武内って女を警戒してたっていうのに！」

「え？　夜這い？　え？　え？」

「寝ぼけてるんですか？」

　依子もようやく、愛子が正気ではなかったと気づいたらしかった。

「なぁ。どいてくれないか？」

　雄一が困った顔で愛子を見つめている。さすがにこんな大騒ぎをしていたので起きてしまったのだろう。

「え！　あ、ごめん！」

　愛子は慌あわてて飛とび退のいた。

　雄一が体を起こし、頭をかく。寝ね起おきで状況はよくわかっていないようだった。

「なんで二人がここにいんの？」

「ごめん、なんか寝ぼけてたみたいで……」

　愛子にはそう言うしか出来なかった。夢の中にいたような気がしている。

「わ、私はいつもお兄ちゃんと一いつ緒しよの部屋で寝てるから、一人だと寂さびしくて、お兄ちゃんの部屋に……」

「別にいてもいいけど静かにしててくれよ」

　そう言って雄一は再びベッドに横になった。そしてすぐに寝息を立てる。

　愛子はこれからどうしたらいいのかと途と方ほうに暮れた。
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第四章　怪しさ満まん載さい、黒神島へようこそ！







　妙に明るく広い通路を小こ西にし妃ゆ里りは歩いていた。

　通路は真四角にくりぬいたかのようなもので、よくわからないツルツルとした材質で出来ていた。壁かべ、床ゆか、天井は全て光を発している。一辺は５メートル程ほどだ。

　ここは黒神島で実験をしていたという旧日本軍の施し設せつだという。

　本当なのかどうかはよくわからない。

　どちらかと言えば疑わしいと妃里は思っていた。

　こんなものを昭和の時代に作り上げることが出来たのだろうかと妃里は思う。現代の技術でも難しいのではないだろうか。

　妃里が歩いて行くと突つき当あたりの壁に音もなく四角い穴が開いた。これもよくわからない。継つぎ目めなど一いつ切さいない壁に突然穴が開くのだ。

　妃里はその穴から部屋へと入った。

　透とう明めいな樹じゆ脂しで出来た筒つつがいくつも立ち並んでいる。

　筒の中は濁にごった液体で満たされていて、内部では何かが蠢うごめいていた。時折、それが筒にぶつかるのかゴンゴンと鈍にぶい音を立てている。

　妃里はその筒の間を歩いて行った。

　そして一つの筒の前で止まる。筒の前に設置されたパネルを見た。ボタンが格こう子し状じように並んでいる。

　ボタンに刻印されている記号は妃里がこれまでに見たこともないものだ。これらに類するような文字を扱あつかう言語を妃里はしらない。

　妃里は教えられていた記号のボタンを押おした。

　すると目の前の筒からゴボゴボと音を立てて濁った水が排出されていく。

　後に残されたのは裸の少年だった。

「そろそろ頃ころ合あいだと聞いてきたのですけど。調子はどうなのかしら？」

　筒全体が上へと移動し少年をむき出しにする。妃里は少年、城じよう之の内うち隆たか史しに話しかけた。

　少年は何がなんだかわからない。そんな顔をしていたが、やがて憎ぞう悪おに濁る暗い瞳で妃里をにらみ付けた。

「お前……お前は！　なんなんだこれは！　一体何がしたい!?」

　そこには仲間に対する遠えん慮りよなどまるでない。

「何がしたいもなにも……獣人の力を取とり戻もどしたかったのでしょう？」

「これがか？　こんなやり方がか？」

「おかしな事をおっしゃいますね？　ではどのようなやり方だと思ったのですか？　何か呪じゆ文もんでも唱えて香でも焚たいていればよかったと？　まさか！　そんなことで獣人になれるなどとあなたは本気で思っていたのですか？」

「それは……」

　隆史には獣じゆう神しん信しん仰こうを行っている集落で、獣人と化すための儀ぎ式しきを受けさせると説明していた。

　嘘は言っていない。ここは確かに獣神を祀まつっている集落だし、獣人化の儀式も行っている。ただその儀式が隆史が考えていたようなものと違ったというだけのことだ。

「もし。もしあなたがそれを本気で信じることが出来るならあるいはそのやり方でもうまくいくことでしょう。ですが、現代人であるあなたは神話や伝説の世界に人々が生きていた時代のやり方などまるで信じることが出来ないはずです。違いますか？　現代人のあなたを獣人にするには、生命工学の力を借りるしかないじゃないですか」

「……本当にそんなことが出来るのか？　俺はそれが成功するなんてまるで信じてなかったぞ！」

「でも、もしかして？　と思ったんじゃありませんこと？　薬液を投とう与よされ、調整槽につけられて……謎なぞの儀式よりはありえると思いませんでしたか？」

　妃里は自分の言葉がしみ通るのを待った。これから部下として扱うつもりなのだから、あまり反はん抗こう的てきでは困る。ある程度の納得は必要だった。

「あなたは成功したんですから、いいじゃありませんか」

「成功……しているのか？」

「えぇ。現時点で人の姿をしているのでそれで成功とのことですわ。失敗した方達をごらんになります？」

　妃里は隣の槽を見た。

　ぶよぶよと膨ふくらんだ掌がばんばんと槽を叩たたき、這はい回まわっている。これは失敗作だと妃里は聞いていた。

「落ち着かれたのなら、上にいきましょうか。そろそろ野の呂ろ愛あい子こがやってくるようですしね。お出で迎むかえをいたしませんと」

　隆史は立ち上がった。己おのれの掌を見つめている。

　するとぞわりと獣じゆう毛もうが生えた。爪が伸びナイフのように鋭するどくなる。

　そしてそれはまた元の人の手へと姿を変えた。

「戻った……はは……俺は力を取り戻した！」

　恨うらみなど忘れたかのように隆史ははしゃぐ。

　現金なものだと妃里は思った。
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　合宿二日目も快晴だった。

　今日からは睦むつ子こが提案した、なにやら怪あやしげな島に行くことになっていて、雄ゆう一いちは朝からその準備を行っていた。

　野呂家が所有するクルーザーまで荷物を運び入れる。

　大型のクルーザーだった。二階建てになっていて、二階部分の後部には大きなデッキがある。一階部分は客室がありトイレやシャワーも完備していた。

　今日これから向かう黒神島では野宿をすることになっている。そのためテントや寝ね袋ぶくろなどのキャンプ道具を持って行く必要があった。

「なぁ？　この傘かさ持って行く必要あんのか？」

　昨日砂浜に持って行ったビーチパラソル代わりの番ばん傘がさをまたもや雄一は運んでいる。

「あっちの砂浜でもまた立てればいいかな、と思って！」

　そう言う睦子は飯はん盒ごうなどのごく軽い物を運んでいた。

「なぁ、重いもんは茨いばら木きにでも運ばせればいいんじゃねーの？」

　元々荷物運びでここまで来たのだからそれが妥だ当とうだろうと雄一は思う。

「あら？　知らなかったの？　茨木くんと、野呂さんのお兄さんは地ち下か牢ろうに入ってるんだけど」

「地下牢!?　ここにもあんのかよ！　つーか何があった？」

「覗きよ」

「あー」

　睦子はしっかりと防衛態勢を取っていたらしい。

「敗者には罰ばつを！　茨木くん達もそれなりのリスクを負って事に臨んだわけだからこれは仕方の無いことだわ！」

「ちなみになんでばれた？」

「事前に覗けそうな所はピックアップしといたのよ。そこに木人をしかけておいたの」

「あれか」

　雄一は顔をゆがめた。

　木人は丸太を組み合わせて人の形にした、一種のからくり人形だ。睦子が、カンフー映画に出てくる修業用の人形を再現したものなのだが、どういう仕組みなのかとにかく強い。

　修業とかいいからもうこいつに戦わせろよ、と雄一が思うぐらいに強力な機械人形なのだが、それを番犬代わりに使ったのだろう。これには少しばかり茨木に同情した。

「じゃあなにか？　あいつら置いていくのか？」

「二、三日は反省しといてもらいましょうか」

　しかし京きよう夜やが覗きに荷か担たんするとは意外だ。だが巨乳好きらしいので、加か奈な子こ目当てだったのかもしれないと雄一は勝手に納得した。

「姉ちゃん別に裸はだか見られてもなんとも思ってなさそうなのに、罰は重いのな……」

「失礼ね！　私にも恥じらいの気持ちぐらいあるわ！」

「だったら裸で外出てくんなよ！」

　雄一は昨夜のことを思い出した。雄一が木を叩いた音を聞きつけて、着き替がえもそこそこに外へと飛び出してきたのだ。

「ゆうくんはノーカンよ！　ノーカン！」

「いや、弟相手でもちょっとは恥じらえよ。世せ間けん体ていがあるだろ」

　話しながらも荷物は次々と運び込んでいく。中には傘以外にも結構な重量物が含ふくまれていた。

「これで一通り運び込んだかしら？」

　準備は午前中には終わった。

　昼食の後、例の怪しい島へと向かうことになった。







　雄一と愛子は船の船首側のデッキで海を眺ながめていた。

　雄一はシャツの上にジャケット、ジーンズという姿だ。

　愛子は裾すそがフリルになっているグレーのワンピースを着ていた。頭には白いつば広の帽ぼう子しを被かぶっている。

「その帽子なんだか、お嬢様っぽいな」

「え？　そ、そう？」

　そう言われて愛子はうれしそうだった。

「秋あき子こさんって何者なの？」

　ただ見たままを言ってみただけの雄一としてはそんなことで喜ばれるのも少しきまずく、話題を変えた。

　船の操縦は秋子が行っている。なんでも一いつ般ぱん人じんが取れる免めん許きよなら一通り取得しているとのことだった。

「さぁ？　私もあんまり詳しくは……」

　愛子の家のメイドのはずだが、愛子にもよくわからないらしい。

　島に着くまではしばらくのんびりしていられるのだろう。そう雄一が思っていると睦子と依より子こが大きめのトランクケースを引きずりながら現れた。

　睦子はジャージ姿だ。なんとなく強化合宿っぽい！　などと言ってこれを着ている。

　依子はノースリーブのシャツにホットパンツというラフな格好だ。兄としては露ろし出ゆつが多いのではと少し心配になってくる。

　その後ろからは奈な月つきが何をするでもなく現れた。こちらは白いブラウスに、七しち分ぶ丈たけのパンツという格好だ。

「さぁ、ゆうくん！　修業はもう始まっているのよ！」

　睦子がトランクケースを開ける。中にはリング状の物がたくさん詰つまっていた。太さは直径三センチ程、大きさは様々だ。雄一は手に取ってみた。ずっしりと重い。伸しん縮しゆくするチューブ状の物に錘おもりを入れた物のようだ。

　他にも錘の詰まったバックパック、靴くつなどもある。

「付けて！」

「はいはい、わかったよ」

　この手の修業はよくあるものだった。全身に錘をつけて負ふ荷かをかける。島にいる間はこれをずっと付けていろということなのかもしれない。雄一はジャケットを脱ぬいでから、素す直なおにそれらを身につけた。

「全部で百キロぐらいあるかしら。本当ならもっと負荷をかけたいところなんだけど、動きに制限が出ない状態で身につけようとすると中々難しいのよねー」

「あの、お姉さん大だい丈じよう夫ぶなんですか、それ」

　愛子が心配そうに聞く。

「あぁ。ゆうくんならそれぐらい全然大丈夫だから！　こんなのはしょっちゅうやってることだしね！」

　この類たぐいの物を身につけるのは雄一に取っては日にち常じよう茶さ飯はん事じだった。学校にも目立たない物を付けて行っていることもある。

「ま、さすがにここまで隠す気のない錘だと重いな」

　だが動けないわけではない。雄一は軽く手足を動かしてみた。

「じゃあ、それ付けて泳いできて！」

　とん。

　と、睦子が雄一の胸を軽く押す。それだけであっけなく雄一はバランスをくずした。

　手すりにぶつかる。腰こしの辺りまでしかない手すりを乗のり越こえそうになり、雄一は手を伸ばした。

　睦子が詰め寄ってくる。反射的に伸ばした手は睦子に軽くはたかれた。

　なすすべもなく、雄一は落ちた。

　激しい水しぶきを上げて雄一は海に沈しずんだ。

　沈んでいる間にもクルーザーはどんどんと進んで行く。

「お兄ちゃん！」

「坂さか木き君！」

　依子と愛子の叫さけびが重なる。

　一人、奈月だけがこの場で動いた。

　すぐに雄一の後を追って海に飛び込んだのだ。

「あ」

　依子も後に続こうとする。だが、睦子は肩かたを掴つかんでそれを止めた。

「お姉ちゃん！」

「よりちゃん、駄目よ。これ以上はギリギリアウト。命に関かかわるわ！」

「え？　でも」

「武たけ内うちさん一人なら許容範囲。それ以上は生き死にの問題になっちゃうし」

　そう言われては依子も無理に飛び込むことは出来なくなった。

「ゆうくーん！　先にいってるからねー！」

　睦子の大声が大おお海うな原ばらに響ひびき渡わたった。







　睦子の声が遠ざかっていく。

「ふっ、ざけんなー！」

　雄一は必死に泳いで海面に顔を出して叫んだ。まさか落とされるとは思ってもいなかった。

　油断していたつもりはなかったが、睦子は雄一の癖くせを熟知している。うまく重心をくずされてしまっていた。

　そして海面に出てきた雄一が見た物は、おぼれかけている奈月だった。

「ちょっ！　お前なにやってんだよ！」
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　奈月が手足をばたつかせている。口に入る海水を必死にはき出していた。

　雄一は慌てて奈月へと泳ぎ近づき、正面から近づいた己のうかつさを呪のろった。

　奈月がすがるように雄一にしがみついたのだ。

「ちょっと！　待てって！」

　抱だきつかれては身動きがとれなくなってしまう。このままでは救助者も溺おぼれてしまう二重事故だ。

　雄一はなんとか奈月をふりほどき、背後へと回った。

「いいか。まずは力を抜ぬいて落ち着け。浮うくから。錘の付いてないお前なら浮くから！」

　そう言う雄一も必死だった。百キロの錘。それは雄一の手足を縛しばり、海底へと引きずり込もうとする。

　奈月の脇わきの下に右手を通し背後から固定する。胸を押しつぶすように抱きかかえているが、緊急事態だ。やむをえない。

　ひとまず形としては落ち着いた。

　雄一は股またを開き、両足で交こう互ごに水を踏ふみしめた。古流泳法による立ち泳ぎだ。

「どうだ？　落ち着いたか？」

「……大丈夫。その……ごめんなさい」

　背後からなので奈月がどんな表情をしているのかはわからないが、謝意は伝わってきた。

「お前が謝あやまってるのって初めて聞いた気がするな」

「大丈夫なの？」

「あぁ。なんとかな。一応鎧よろいを着たままでも泳げる方法だし……てか、武内泳げなかったのかよ」

「うん」

　迷めい惑わくをかけたと思っているのか、やけに素直だった。

「むちゃくちゃだな……泳げないくせに何しにきたんだよ」

「いくら坂木くんでも死ぬと思ったのよ。そう思ったら、体が勝手に動いてた。あれよ。お前を殺すのは私だ。海きさまになんかやらせるか、って気持ち？」

「海がライバルかよ、スケールでけーな」

　奈月が若じやつ干かん、睦子に毒されている気がしないでもなかった。

「どうするの？」

「そりゃ、島まで行くしかないだろ」

「ここからなら戻った方が早いのでは？」

　船は出たばかりの所だった。陸地は窓之島の方が近い。戻るほうが遙はるかに楽ではある。

「いや、行くよ。ここで戻ったら負けた気がする」

　錘も外そうとは思わない。結局の所、雄一は睦子の言いつけに背そむくのを後ろめたく感じてしまうのだ。

「そんなことを言ってる場合なの？」

　奈月が呆あきれたように言った。

「姉ちゃんは、一応あれでも俺が出来ることしか要求しねーんだよ。だからいけるはずだ」

　そうは言うものの状じよう況きよう的てきにはかなり厳しかった。ここから島までは二十キロほど。ただの遠泳としても厳しい上に百キロの錘と泳げない女を抱かかえている。しかも水と食料もない。

「ぐずぐずしてるとまずいけど……」

　だが奈月のことが心配だった。このまま連れて行っても大丈夫なのかと考える。

「武内は戻るか？」

　一いつ旦たん奈月を連れて戻る。それから島へ向かえばいいと雄一は考えた。

「私のことなら大丈夫。普ふ通つうの人間よりは体力あるから。泳げないけど」

　泳げないと言うのが気になるが、奈月の人間離れした能力については雄一も十分にわかっている。

「じゃあ行くぞ、とにかく急げるだけ急ぐから」

　雄一は黒神島を目指して泳ぎ始めた。
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　黒神島。黒髪島とも呼ぶらしい。

　日本海に浮かぶ小さな島で、海岸線長は約十キロメートル、面積は約七平方キロメートル程だ。

　ほぼ円形の二重式成層火山島であり、気象庁は火山活動度ランクＡの活火山に指定している。

　もっとも火山と言っても常に噴ふん煙えんを立ち上らせているわけでもない。近年は目立った活動を見せてはいなかった。

　その火山は島のほぼ中央に位置し、標高は約四百メートル。

　島の外周は切り立った崖がけになっていて、出入りが出来るのは島に一つだけある小さな港のみだ。

　その港のある本州側を表、反対側を裏と島の者達たちは呼び表している。

　表側は平野になっており、住宅地や畑はこちら側にある。

　裏側はほとんどが山と森で居住には適していない。島を支配する一族は裏側を立ち入り禁止区域としていた。

　辺へん鄙ぴな島ではあるが、細々と人々が暮らしていた。人口は三百名ほどだ。

　表層的な情報からは注目に値あたいするような島ではないのだが、睦子が語ったように様々な曰いわくのある島だった。

　元げん禄ろくの頃ころに海外から海かい賊ぞくがやってきて住み着いていたという伝説がある。その海賊は略りやく奪だつの限りを尽つくしたあげくに、どういうわけかこの島のどこかに財宝を残して姿を消したという。

　またある噂うわさではここで旧日本軍が特とく殊しゆな兵器の研究を行っていたとも言われている。その機密性からか、この島はその当時地図から消されてしまっていたらしい。

　未確認飛行物体がこの地に降り立つのを見たという噂もあるし、妖よう怪かいや化け物が現れるという噂もある。

　他にはこの地には恐おそろしい祟たたり神がみがおり、それを崇あがめるために奇祭が執とり行おこなわれるとも言うが、この件について住民はかたくなに否定するため本当の所はわからない。

　その島には船で行くしかないのだが、定期便のようなものは存在しないため、その存在を知るごく一部の人間が自前の船でたどり着くしか無い。

　そんな島に睦子達サバイバル部の面々は到とう着ちやくしたのだった。雄一と奈月を除いて。







　出発から一時間程度で黒神島に到着した。夕方にはほど遠い、まだまだ日差しの厳しい時間帯だ。

「あの、これ坂木くんがいないと下ろすの大変じゃないですか？」

　黒神島の小さな港につき、愛子は途方に暮れたような声を上げた。甲かん板ぱんに適当に置いてある荷物を見てうんざりとする。

「あぁ！　そこまで考えてなかったわ！」

　どうでもいいことは、かなり先まで考えているような睦子だが、こういう点で抜けていることが多い。

　だがこのまま船で持って帰らせるつもりは睦子にはない。今ここにいる四人。睦子、依子、愛子、秋子でどうにか荷物は運び下ろした。

　愛子は港を見回した。静かなものだった。人は一人もいない。

　埠ふ頭とうには漁船らしきものが二隻係留されている。この島には定期便の類いはないと愛子は聞いていたが、この島の住民はどうやって本州と行き来しているのかと少し疑問に思う。それほどこの島から出ていくことはないのだろうか？

「まぁ、ここから運ぶのはゆうくんが来てからにしましょう。秋子さんもお疲つかれ様さま！　また三日後の昼ぐらいに来てもらえるかしら！」

「本当によろしいのでしょうか？　私でしたらここでお待ちしていてもいいのですが」

　メイド姿の秋子は不安そうに睦子を見つめている。クルーザーには客室があるので寝ね泊とまりは可能だ。

「いつでも帰れるなんて甘えていてはゆうくんの修業にならないと思うのよ！」

「あの……坂木くん、本当にくるんでしょうか？　別荘に戻ってるってことないですか？　さすがにここまで泳いで来いというのは無む茶ちやなような……」

「あ」

　その可能性を考えていなかったのか、睦子が一いつ瞬しゆん固まった。

「大丈夫だよ！　お兄ちゃんはここで帰っちゃうような人じゃないから」

　依子が睦子をなぐさめた。

「そうよね！　ゆうくんならやりとげてくれるって信じてるわ！」

　愛子はそうなのだろうかと若干不安になった。初っぱなからこれなのだ。この島にやってくればさらなる過か酷こくな修業が待ち構えているに違ちがいなく、それを回かい避ひしようとするのは当然ではないかと思ったのだ。

　秋子はもう一度確かく認にんしてから、クルーザーで帰って行った。これで三日間はこの島から出ることが出来ない。

　愛子はスマートフォンを確認した。一応電波は来ているようだ。基地局がこの島にもあるのだろう。最悪の場合は連れん絡らくを取ることが出来る。愛子は少しだけ安心した。

「さぁ！　鬼おにが出るか蛇が出るか！　この島に何があるのか楽しみだわ！　丸太で吸きゆう血けつ鬼きを狩かるレジスタンスとかいたりしないかしらね！」

「そんなのいたら私どうしたらいいんですか……」

　なぜ丸太？　と思う愛子だった。

「そういえば私たちはここで何をするんですか？」

「簡単に言えばサバイバル訓練ね。ま、私たちにとってはキャンプみたいなものよ。山に入って食べられる野草やキノコをさがしたり、テグスで簡単な罠わなを作って動物を狩しゆ猟りようしたりなんてことをするわ」

「……私達ってことは坂木くんは違うってことですか？」

「えぇ。ゆうくんには身一つで山にこもってもらうつもりなの！」

「道具なしですか!?」

「当然よ！　極限状況を想定するべきだと思うの！　ま、服ぐらいは着ていてもいいけど、視覚は制限させてもらうわ！」

　それでも錘付きで遠泳させられるよりはまだましなのかもしれないと思った愛子の感覚は大分麻ま痺ひしてきていた。

「とりあえず、最低限の荷物だけ持ってテントを立てる場所でも探しておきましょうか！」

　睦子がそう言うので愛子も手荷物だけを持って歩き出し、すぐに立ち止まった。

　いつの間にか埠頭に少年と少女がいる。

　別に無人島ではないので当然人はいる。だがその人物がそこにいることは予見されてしかるべきだったのかもしれないが、それでも、やはり愛子に取っては予想外だったのだ。

　小西妃里ともう一人はどこかで見覚えのある少年だ。

　妃里は派手なサマードレスを着ている。昔から家族間の交流で多少のつきあいはある少女だが、あまり話したことはない。

　少年の方は一いつ瞬しゆん誰だれだかわからなかった。身なりはいいので小西家ゆかりの人物かもしれないと思ったぐらいだ。だがすぐに奈月に告白して振ふられていた少年だと思い出した。

「あの、小西さん？」

　おそるおそる呼びかける。雄一の話によれば、野呂家の別べつ荘そうをこっそりとうかがっていたらしいし、見つかって雄一に襲おそいかかってきたとのことだ。よくわからないが、不ふ穏おんな話ではある。

「あら、ご機き嫌げんはいかがかしら？　野呂さん」

「あの、どうしてここに？」

「どうして？　説明しようとすると色々とあるのですが、長くなりそうですし、後ほどということでよろしいかしら？　もっともあなた達がどんな目に遭あうのかまでは知りませんし、その時話が出来るような状態なのかはわからないのですけど」

　妃里に説明する気はないらしい。愛子はもう一人の少年を見た。

「久しぶりだね、野呂さん」

　やけに馴なれ馴なれしいし、久しぶりだと言うが愛子には直接話した覚えがなかった。

「あの……どこかでお会いしましたっけ？」

「……城之内隆史だよ。覚えてないかな？」

　どこかひきつったような隆史が言う。

「あ！　城之内製薬の方ですか？　父がお世話になっていたでしょうか？」

　城之内製薬なら聞いたことがあった。父の経営する病院とも関連があったはずだ。

「……本当に覚えてないんだな。ははっ。いや、ここまでないがしろにされていたとは思わなかったよ」

　そう言って隆史は前のめりになった。全身に力を込めているのが一目でわかる。

　体が膨ぼう張ちようした。ひとまわり以上大きくなり、服は簡単に内側から引ひき裂さかれていく。

　そしてぞわり、と全身から灰色の獣毛が生えた。

　同時に顔は犬のように変化している。

　中華料理屋で似たような化物に襲われたことを愛子は思い出した。

　隆史の変身を目まの当たりにし呆あつ気けにとられていた愛子だったが、気づけば周囲は獣人に囲まれていた。

　犬、猫ねこ、イタチ、熊くま、狐きつね。顔の種類は様々だ。共通しているのはそれらが毛むくじゃらでありながらも人のような体形で二足歩行しているということだった。

「野呂さん、個人的にあなたに恨みがあるということではないのです。ですが、これも運命だと思ってあきらめてくださいな」

　妃里は勝手なことを言っている。だがこんな時にどうすればいいのか。

　――坂木くんがここにいれば……。

　きっとどうにかしてくれる。そう思うのだが雄一がいますぐここにやってくるのは無理だ。

　愛子は仲間達を見た。

　睦子は興きよう味み津しん々しんという様子で周囲を見回している。

　依子はさすがに怯おびえていた。獣人のような、これみよがしに怪しい輩やからを見るのは初めてのはずだ。

「本当ならここで死んでもらいたいところですが、私がお世話になっている方達が生きたまま連れてこいとおっしゃってますので……」

　妃里が合図をする。

　獣人達はゆっくりとにじりよってきた。

「ここは一いつ旦たん捕つかまってしまうしかないかしら？　一時的に逃げ出すぐらいは出来ても後が続かないし。ま、全すべてはゆうくんが来てからね」

　そういう睦子はどこか楽しそうだった。
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　雄一が使っているのはのしと呼ばれる技法でいわゆる横泳ぎだ。奈月を抱きかかえたままなので、右手は使えないのだが、他の部位を全力で駆く使ししてなんとか前に進んでいく。

　あまり時間はかけられなかった。体力が持つうちに、明るいうちに島までたどりつく必要がある。

　船から落とされたのは昼過ぎぐらいだった。夏なので日にち没ぼつは十九時ぐらい。七時間ほどで二十キロを踏とう破はする必要がある。普通の状態なら全く問題はないが、今の雄一では若干厳しい。

　夏の日差しと不規則な波が雄一の体力をじわりと奪うばっていく。錘と海水の抵てい抗こうが雄一の全身に負荷をかけた。

　だが雄一はこの程度の苦境なら何度も味わってきた。今回多少違うのは、足手まといがいるぐらいだろう。

　黙もく々もくと、淡たん々たんと雄一は泳ぎ続けた。

「ねぇ。坂木くん」

「どうした？　何か問題が？」

　しかし今ここで何があったとしても、島に泳ぎ着くまではどうすることもできない。

「暇ひまなんだけど」

「おい！　言うに事欠いてそれかよ！」

「変形するぐらい胸を押しつぶされる陵りよう辱じよくに黙だまって身を委ゆだねていろというの？　話ぐらいしてくれてもいいんじゃない？」

　そう言われて極力意識しないようにと努めていたのが無む駄だになった。泳ぐ度に雄一の腕うでの下でぐねぐねと形を変える奈月の柔やわらかい胸が気になってしまう。

「人聞き悪いな！　って悪かったよ。確かに俺おれもちょっと気が回ってなかった」

　確かにこの状況で黙々と泳ぎ続けられては気き詰づまりもするだろう。

「けど、話って言ってもな」

　そもそも雄一は奈月のことをよく知らない。部活では一いつ緒しよだがそこで話はあまりしていないし、たまに雄一の修業の場にふらりとやってきても戦うだけだ。雄一が知っているのは、奈月が殺さつ人じん鬼きだったことと、その強さぐらいだった。

「なぁ、もし俺を殺す気ならさ、今なら簡単じゃ無いのか？」

　考えた末に出てきた話題がこれだった。もうちょっと普通の話題はないものかと雄一は思ったがとりあえずそう口に出す。

「この状況で殺せば私は確実に溺れるでしょうね。それに前にも言ったと思うけど、無抵抗の人間を殺してもお腹なかは膨れないわ」

「その、な。それがそもそもわかんねーんだよ。お前はなんで人を殺す必要があるんだよ」

「命令がきたの〝この種を食い殺せ〟って」

「なぁ、最近それ流行はやってんのか？　茨木も寄生獣ネタやってたぞ？」

「……屈くつ辱じよくだわ。あいつとネタがかぶるなんて……」

「いや、本気で悔くやしそうにするなよ」

「あながち嘘うそでもないんだけど。物心ついた頃には私の中には何かがいたわ」

「それが……切り裂きジャックなのか？」

　切り裂きジャック。かつてロンドンを震しん撼かんさせた連続殺人鬼だ。どういうわけか、奈月の頭上にその文字があらわれていたことがあった。

　奈月が医い療りよう用ようメスを使って戦うのは、切り裂きジャックの凶きよう器きがそれだったらしいのと関連があるようだ。

　茨木に聞いた話では、他にも有名な殺人鬼を名乗る者達がいるとのことで、それも雄一は多少気にしていた。変な文字が見えるようになって以来、おかしな事件にまきこまれている。そんな奴やつらが雄一の前に現れる可能性はそれなりにあるだろう。

「さぁ？　そいつは自分のことをそう思ってるみたいだけど。ま、だからって私とそいつを分けて考えることはできない。そいつの飢うえは私の飢えでもある。その飢えは殺人衝動となってあらわれるわけだけど……今はそれが坂木くんに向いてるみたい」

「他人事みたいに言うんだな」

「私にもよくわからない。ただ、私の中の殺人鬼は坂木くん以外の人を殺そうとは全く思っていないみたい。だから安心してくれていい。坂木くんが死ぬまでは私が誰だれかを殺す事はないから」

「ってなんだよ。俺ずっとお前に付き合わないといけないわけか？」

　げんなりとした。奈月と知り合ってしまったからにはこれ以上人殺しをさせるつもりはない。となると、これからもずっと奈月の面めん倒どうをみないといけないことになる。

　これまではあまり意識したことはなかったが、何か抜本的対策が必要なのではないかと雄一は考えた。

「ふふっ。たいそうな自信ね。まるで自分が死ぬことなんて考えてもいないみたい」

「今いま更さらお前に人殺しされても困るしな。出来るところまでつきあってやるよ」

「それは……プロポーズと受け取っても？」

「なんでだよ！　なんで俺を殺そうとしてるやつと結けつ婚こんしなきゃなんねーんだよ！　想像するだに殺さつ伐ばつとした結婚生活だよな！」

「だって死ぬまでなんでしょ？　結婚の宣せん誓せいで言うのではなかった？　良き時も悪き時も、富める時も貧しき時も、病やめる時も健すこやかなる時も、死が二人を分かつまで、って」

「あのな……まぁいい。とにかく何かあるだろ。この世の中には不思議なことがいっぱいあるみたいだしな。武内をまともな人間にするような何かがあってもおかしくないんじゃないか？」

　さすがに年老いて死ぬまで一生奈月と戦い続けるというのは勘かん弁べんしてもらいたいと雄一は思った。

「まともな人間……ね。そんな方法があるのなら是ぜ非ひ教えてもらいたいものだけど」

　どこか悲しげに奈月は言った。

「私も別に好きでやってるわけじゃないし。友達だって欲ほしい。まともな人間として幸せな人生を送りたいとも思ってる」

「本当かよ？　武内はなんかそこらの人間なんてお呼びじゃないって感じ出だしてるだろ？　もうちょっと歩み寄れないか？　なんていうのか壁かべ作ってるだろ？」

　雄一は奈月が誰かと仲良くしているところを見たことがなかった。

「それを言うなら、坂木くんは私に対して壁を作ってるんじゃない？」

「ないって言えば嘘になるよな」

　そのあたり雄一は正直だった。人殺しの過去を無かったことにはできないだろう。

「俺はそのあたり自分でもどうかとは思うけど、あんまり気にしてない。別の世界に生きる人間とは違う存在に人間の法律とかルールを押おしつけても仕方ない気もするし。どっかの誰かが死んでたって所しよ詮せん他人事だ。世界のどこかで飢えた子供がたくさん死んでるって聞かされるのと大差ないっていうか」

　それはそれで冷たい物言いのようにも思えるが、現実問題としていちいち気にしてはいられないし、見も知らぬどこかの誰かを救うことなど出来はしない。

「それにだ。お前が人間だとしたら、それは二重人格みたいなもんとも言えるんじゃないのか？　法律でもあったろ、心神喪失者の行こう為いは罰しないだっけ？」

　刑法三十九条。心神喪失者を責任無能力として処罰しないとある。物議を醸かもすこともある法律だ。

「ありがとう」

　突とつ然ぜんの礼に雄一はとまどった。

「なんで？」

「坂木くんは今、一いつ所しよ懸けん命めい私に気き遣づかってくれてるみたいだった。どうにかして私を擁よう護ごしようとしてた。それが嬉うれしかった」

「う、うっせーな！　俺も退たい屈くつだっただけだよ！」

「ツンデレ？」

「デレてねーよ！」

　雄一は気まずくなって叫んだ。

　どことなく奈月が嬉しそうにしているのが、伝わってくる。

　気き恥はずかしくなった雄一は泳ぐことに再度没ぼつ頭とうした。

　しばらくそうやっていると奈月が再び話しかけてくる。

「あれ、なんだと思う？　明らかに不自然なんだけど？」

「あれって……？」

　奈月と雄一はほぼ同じ方向を向いているのですぐにわかった。

　何かがすさまじい速度で移動している。派手に水しぶきを上げて一直線に進んでいた。

　進む先は雄一達たちと同じ、黒神島なのだろう。

「鮫さめ……とかじゃないよな？」

　雄一は気を引き締めた。水中戦の心得もあるが、奈月を抱えたままではかなり不利だ。もし戦うとすれば、奈月を一いつ旦たん手放し一瞬で片をつける必要がある。

　それも雄一達に気づいたのか、突然進路を変えて雄一へ向かってくる。

「犬？」

　それは犬のように見えた。黒い獣じゆう毛もうがぺたりと体に張り付き、いくぶんかしぼんで見える。

　その姿が見えたことによって頭上の文字も確認出来た。

『フェンリル』

　それが何を意味するのかがわからない。だが雄一はそれが『ニーハオ・ザ・チャイナ』と同様の、なにか固有のものを表すのでは無いかと考えた。

　一瞬にして雄一は、危機的状況に陥おちいった事を認めざるを得なかった。それが放つ気配が並なみ大たい抵ていのものではないと伝えてくる。

　――まずい！

　逡しゆん巡じゆんする。どう対応するのか瞬しゆん時じに判断が必要だ。

　だが、それは雄一の危機感などまるで気にする様子は無く、近くにやってくると速度を合わせて併へい走そうを始めた。

「おい」

　それは話しかけてきた。

　獣人のようだった。顔は犬のようだが、体形は人間に近い。そしてそれはかなりの巨きよ体たいを誇ほこっていた。

「黒神島というのはあれか？」

　獣人は犬かきをしながら、一方の手を上げて島を指さした。気づけば随ずい分ぶんと島が大きく見えている。

「そのはずだけど？」

　雄一も聞かれるがまま素直に返事を返した。

「そうか。助かった」

　獣人は一言礼を言うと速度を上げて島へとまっすぐに進んでいく。

「なんだあれ？」

　雄一は獣人の姿が見えなくなってから、今更のようにいぶかしげな声をあげた。







第五章　獣人退治は殺人鬼にまかせよう！







　陽ひが落ちる前に雄ゆう一いちは島にたどり着いた。

「うらぁあああ！」

　最後の気力を振り絞り埠頭のはしごを登る。登り切り、奈な月つきを放ほうり出だし、雄一は仰あお向むけになって倒たおれた。

　時計を確認する。十八時頃だ。飲まず食わずぶっ通しで五時間近く泳ぎ続けたことになる。さすがに消しよう耗もうしていた。

「大丈夫？」

　雄一と同じくびしょ濡ぬれの奈月が心配そうに声をかけてきた。白いブラウスは透すけて見えるがそんなことを気にしている余よ裕ゆうは雄一にはない。

「あんまり大丈夫じゃ無い……てか、姉ちゃん達は？」

「近くにはいないようね」

「……俺さ、もうちょっとなんか、労ねぎらわれてもいいと思うんだよね……」

　睦むつ子こはともかくとして、依より子こか愛あい子こは出で迎むかえてくれるだろうと雄一は思っていた。それだけに落らく胆たんは大きい。

「えらい、えらい」

　奈月が雄一の頭をくしゃっとなでまわす。そんな程度の事でも雄一は少し回復したような気分になった。

　もちろん気分だけの話で実際のところ何も変わらない。

　限界だった。体がろくにうごかない。ハンガーノックだ。極度の空腹により低血糖状態に雄一は陥っていた。

　こうなると体はもう何も応こたえてはくれない。思考もろくに働かない。

　だがさすがにこれはおかしいと雄一は思い始めた。

　雄一がこうなるのはわかっているはずだ。その睦子が何も用意していないわけがない。

「……なぁ、何か食い物とか水、ないか？」

　なんでもいい。無人島ではないのだから、何かはあるはずだった。

「待ってて。探してくる」

　奈月が離はなれていく。ほどなくして戻もどってきた。思っていたよりも随分と早い。港を出てすらいないと思われた。

「これ」

　そういって奈月はブロック状の栄養食品と、ペットボトルを差し出した。

　雄一は震ふるえる手でそれをつかみ取ると、栄養食品を一気にかみ砕くだき、水で流し込む。

　それだけで少し落ち着いた。

　ゆっくりと上体を起こす。

「まだあるから。いっぱい食べて」

　そう言って奈月は抱えていた栄養食品を渡してきた。

「ありがとう……これどうしたんだ？」

「すぐそこに置いてあったけど」

　睦子の差し金かと雄一は考えた。しかしそれにしては随分と不親切なやり方であまり睦子らしくはない。

　とにかく食べる。食べて回復をはかる。雄一はありったけの食料を口に放り込んだ。

「武たけ内うちも食えよ。腹減ってるんじゃ無いか？」

　そう言われて奈月も栄養食品を口にした。奈月は運ばれていただけだが、ただ水の中にいただけでも消耗しているはずだった。

「まず着き替がえないとな。このままじゃ冷える」

　夏とはいえこれから夜になるし、当然気温は下がる。このままではせっかく回復した体力もまた低下してしまう。

　雄一は立ち上がった。かなり回復してきている。

「これか……やっぱりなんかおかしいな」

　少しいったところに無造作に荷物がおいてあった。

　テントや飯はん盒ごうや食料品などだ。着替えを入れたバッグもそのまま置いてある。

　開いているバッグもあったが中身は先ほどの栄養食品だ。

「ここから持ってきたんだけど」

　付いてきた奈月が言う。

「姉ちゃん達はどこでなにやってんだ？」

　見たところ荷物は全てここに置いたままのようだった。

「ま、とにかく着替えるか。武内の荷物もあるんだろ？」

　雄一は自分の着替えの入ったバッグを手に取った。

　どこか着替えられる場所はとあたりを見回す。

　奈月が無造作にブラウスを脱ぬいでいた。

「っておい！　何ここで着替えようとしてんだよ！」

「別に誰も見てないし、坂さか木きくんもさっさと着替えたら？」

「なんだかなー、なんで俺のまわりはこう慎つつしみのない女ばっかなんだろうなー」

　姉も妹も平気で雄一の前で裸はだかになるし、奈月までそうなのかと思うとがっくりとくる。

　雄一もここで羞しゆう恥ち心しんがどうとか言っている場合でもないかと覚かく悟ごを決めた。全身の錘おもりを外し、濡れた服と下着を脱ぐ。水分を拭ふき取とってから新しいシャツとジーンズに着替えた。

　雄一も一応気を遣つかって奈月の方を見ないようにしていた。

　しばらくして、もういいだろうと雄一は振り向く。

　全身を包み込むような、黒くろ革かわのボンテージファッションを着込んだ奈月が立っていた。体のそこかしこにホルスターのようなものがつけられていて、そこに医療用メスが何本も装着されている。

「えーと、武内さん？」

　雄一は呆気にとられた。思わず敬ってしまった。

「坂木くん。現状をちゃんと理解してる？　まだ頭に血が回ってないんじゃない？」

「へ？」

　確かに頭が回っていなかった。思考が鈍にぶくなっているのは自覚できる。

「やっぱりね。ぼうっとしすぎなんじゃない？　お姉さん達が荷物を全てほうりだした上にここにいないのは明らかにおかしい。となると何者かに連れ去られたのではないかと思えるんだけど」

「何者かって？」

「そこの人達に聞いてみる？」

　牛が立っていた。頭上の文字は『獣人（牛）』。

　牛の頭部を持った、人のような生き物。白と黒の色合いからしてホルスタインなのだろうか。胸はやたらと大きく、牝めすであることを視覚的に訴うつたえかけてくる。

　この存在を一言で表現する言葉を雄一は知っていた。

　ミノタウロス。ギリシア神話に登場する牛ぎゆう頭とう人じん身しんの化け物だ。

　他には豚ぶたの頭部を持った『獣人（豚）』。こちらは西遊記に出てくるような猪いのししの化け物だろうか。

　象の頭部を持った者は『獣人（象）』で、こちらはガネーシャを想起させた。

　白馬を思わせる獣人もいる。馬め頭ずのようなものかと雄一は思ったが、額からはねじれた角が生えている。『獣人（一いつ角かく獣じゆう）』とあるのでユニコーンのことだろう。

　これまでにも見たことのある、犬の頭部を持った者もいた。『獣人（犬）』なので見たままだが、人狼との違いはよくわからない。

　それら獣じみたものとは違い、蛇の頭部を持つのは『獣人（蛇）』だ。首が長く、前へと垂れている。

　大おお雑ざつ把ぱにまとめてしまえばこれらも獣人ということか。雄一の周囲は一気に神話的様相を呈し始めていた。

　雄一は今の自分があまりにもぼんやりとしていたことをはっきりと自覚した。これほどわかりやすい気配に気づかなかったことに衝しよう撃げきを覚える。

「まずいな……全然回復してねーよ」

　まずは体調を無む理り矢や理りにでも元に戻さなければならない。雄一は呼吸を整え始めた。
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　愛子達は特に抵抗することもなく捕つかまった。

　多勢に無勢。多少暴れたところでこの状況を覆くつがえせるわけもない。

　幸い敵方には随分と余裕があるようで手て荒あらな真ま似ねはされなかった。逃げ出そうが、抵抗しようが瞬時に制圧出来ると思っていたのだろう。

　船から降ろした荷物はその場にそのまま置いてきたが、獣人達たちも気にせず放置したようだ。ただ携帯電話や時計の類たぐいだけは没ぼつ収しゆうされた。

　愛子達は車に乗せられ獣人達の本ほん拠きよ地ちへと向かう。

　黒神島は中央に向かうほど標高が高くなる。中央にそびえる山の中腹にその建物はあった。

　和風の屋や敷しきが山の斜しや面めんにへばりつくようにして建っていた。

　そのいびつな建築物は何度も増改築を重ねたのだろう。全容がわからないほどに大きかった。

　屋敷に入った途と端たんに空気が変わったと愛子は感じた。どことなくねばりつくような、ねっとりとした感かん触しよくがある。

　ここにいるだけで肌はだが蝕むしばまれていくような、すえた匂においが充じゆう満まんしていた。

　そのまま誘ゆう導どうに従い、屋敷の中を歩いて行く。

　屋敷の中はどこか薄うす暗ぐらい。明かりは裸はだか電でん球きゆうがぶらさがっている程度だ。意図されたものかはわからないが、どこかには必ず闇やみが生じるようになっていた。

　どれぐらいの時間を歩いたのか。どこにいるのかがまるでわからなくなった頃、愛子達はそこに到着した。

　座ざ敷しき牢ろうだ。

　和室の一面が木製の格こう子しで覆おおわれている。

　愛子達はそこに入れられ、閉じ込められた。当然のように鍵かぎがかけられる。

　人間の男が見張りとして牢の前に座すわっていた。だが恐おそらくはこの男も獣人で、事に当たっては変身したりするのだろう。

「はぁ……これからどうなっちゃうんでしょう。私達……」

　愛子は畳たたみ敷じきの床ゆかに座り込み、ため息をついた。

　正直な話わけがわからない。合宿で離れ小島にやってきたら、いきなり化け物が現れて監かん禁きんされてしまったのだ。こんなことは予想もしていなかった。

「なるようにしかならないわ！　とりあえずはゆっくりと待ちましょうか」

　睦子の様子はいつもと変わらない。こんな状況でも余裕たっぷりの態度で畳に転がった。

「ここトイレとかどうなってるのかな？」

　依子ももう怯えてはいなかった。部屋を見回し様子をうかがっている。

「トイレなら……そこです」

　部屋の暗がりから声がした。

　びくりとして愛子はそちらを見た。

　女性が二人、そこにうずくまっている。

　その女性が指さす先にドアがあった。一応トイレぐらいは設置されているようだ。

「ご飯も出てくるよ。それなりのがね。ま、私ら生いけ贄にえらしいから、あんまり貧相な状態になってても困るんじゃ無いの？」

　もう一人の女性が自じ嘲ちよう気ぎ味みに言った。

「あの、あなた達は？」

　愛子はおそるおそる聞いた。

「私はあけみ、そっちのはまなか」

　ポニーテールの女性があけみ、ロングヘアでトイレを教えてくれた方がまなか。愛子はそう覚えた。どちらも年上のように見える。少なくとも高校生ではないだろう。

　二人とも寝ね間ま着きのような簡易な着物を着ている。

「生贄っておっしゃってましたよね？」

「らしいよ。今度の満月にお祭りをやるんだって。そこで神様に捧ささげるとかなんとか。それまでは生かしといてくれるんじゃない？　布ふ団とんもあるし、こんなんでよければ着替えも用意してくれる。そこの男がにやにや見てるのが不ふ愉ゆ快かいってぐらいで、それ以外は気を遣ってくれてるみたいだけど」

　大学生とのことだった。夏休みに五人で窓之島へ遊びにきて、そこでさらわれたと言う。民宿で寝ねていて、起きたらここに閉じ込められていた。そのためここが黒神島という孤こ島とうであることを彼かの女じよ達たちは知らなかった。

「孤島ね……じゃ、もしここを逃げ出せたとしても結局帰れないってことじゃん」

　それほど悔しそうでもなくあけみは言う。もう諦あきらめてしまっているのだろう。

「五人でこられたんですよね？」

「あぁ。ここに二人しかいないってこと？　ねぇ、あんたら処女？」

「は、はい？」

　突然何を言われたのかと愛子は耳を疑った。

「処女かって聞いたんだけど？」

　再度言われて、愛子はきょろきょろとあたりを見回した。一応部員の様子を確認する。

「あの、それはそうなんですけど、何かそれが関係あるんですか？」

　なんとなく恥はずかしくて愛子は小声になった。

「多分だけど、ここには処女だけ入れられてるね。いなくなった三人はさ、結構遊んでるほうだったし。処女の生贄ってありそうな感じじゃん」

「はぁ」

　そう言われてもどう反応していいやら愛子は戸と惑まどった。

「正解だよ」

　突とつ然ぜん牢ろうの外の男がねばつくような声で話しかけてきた。

「いやぁ残念だな。最近の女子高生なんてのは結構遊んでるのかと思ってたのによ」

　男が愛子をなめ回すように見た。愛子の背に怖おじ気けが走る。

「あの三人がどうなったか教えてやろうか？」

　嗜し虐ぎやく的てきな響ひびきがそこにはある。その三人がどうなったのかは簡単に想像出来た。

「いやぁ！　もうやめて！」

　まなかが耳を塞ふさいで叫さけんだ。男も騒さわがれるのは面倒だと思ったのか、それ以上喋しやべることはなかった。愛子もこの男の不愉快な言葉をこれ以上聞いていたくは無かったので正直助かったと思う。

「ねぇ！　ドラゴンボールで悟飯とクリリンがやってたイメージトレーニングみたいなのが出来たらこんな時、暇つぶしにいいんじゃないかしら！」

「えーと、お姉さん？」

　睦子の全く空気を読んでいない発言で場の雰ふん囲い気きはあっさりとぶち壊こわされた。

「野の呂ろさん。大だい丈じよう夫ぶだから安心してていいわ。ゆうくんがやってくればどうにでもなるから！　それはそうと暇なのよね。しりとりでもする？　そちらの方もどう？　まなかさんとあけみさんだっけ？」

　睦子はあっけらかんと、大学生の二人にも呼びかけた。

「私もお姉ちゃんも何も心配してないですし、野呂さんもあまり気を張はり詰つめて無くてもいいですよ？　と、まぁこんな状じよう況きようですし、多少は親切にしてあげますよ」

　依子が上から目線で言ってくる。

　愛子もなんだか、心配するだけ無駄なのかと思えてきた。
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　呼吸を制せい御ぎよする。それにより雄一は体を無理矢理に戦える状態に持って行った。

　周囲の獣人が敵かどうかはまだわからないし、戦せん闘とうになるとも限らない。だがいつでも戦えるように準備は必要だ。

「男は殺していい。女は処女だな。連れて行くぞ」

　白馬の獣人が言う。この中にあってはリーダー格のようだった。

　その言葉で雄一は敵だと心に定めた。

「あんたのその特技キモい！　なにそれ？　ユニコーンだか何だかしんないけど、匂いでわかるとか相当キモい！」

　牛が白馬にくってかかった。本気でそう思っているのだろう。あまり仲がいいようには思えない。

「仲なか違たがいしてるな」

「油断はしないで」

　雄一はぼそりとつぶやき、奈月もそれに小声で応える。

「はぁ？　黙れ処女！　その乳で処女とかなんだそりゃ、ふざけんな！」

「はぁ？　何それ？　セクハラじゃん！　ふざけんな！　訴えんぞ！」

　牛と馬が言い争いを始めたが、周りの獣人はそれを傍ぼう観かんしている。

　すぐに戦闘になる気配は無い。

　雄一は現状を確かく認にんした。今いるのは桟さん橋ばしの中なか程ほどだ。陸地から幅はば十メートルほどの広さで海側に突出している。

　逃げるだけなら海に飛び込めばいいかもしれないが、体力の無い今どこまで逃げられるかはわからない。

　前方には獣人達が展開している。陸地への通路を塞ぐような形だ。

　左から、豚、牛、馬、象、蛇へび、犬と並んでいる。

「どうするかな。俺は今そう長時間戦える気がしないんだけど」

「全ぜん滅めつさせるしかない。見たところ今いるのは六体。伏ふく兵へいの類いは見当たらない。逃げたところで応おう援えんがくるかもしれない。この島を探たん索さくして部長達を探すならこいつらは一人残らず倒すしかない」

「まぁそういう結論になるよな」

　一人二人倒して突とつ破ぱするだけならそう難しくはないと思えたが、それでは後々厄やつ介かいなことになる。かといって全員を倒すには雄一の体力が心こころ許もとない。だから、どうするかな、と雄一は言ったのだが、奈月もまたそれに応えたつもりだった。

　奈月が雄一よりも一歩前へと出る。

　それに応じたのか、牛と馬が言い争いをやめた。こちらが臨戦態勢に入ったと気づいたのだ。

　奈月が両手を腰こしの後ろへと回す。その手には持てる限りのメスが握にぎられている。

　獣人達が動き出そうとしたところで、奈月は両手を思い切り前方へと振り切った。

　翼つばさを広げたかのような残心の姿勢。

　赤い筋を引いて無数のメスが飛んでいく。

　獣人達はそれを視し認にんできたのかどうか。

　メスは象の顔に穴をうがち、馬の首を刎はねた。犬の腹に大穴をあけ、蛇の頭を縦に裂さく。

　雄一は奈月の投とう擲てきにあわせて走り出していた。メスの後を追いかけるように駆かけていく。無傷の牛と豚の間へと入ると、掌底を左右へと突きだした。鈍い音と共に牛と豚が崩くずれ落おちる。

　獣人達は全滅した。







　雄一は力を使い果たしへたりこんだ。

　やはりまだ腹が減っている。雄一は普ふ段だんも、見かけからは想像出来ないほどによく食べているのだ。栄養食品に必要な栄養素が含ふくまれているとはいっても大したカロリーがあるわけでもない。

　へたりこんだ雄一の前にメスが落ちていた。メスの柄に赤い紐ひものようなものが付けられている。メスが赤い筋をひいているように見えたのはこのためらしい。

「あぁ、それは部長に教えて貰もらったんだけど」

　投擲武器の柄に紐を付けることはままある。これにより直進性が増すのだ。

「いや、なんかこれやばくねーか？　どう見てもメスを投げつけた程度の威い力りよくじゃないだろ？」

　雄一は悲ひ惨さんな状態の獣人達を見た。

「知ってるでしょ？　私が鉄を切れるのを。この程度の距きよ離りなら手元から離れてもある程度は威力を持続出来る」

　防御不能の投擲攻撃。敵に回した時のことを考えると実に厄介な攻撃だった。

「で、その格好は？」

　奈月は黒ずくめで、体にぴったりと張り付くような革のスーツを着ている。修業時にレオタードでやってきた時にも思ったが、ますます暗殺者のように見えてきた。

「部長が用意してくれたの。メスをたくさん保持できるので都合がいい」

「姉ちゃん、なに作ってんだよ……」

　こんなものが市し販はんされているとは思えないので、睦子が設計してどこかで作らせたのだろう。

「こいつらは生きてるの？」

　牛と豚を見て奈月が言う。気絶したためかほとんど人間の姿に戻っていた。一人は牛の角と尻尾しつぽが生えている少女、もう一人は耳と鼻が豚の男だ。牛少女は胸と腰に、豚男は腰に布を巻いている程度で、どちらも裸はだか同どう然ぜんの姿だった。

「……俺おれは殺さなくても無力化出来ればそれでいいと思った。けど、こいつらは俺たちを殺そうとしてたんだから、武内が殺したことに文句はねーよ」

　少々言い訳じみているとは思ったが、雄一はあえて口に出した。

「そう。私も別に坂木くんのやり方に文句を言うつもりはない。何か縛しばるものでも持ってくればいい？」

「あぁ。多分姉ちゃんの荷物の中に何かあると思うんだけど」

　奈月は落ちている鞄かばんの下へと歩いていく。雄一はなんとなく奈月の後ろ姿を追った。

　普段の雄一であればそんなことはしていなかっただろうし、その予兆に気付くことも出来ただろう。だが雄一は完全に油断していた。

　突然、豚男が跳はね起おきた。

　豚男は機を見計らっていたのだろう。一いつ瞬しゆんで獣化し、蹄ひづめで蹴けりつけてくる。

　雄一の反応は遅おくれた。攻撃がくるのは認にん識しきできても体がうまく動かない。

　攻撃を食くらうことを覚悟の上、反はん撃げきのため腰を浮うかせる。

　だが攻撃は結局雄一に届くことは無かった。

　豚男が額から血しぶきを上げて吹ふっ飛とんでいく。

　雄一は振り向いた。何かを投げた姿勢の奈月がいる。雄一が先ほどまで身に付けていた錘を投げつけたのだ。

「なにぼうっとしてるの？」

　奈月は睦子の鞄を探さぐり、ロープを持ってきた。

「いや、返す言葉がないな、ほんと」

「今の坂木くんなら簡単に殺せそうね」

　殺気を感じた。相手を殺そうと考えた際に発生するかすかな筋肉の動きや、予備動作。それを雄一は殺気として捉とらえる。

　奈月はこの瞬しゆん間かん、確かに雄一を殺そうと考えていた。

「……ま、やめておきましょう。坂木くんのことだから、まだ奥おくの手てがあるのかもしれないし」

　だがそれも一瞬のことだった。何事もなかったかのようにそう言うと、奈月から殺気が霧む散さんした。

「この体ていたらくで、奥の手もなにもねーよ」

　雄一は自嘲気味に言ったが奈月はそれには答えず、牛の獣人をロープで縛り付けた。

雄一はそのロープに見覚えがある。人工的に作り出した蜘く蛛もの糸を束ねたものだ。現状考えうる限り最高の強度を誇る繊せん維いだった。

　獣人は人間以上の力を持っているだろうが、これを引きちぎることはおそらく不可能だ。

「一いつ旦たん隠かくれる。それでいい？」

「あぁ。一度態勢を整えないとな」

　奈月は獣人の死体を海に捨てた。ここで戦闘があったこと自体は血けつ痕こんを見ればすぐにわかるので隠いん蔽ぺい工こう作さくに時間をかけても無む駄だだろう。

　全すべて捨ててから奈月は、港にある小さな倉庫の鍵を壊し、シャッターを開けた。

　そこに牛の獣人を引きずっていき放り込む。雄一も手伝おうとは思ったが、のんびりと向かっている間に奈月が全て片付けてしまった。

　その倉庫に雄一と奈月も入りシャッターを閉めた。

　そう長時間いるつもりもなく、少しの間ごまかすぐらいならこの程度で十分だろう。

　雄一は床にべたりと座り込み、奈月は壁に背を預けていた。牛の獣人は床に放り出されている。

「で、どうするの？　これからは？」

　落ち着いたところで奈月が聞いてくる。

「まず食いもんだな。食べないと回復しねーよ。肉だ。肉を食べないと」

「……それは私を食べたいということ？」

　奈月が少し顔を赤らめて言う。

「今お前のその手の冗じよう談だんに付き合ってる場合じゃないから。ほら、牛とかの肉だよ」

「いやぁ！　食べないでぇ！　私おいしいかもしれないけど！」

　突とつ然ぜん叫さけび声ごえがあがり、雄一は声の主を見た。

　牛の少女が目覚めていた。

「食べねーよ！」

「安心して。坂木くんは、性的な意味で言ってるだけだから。あなたを生かしているのはそのため。食料にするなら殺したほうがいいでしょ？」

「せ、性的な？　殺さなかったのはそんな目的だったの!?」

　牛の少女がごくりとつばを飲み込む。

「なぁ、今その手の冗談は本当にやめてくれよ。付き合ってる余裕無いから、マジで」

「つまんない」

　やはり奈月はどことなく睦子の影えい響きようを受けているようで雄一は不安になった。

　気を取り直した雄一は牛の少女に話を聞くことにした。

「なぁ。いくつか質問に答えてくれるかな？」

「答えなかったらどうするつもりよ!?」

　牛少女は身をよじって雄一から距離を取ろうとした。なんとなく先ほどの誤解は解けていない気がする。

「答えないならそれでいい。無理に口を割らせるつもりも無い。それなら申し訳ないけどこのままここに置いていくだけだ。答えてくれたらロープは外してやるよ」

「……わかった」

　少し考えて牛の少女は了りよう解かいした。

「あぁ。じゃあまず、なぜ俺たちは襲おそわれた？」

「今、祭りの準備期間中だからね。部外者は問答無用で襲うことになってる。私たちは島を巡じゆん回かいして警けい戒かいすることになってたんだけど、いきなりあんた達を見つけたってわけ」

「問答無用って……無む茶ちやすぎないか？」

「別に？　ここは私らみたいなのしかいない島だよ？　よそ者はお呼びじゃない」

「なってたとか、いきなりとかってどういうことだよ？」

「このお役目は私たちはみんな初めてだったのよ。まさかこんなことになるとは思いもしなかったんだけど」

「巡回してるのは他にもいるのか？」

「まぁねぇ。何組かいると思うけど」

「俺たち以外でこの島にやってきた奴やつらを知らないか？」

「わかんない。私たちもついさっき出てきたばっかだし」

「その巡回してる奴らに見つかるとどうなる？」

「殺せって言われてたね。でも例外はあって処女なら縊くくり坂ざかの家へ連れてこいって言われてた。でも普ふ通つうそんなのわかんないじゃん？　それをさー、あのユニコーンのやつ得意げにさー」

「縊坂ってのは？」

　愚ぐ痴ちが長くなりそうだったので、雄一は割り込んだ。

「この島を仕切ってる家ね。この島の真ん中あたりに山あるじゃん。そこの途と中ちゆうにあるんだけど」

「連れて行ってどうするつもりなんだ？」

　それが心配だ。ひどい目に遭っていなければと思う。

「生贄らしいよ。オカシラ様に捧げるってことだから、それまでは無事だと思うけど……さっき聞いてたけど他にも来てる人がいるの？」

「あぁ。俺の家族とか友達とかな。じゃあ最後の質問だ。どこかに食料があるところを知らないか？　インスタント食品とかじゃなくて、肉とか野菜とか」

「食料ねぇ。そこら辺に畑はあると思うけど。小さなスーパーみたいなのなら、ここからちょっと行ったところにあるけど。そんなんでいい？」

「あぁ。助かったよ」

　雄一は約束通りに少女のロープを解いた。

「じゃあ俺達たちは行くよ。また目の前に現れたら戦いになると思うし、もうこないでくれると助かる。死にたくないだろ？」

　雄一もあえて殺そうとは思わないが、結果として殺す事はあるだろうと思っているし、その覚悟は常に持っている。

　雄一は立ち上がったが、立ちくらみがして一瞬バランスをくずした。やはりエネルギー不足は深刻な状態だった。

「待って！」

　倉庫を出て行こうとしていた雄一達に牛の少女が声をかける。

「どうした？」

「ねぇ。何か食べ物が欲ほしいんでしょ？　だったらうちにこない？」

　牛の少女はそう提案した。







第六章　坂さか木き雄ゆう一いちはよく食べる







　城じよう之の内うち隆たか史しは縊くくり坂ざかの屋敷の中を歩いていた。

　薄暗い。これではろくにものも見えない。だがこの屋敷に暮らすものにとってはこれで十分なのだろう。それは今の隆史ならわかる。

　獣人として覚かく醒せいしたせいか、暗がりでもよく見えるのだ。それに全ての感覚が鋭するどくなっていた。獣人の種類によっては夜目のきかない者もいるかもしれないが、その場合は何か代替手段があるのだろう。

　廊ろう下かは、歩く度に悲鳴のような音を立てていた。

　隆史の隣となりを小こ西にし妃ゆ里りが歩いている。

　やがて隆史達たちは島主の部屋に辿り着いた。

　縊坂の家は黒神島を牛耳っている。つまりこの外部から隔絶された小国家ともいうべき島の全てを支配する男がこの部屋にいるのだ。

「細かいことは言わん。こちらに来て座るがいい」

　部屋に入ってどのようにすればいいのか、逡しゆん巡じゆんしていると奥から声がかけられた。

　隆史は言われるがままに、奥へと進み座る。他の者も同じようにしていた。

　正座をすればいいのかと考えたが、隣の妃里は足をくずしている。隆史も開き直ってあぐらをかいた。

「成功したか。やはり徴があるか、ないかでかなり違ちがってくる」

　しわ深い老人が隆史達に声をかけてきた。

　この男が島主の縊坂道どう玄げん。和服を着た小こ柄がらな老人だった。

　失礼のないように。そう言われていたが、これを前に巫山戯た真似を出来るものが果たしているものか。

　老人とは思えないような覇気を隆史は感じていた。どう猛な肉食獣の前に裸で放ほうり出だされたような心地だ。

　ここは獣人の集落だという。実際に何か凶暴な獣の力を宿す男なのかもしれなかった。

「この度はお力添えをくださりまことにありがとうございました」

　妃里が礼を述べる。道玄は鷹揚にうなずいた。

「聞いていると思うが、明日の満月まではこちらに滞在願う。いいな？」

「えぇ。それは問題ありません。ただ気にしているのは、私が捕らえてきた人間達なのですが……」

「始末したいということだったな。明日オカシラ様の贄とする。それでよいのだろう？　こちらとしてもある程度の数はそろえておきたくてな。百年越しの悲願がようやく達成されるのだ。彩りをそえたい」

「はい。それでかまいませんわ。確実に始末していただけるのなら」

　妃里は本当ならすぐにでも愛あい子こ達を殺したいはずだ。だが縊坂の力添えを得た以上それは出来なくなっていた。妃里は贄探しを条件に獣化調整槽の使用許可を得たのだ。

「性の乱れというのかね。嘆かわしいな。贄となる生娘を探すのにこれほど苦労するとは思わなかった」

　ただの処女なら探すのはそう難しくはないはずだが、年ねん齢れいや、美び貌ぼうなど縊坂は細かい条件を付けてくる。

　とは言っても妃里は贄探しにおいては何をしたわけでもない。

　愛子達がやってくるということを知っていただけで、後はそれを捕まえるだけでよかった。

「祭りにはお前達も参加してもらう。なに、難しい役目はない。立ち会ってもらえればそれでいい」

「オカシラ様復活の儀に立ち会えるなど光栄のいたりですわ！」

　妃里は本当にそう思っているのか、いつものように溌剌とした声をあげる。隆史はそこはかとなく不安な気分に陥おちいっていた。この道玄という男は信用できない。隆史の勘はそう告げていた。
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　雄一達は牛の少女の自宅へと連れられてきた。

　港から歩いて十分ほどの場所にある長屋風の建物だ。三軒が連なる平屋だが、ずいぶんとくたびれた様子の家だった。潮風にさらされているためかもしれない。

　雄一たちは右端の家に案内された。

　そう大きくもない細長い家だった。入るとまず台所があり、その奥に障子で仕切られた部屋が二つ縦に並んでいる。トイレと風ふ呂ろは一番奥だ。

　雄一達は真ん中の部屋に置いてあるちゃぶ台の前に座った。

「まぁ楽にしててよ」

　少女は台所で飲み物を用意しながら言う。

　牛の少女はいまでは完全に人間の姿になっていた。服は依より子このものを着ている。どういうわけか裸同然の格好だったので、依子の荷物から拝借したのだ。ただサイズは全く合っておらずかなりきつそうだった。

「どういう風の吹き回しなんだ？　えーと牛女さん？」

「いや、それどうなのよ？　馬ば鹿かにされてる気がするんだけど。リオンて呼んでくんない。高たか道みち梨り音おんだから」

「で、なんでだ？　裏切りみたいなことになってんじゃないのか？」

「ま、そうだろうし、ばれたら殺されるだろうけど、どっちみち明日までの命だしどうでもいいかな、って思って」

　梨音はあっけらかんとそう言いながら冷えた麦茶を持ってきた。雄一はそれを一気に飲み干した。

「それにさ。私ら強いやつに弱いのよね。本能的にさ。獣人だからなのかな。強い者に従おうとしちゃうのよね」

　梨音はちらりと雄一を見た。

「明日には何があるというの？」

　奈な月つきも麦茶に軽く口を付けてから聞く。

「お祭りだってさ。この島始まって以来の盛大なお祭り。この島の奴ら頭おかしいからね。生贄がどうとか言ってんのよ。島の若い奴、つまり私とかも生贄だし、足りない分は外から攫ってきたりもしてる」

「裏切りもそうだけど、あいつらを殺したことはなんとも思ってないのか？」

　雄一は後悔していない。ただ、その生き残りとこうやって話をしているのはどこか気まずかった。

「別に仲間ってほど親しくもなかったし、あの組になったのも昨日が初めてだし、それにあんな化け物の姿で死んでてもなんか実感がないのよねー」

「この島でいったい何が起こってるんだ？　俺たちもこの島にきていきなりでわけがわかんないんだけどさ」

「じゃあ順番に話そうか。あ、ご飯用意しながらでいい？」

　梨音は台所からホットプレートを持ってくるとちゃぶ台の上に設置した。

「まずこの島に住んでるのは、さっきあんた達が……ねぇ？　あんたら名前は？」

「俺は坂木雄一。で、こっちが」

「武たけ内うち奈月」

「部活の合宿でこの島までやってきたんだ」

「そう、雄一と奈月ね。で、さっきあんた達が見たように、この島にはあんな化け物がいっぱい住んでる。私も含めてね」

　梨音が冷蔵庫から大量の肉を取り出し、持ってくる。ホットプレートの電源を入れて肉を焼き始めた。

「共食い？」

　煙を上げる牛肉を見つめて奈月が言う。

「あのね……別に私、本物の牛ってわけじゃないから。で、続きね。昔からこの島には化け物が住んでるんだけど、普段は人間として生活してるの。だから私も普通に学校に通ってたし、中学からは島を出た。この島、小学校の分校しかないからね。ま、だから私もこれからはこんな島のことなんて忘れて普通に人として暮らして行こうと思ってたんだけど、高校に入って夏休みになったところで島に呼び戻された」

「ご両親はどうしてたんだ？」

「島に残ってたよ。私は下宿してた。で、化け物だって言ったけどさ、そんな大したもんでもなかったのよ。牛の角が生えるぐらいでね。他の奴らもそう。蛇の奴は鱗が出てくるとか、象の奴はちょっと鼻が伸のびるとかそんな程度」

「胸が大きいのは？」

　奈月が淡たん々たんと聞いた。

「うっさいな！　私学校でホルスタイン呼ばわりされて結構傷付いてたんだけど!?　ま、関係はあるみたいだけどね。馬の奴は人間の状態でも、馬面だったし」

「あそこも馬並みだった？」

「知らないよ！　そんなこと！」

　梨音は顔を真っ赤にして奈月に言い返した。

「武内……話進まないから、混ぜ返すな」

　奈月の冗談はいまいちわかりにくい。

「でね。島に呼び戻されたら、縊坂の家の地下につれてかれてタンクみたいなのに閉じ込められて水責めにされたのよ。溺おぼれるかと思ったんだけど、なぜだか水の中でも息が出来てさ。でもわけわかんなくて頭おかしくなりそう！　って思ってたら水が抜ぬけていって。気づいたら牛っぽい化け物に変身出来るようになってたわけ。あ、食べて！」

　梨音が取り皿とたれを用意していた。

　雄一は遠えん慮りよなくそれを食べることにした。とにかく腹が減りすぎている。何の警戒心もなく肉を食べ始めた。

「で、縊坂の島主ってのに会ったんだけどね、お前らはオカシラ様の贄だって言うわけよ。光栄に思えってね。で、同じような奴らを組にしてね、島の様子を見てこいってわけ。完全獣化の訓練だってことでね。なりたくもないあんな格好になってたの。あいつら私らが逆らうとか逃げ出すとかまるで考えてないよね。ま、実際逃げようたって無駄なんだろうし、もうどうでもいいや！　って思ってたんだけどさ……そこにあんたらが来たわけ」

　雄一はすさまじい勢いで肉を平らげていた。奈月も負けじと肉を口に放り込んでいる。梨音は新しい肉を冷蔵庫から持ってきた。

「てかさ。高道んちってなんでこんな肉いっぱいあんの？」

「もしかして、ご両親が今いないのは……」

　奈月が不気味な事を言い出す。雄一の箸が止まった。

「なんでよ！　親は縊坂の家に行ってるだけ！　なんの用かは知らないけどね。肉はさ、最後の晩餐ってやつ？　最後においしいものいっぱい食べようって話でさ……」

　少ししんみりした様子で梨音が言うのだが、雄一の箸は再び動き出し、なんのお構いもなしの食事を続行した。

「ま、それはいいとして、こうやってごちそうしてるのはさ、助けて欲しいって思ったからなのよ。どう？」

「わかった」

「あ、いや、ご飯ぐらいで、こんなわけわかんない島から逃げ出すの手伝えっての無茶な話かとは思うんだけど……え？」

　梨音がぽかんとした表情で雄一を見つめている。二つ返事で引き受けるとは思わなかったのだろう。

「いいの？」

「飯食わせてもらったしな。実際これなかったらかなりどうしようもない状況だった。助かったよ。うちの家には食い物の恩は必ず返せって掟が……まぁ姉ちゃんが言ってるだけなんだけどな」

　雄一は食べながら言う。食べた肉がすぐに消化され栄養になるわけではないが、それでも雄一は食べれば食べるほど力が回復していくのを実感していた。

「う、うん！　どんどん食べて！　まだたくさんあるから！」

　梨音がはりきって更さらに肉を持ってきた。
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「病院坂の首縊りの家」

　睦むつ子こが言う。

「え……え……エマルション！　あ」

　分野縛りしりとりは愛子の負けだった。睦子はミステリー小説。愛子は料理関係、依子はファッションなどとそれぞれのジャンルから単語を選択することになっていた。

「野の呂ろさん……ちょっと考えたらわかるじゃないですか。ンが付くかどうかぐらい」

　依子が呆あきれたように言う。

「あの……思い浮かんだら言いたくなって……」

　ごまかすように愛子は言った。

　ちなみにエマルションとは乳化のことだ。水と油のように本来混ざり合わない液体を均一に混ぜ合わせることを指す。料理でいえばペペロンチーノなどに使われる方法だ。

「あー、けどやっぱり暇ひまね。ゆうくん早く助けに来てくれないかしら！」

　睦子が畳の上で大の字になって言う。愛子も多少落ち着いてはいるが、なぜこんな状況でくつろいでいられるのかがよくわからなかった。

「あの……本当に来てくれるんでしょうか？」

「野呂さん！　兄が私達たちを見捨てるとでも言いたいんですか！」

「そうじゃないけど！　でも見捨てるとかじゃなくて、単純に間に合わないってこともあるんじゃないの？　今夜なんでしょ、その儀ぎ式しきとかいうのは」

　捕まってから一晩が経っていた。

　時計の類たぐいは没ぼつ収しゆうされていて時間はよくわからないが、愛子達が朝食を食べてからしばらく立っている。昼前というところだろう。

「うーん、囚われのお姫様状態ってどんな感じなのかしらとわくわくしてたんだけど、案外つまらないものね。とにかく暇だわ！　ねぇ、野呂さんも前に武内さんにさらわれてたと思うんだけどどうだったのかしら！」

「え、私ですか？　暇とかそんなこと言ってる余よ裕ゆうありませんでしたし、目が覚めて武内さんと話してたら坂木くんすぐに来てくれましたけど……」

　雄一が助けに来てくれるとは信じていたが、実際に来てくれた時には感動したものだ。睦子が期待する気持ちが愛子には少しわかる。

「……うーん、このまま待っててもゆうくんがここまでやってこられない可能性はありそうだわ！　単純に逃げ出すなら今のうちかしらねー。見張りは一人だけだし」

「ちょっと！　聞かれてますよ！」

　見張りは一人とはいえ決して油断はしていない。時間ごとに交代しているし、疲つかれて眠るなどということもなさそうだった。

　そして見張りは睦子達の不ふ穏おんな会話に聞き耳を立てている。すでに警戒心をいだかせてしまっているはずだ。

「別に聞かれてたってかまわないじゃない！　どうせ何もできないんだから！　で、逃げるとして……最低どの程度の戦せん闘とうが必要なのかしら。まずそこの人は確実だとして、極力避けないとね……野呂さんは戦えないだろうし……」

　睦子がぶつぶつとつぶやいている。

　戦う。

　その際に愛子は何の役にも立たないだろう。それをわかっているので睦子も戦闘の頭数からは除外している。

　――でも……あれが使えたら……。

　変身。あの時は何がなんだかわからなかった。何が起こったのかは覚えているがまるで夢の中にでもいたようで、ほとんど他人事のように思える。

　だがあの状態なら愛子は戦えるはずだった。一時は凶暴化した兄をも圧倒できたのだ。

　変身をするには恐おそらく血を吸えばいい。

　だが愛子には制せい御ぎよできるのかがわからない。

「野呂さん？」

　依子が心配そうに見つめていた。

「あ、ごめん。ちょっと考え事を」

「方針が決まったから」

「どうするの？」

「とりあえずここは脱出して、お兄ちゃんと合流する」

　こともなげに依子が言う。

「え？　それはいいけど、どうやってここから出るっていうの？」

「じゃんけんで決めましょう！」

　睦子が拳こぶしを突つきだしてきた。

「え？　何をですか？」

　睦子と依子が一体何をやろうとしているのか、愛子にはさっぱりわからなかった。

「どっちが先に戦うかね！　私たちの場合はゆうくんと違って戦い続けるってことができないから」

「いいよ。お姉ちゃん。私から行くから。最終的にお姉ちゃんが動けたほうが後々都合がいいでしょ？」

「それはそうなんだけど……よりちゃん大だい丈じよう夫ぶ？」

「動けなくなったら、野呂さん、お願いしますね」

　依子がよくわからないことを頼たのんでくる。

「え、うん、わかった」

　なんだかよくわからないまま愛子は適当に返事をしてしまった。

「とりあえず脱出と撃破は一度で済ませてしまいたいんだけど、いけそう？」

「そろそろ昼食の時間だよね？　だったらいけると思うけど」

　愛子は睦子と依子にまかせることにした。







　昼食の時間になったのだろう。見張りの男がトレイを持って牢ろうの前へとやってくる。

　食事のトレイは牢の下にある隙すき間まから差し入れられるのだ。

　依子は男に何気なく近づいた。

「ねぇ、お兄さん」

　どことなく艶つやを帯びた声で依子が男に話しかける。

　男も油断しているわけではない。牢に近づく瞬間が危険であることは十分に理解していた。

　だが男は依子がどの程度の脅きよう威いであるかをまるで理解していなかったのだ。理解していたならばこうも無造作に牢に近づきはしなかっただろう。




「降ふる神かみ」




　依子がつぶやく。

　踏み込み、重心を落とし、生じた力を一点に、一直線に前方へ叩たたきつける。

　掌底が突き出された。

　それは牢をへし折っても止まらない。そのままの勢いで男の顔面を陥没させた。

　男は吹き飛び、壁かべにぶつかって激しい音を立てる。

　男はぴくりとも動かなくなった。

「ほえ？」

　愛子は呆ぼう然ぜんとその光景を見ていた。

　依子の掌が、木製とはいえ牢をぶち壊こわし、ついでのように外にいた男も吹き飛ばしたのだ。

「えぇ！　その、それって！」
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　雄一が使っている技わざだ。一時的に人間の限界を超えた力を絞りだす。

「お姉ちゃん……右手が動かなくなった」

「どれどれ」

　睦子が依子の右みぎ腕うでを確かく認にんする。

「よりちゃん、運がいいわ！　折れてはいないみたい。けどしばらくは使えないわね。私と合わせてあと三回ってとこかしら。足が動かなくなるとどうしようもないし」

　愛子はその会話の意味を悟りぞっとした。

「あ、あの、それって……」

「あぁ。ゆうくんと違って私達じゃあ、どうしても無理があるのよ。このあたりが所しよ詮せん女である悲しさよね！　肉体的な強度が全然足りてない」

　睦子は、何が起こったのかわからず唖然としているまなかとあけみを見た。

「脱出できたら後で助けにくるからあなた達はここにいてもらえる？　一緒に来てもいいけど、面めん倒どうは見切れないと思うし」

「え、あ、はい、お願いします」

　あけみはこくこくとうなずいた。

「じゃあ急いで行くわ！　ちゃんとついてきてね！」

　愛子達は牢を抜け出、そのまま屋や敷しきから脱出するべく走り始めた。
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　雄一が目覚めたのは昼過ぎだった。

　雄一と奈月は夕食後、それまでの疲れを癒やすかのように熟睡し、そのまま今まで眠り続けていた。

「いやぁ、よく食べるし、よく寝ねるねぇ。感心しちゃったよ。昼ご飯用意してるけど食べる？」

　梨音は先に起きていて昼食の用意をしていた。隣で寝ていた奈月も起きていて目をこすっている。

「あぁ。ありがとう。食べるよ」

「……」

　奈月は無言でうなずいた。寝起きは悪いたちのようだ。

　肉はまだ残っていたようで、肉と野菜を適当に炒めたようなものを梨音は持ってきた。

「で、助けてとは言ったもののさ、どうしたらいいと思う？」

　梨音もどう助けてもらえばいいのか、具体的な案はなかったらしい。

「とにかくこの島をどうにかして出るしかないな。街に戻れれば後は姉ちゃんがどうにかするだろ」

「そのあたり、坂木くんは結構いい加減よね？　私と戦った時も後先は考えてなかったようじゃない？」

「う」

　奈月の指し摘てきに雄一は口ごもった。確かにその通りで、めんどくさそうなことは全部姉まかせだ。

　だが姉まかせにするにしても、そのためにはまず睦子を救出する必要がある。

「まずは縊坂の屋敷だっけ。そこだな。つかまってるなら姉ちゃん達はそこにいるんだろ。いなけりゃいないでどこかに逃げてるんだろうし」

「縊坂の屋敷は山を登ったらすぐわかるよ。けど広いし、祭りの直前だから警備は厳しいしで、のりこんでいって捜すとか無理じゃない？」

「その祭りはどこでやるんだ？　屋敷でやるわけじゃないんだろ？」

　睦子達は生いけ贄にえだと言っていた。ならば睦子達は、生きたまま祭りの場に連れてこられるはずだ。

「祭祀場だね。でもそこは屋敷からしか行けないし……」

　梨音が考え込む。そして何か思いついたのか部屋の奥へと行き、古びた紙を持ってきた。

「この島の地図なんだけど。祭祀場はここね」

　ほぼ円形の島の絵が描かれている。島は上半分と下半分のエリアにおおまかにわかれていた。今雄一達がいるのが下半分の表と呼ばれるエリアだ。

　そして祭祀場は裏側、中央にある山の反対側にあった。縊坂の屋敷とは山を挟はさんで丁度反対の位置にある。

「私は、屋敷の中からしか行ったことがないんだけど、この地図で見た感じだと裏側からなら行けると思う。けど裏側は立ち入り禁止になっていて私は行ったことないし、詳くわしいことはわからないんだけど」

「裏側か……警備が厳しいってことなら屋敷に真正面から行くのはまずそうだな」

　出来る範はん囲いで穏便にすませたいと雄一は思っていた。

「警備ね。そうは言うけど一体何から守っているの？　この島によそ者なんてめったにこないように思えるのだけど？」

　奈月と同様の疑問は雄一も抱いていた。この島に来るには自前の船を用意する必要がある。そのハードルは高いだろう。

「あー、なんかねー。ネットで噂うわさが広まってたのよ。いまだに人に言えないような秘祭をやってるとかなんとか。で、噂だけじゃなくて明日祭りをやることまでなぜかばれてんのね。まぁこの島にやってくる手段なんて限られてるんだけど、念願のオカシラ様が復活する祭りだからね。島民の悲願なわけで、ここで失敗したら全部おしゃかなのよ。この島の存在意義すらなくなっちゃうようなね」

「そういや、なんとなく聞き流してたけど、そのオカシラ様ってなんなんだ？」

「神様らしいね。大昔に空から落ちてきたんだって。名前の通り頭だけで。そしてこの島の人達に動物に変化できる不思議な力を与あたえてくれたって。それ以来この島の子供はそんな力を持って生まれてくるようになったの。で、復活って言ってるのは、オカシラ様は頭だけだったからね、体が欲しいらしいのよ。その体にされるために用意されたのが私達ってことね。年に一回、生贄として何人かを捧ささげる。オカシラ様はそれを吸収して体を癒やす」

「なぁ？　それ実際にいるのか？」

　神とは何かと聞かれれば、雄一にとってそれは天上から人々を見守るような目に見えない存在のことだ。だが、梨音はそれが実際にいるかのように語っている。

「いるし、みんなは神様だって信じてるよ。何言ってるんだかとは思うんだけどね。この世界はそのオカシラ様が見てる夢なんだってさ。夢見の時って言うんだけど」

「夢見の時か……アボリジニの神話でそんなのがあったな。半人半獣がさまよう太古の世界で人は眠るとそこに行くとか」

　雄一は友とも美みの言葉を思い出した。世界観の話をしている時に、この世界は何者かが見ている夢だという派は閥ばつがあると言っていた。

「へぇ……雄一はそういうのも詳しいんだ？」

　尊敬するように梨音が言う。

「別に詳しくはないんだけどな。姉ちゃんが教えてくるから覚えてるだけだし。ま、オーストラリアの神話とこの島は関係ないとおもうけど。それでオカシラってのはどんな奴だ？」

「私は衝立越しにしか見たことないんだけど、かなりおっきいよ。まぁね。あれ見ちゃうとね。あぁ、もう駄だ目めだって思ったのよね。私も。でね、こんなことをここの人達はずっと昔からやってるわけで、それでとうとうオカシラ様の体が全快するってことらしいのよ」

「そのオカシラ様ってのが全快して、復活したらどうなるんだ？」

「人類は滅亡して、地球は獣人が支配する星になるとか言ってたけど」

「そりゃまた大げさな話だな」

　どこまで本気にしていいものか。それが神かはともかく、そのような存在がいることを雄一は記憶に止めた。

「とにかく祭祀場に行ってみるよ。高道さんはここにいてくれるか？　後で迎えにくるから」

「携けい帯たいは？」

「え？　この島電波来てるのかよ。でも駄目だな。海水に浸つかってたから……」

　携帯電話は服を着き替がえたときに、どうせ壊れていると放り出したままだった。

「わかった。待ってるから。絶対迎えに来てね！」

「そういやご両親は？」

「……無理だと思う。この島のしきたりにどっぷり浸かってるから。今いま更さら島の外で暮らそうって言っても……」

「わかったよ。そこら辺はそっちの事情だしな。とにかく俺おれは必ず戻ってくるから」

「あ、待って。よかったらこれ持って行って」

　家を出ようとしたところで、梨音が呼び止めた。

　キーホルダーと先ほど見た地図を渡わたしてくる。

「これは？」

「軽トラの鍵かぎ。役に立つかと思うんだけど」

　雄一は奈月を見た。雄一に車の運転経験はない。

「運転ならまかせて」

　雄一はそれらをありがたく受け取り、本当に大丈夫なのかと不安に思いながらも、運転は奈月にまかせることにした。
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　広大な屋敷のなかを迷うことなく睦子は進んで行く。

　愛子達はその後を追いかけていた。

　幸い広大な割に人は少ないらしく、滅多に人に出会うこともなかった。おかげで今のところ戦いは発生していない。

「あの、帰り道わかるんですか？」

「あぁ大丈夫！　全部覚えてるから！　今回なんて全然楽勝よ！　だって見えてたんだし」

　睦子は自信満々に言った。

「目め隠かくしされてても大丈夫よ！　車に乗せられててもわかるから！」

「ま、今更だけど、お姉ちゃんは、もしさらわれたら？　とかのシミュレーションはばっちりだよ。野呂さんも教えてもらっといたら？　またさらわれそうな顔してるし」

「どんな顔よ！」

　依子の馬鹿にしたような言葉に愛子は反発した。

　依子を軽くにらむ。だが依子の右腕がぶらぶらとただ揺ゆれているだけなのを見た愛子は、顔を曇らせた。

「依子ちゃん、腕、大丈夫？」

「あぁ。別にこれぐらいは。なんです？　心配してくれるんですか？」

「そりゃ、ね。気になるじゃない」

「大丈夫ですよ。右手、つまり利き手を怪我してしまいました。これではご飯を食べるのも一苦労です」

「だったら……」

　愛子はそれこそ大変だろうと思う。

「えぇ。だから兄が食べさせてくれるのです！　利き手を怪我して困っている妹のサポートを兄はしてくれるはずです！　あーんて！　あーんて、してくれるはずですよ！　なんだったら口移しでもいいですよ！　あ、いや、さすがに口移しをしなければならないシチュエーションは無理がありますか？」

「はい？」

　愛子は依子が何を言っているのか理解するのに少し時間がかかった。

「え？　じゃもしかしてそのために右手で……」

　そんなことのために右手を捨てるのかと思うと、それはそれですさまじい根性だと愛子には思えた。

「それにですよ。こんな状態では着き替がえもままならないじゃないですか！　こちらも兄は手伝ってくれるはずです。えぇ、仕方ないですよね！　だって無理ですもん！　着替えの最中に痛みに身をよじったりして、兄に抱きついたり、兄の手を誘ゆう導どうしたりしても、こけちゃったりして、兄におおいかぶさったりしても、払いのけたりはしないですよ！　怪我人ですし！　こんな時に甘える妹を兄は無下にはしませんよ！」

　大義名分を得た依子はここぞとばかりに輝いている。

　愛子はそんな依子を半目でじとりと見つめ続けた。

「ま……そんなに痛くはないんですよ。降ふる神かみの効果で痛みを抑おさえられます。兄ぐらいになれば完全に遮断出来るみたいですけど」

　さすがに一人ではしゃぎすぎたと思ったのか、愛子の視線がきまずかったのか、言い訳するように依子は言った。

「そんなこと言われても……」

　依子の右腕は肩かたから先が動いていない。むき出しの腕は所々青くなっていてとても痛々しく見える。これで痛くないと言われても信じることが出来なかった。

「痛いの痛いのとんでけって知ってますよね？　あれ実際に効果があるんですよ。それは知ってました？」

「そうなの？　気休めみたいなものかと思ってたんだけど」

「気休めではあるんですけどね。痛い部分をさすることによって、痛みの信号をごまかすことができるんです。ゲート・コントロール・セオリーって言うんですけど。それとは別に、痛いの痛いのとんでけって言葉自体にも意味があるんです。人は思い込みで痛みの強弱が変わるんですよ。だから心の中で痛くない、痛くないって唱えるだけでも痛みが抑えられたりするんです」

「まぁ！　野呂さんもゲート・コントロールに興味が！」

　睦子が興きよう味み津しん々しんで話に割り込んできた。

「え？　いえ、そこまで興味があるわけでも……」

「ゲート・コントロール・セオリー。門調節系説とも言うわ！　このゲートは脊髄の入り口にあってね、脊せき髄ずい後こう角かくの膠こう様よう質しつ細さい胞ぼうっていうんだけど、痛みはここを通って脳に伝えられるの！　このゲートを通して痛みを伝えるのがＡデルタ繊せん維いとＣ繊維っていう細い神経ね！　Ａデルタ繊維は鋭い痛み、Ｃ繊維はじわじわ痛いのを伝えるの！　で、痛いの痛いのとんでけは、さすったり圧迫されたりといった刺激を伝えるＡベータ繊維を通る情報を増やすってことなのよ！　ゲートはこの太い繊維と細い繊維の両方の情報を通すんだけど、太い神経であるＡベータ繊維の情報が一杯になっちゃうと、ゲートの処理が飽和しちゃって細い繊維の情報を通さなくなるの！　それにより痛みの信号が届かなくなって――」

　途と中ちゆうから愛子は聞いていなかった。

　睦子の記憶力は確かだったようで、あっさりと玄げん関かんに到とう着ちやくする。脱ぬいだ靴くつはそのまま置いてあったので愛子たちは靴を履いた。

　愛子は警けい戒かいし、周囲を見回したが特に何も見当たらない。

「ここへ来たときに門番は二人いたはずなんだけど、いないようで助かったわ！」

　愛子達は喜び勇んで、玄関を飛び出した。




　愛子はこれを後で知ったのだが、この時、門番の二人はすでに祭祀場に向かっていた。もうすでに準備の局面は終わっていたのだ。

　そしてそれは島を巡回警護していた者達も同じだった。

　一組六名が四組。計二十四体の獣人達も祭祀場へと向かうべく、縊坂の屋敷へと戻ってきているところだった。




　つまり愛子達ははりきって玄関を飛び出したところで、冷ややかな目で見つめる獣人の群れと鉢合わせたのだった。







第七章　愛あい子この犬がやってきた







「これ……どうにかなるんでしょうか？」

　たらりと汗が額を伝う。愛子はすがるように睦むつ子こを見つめた。

「うーん、さすがにね。これは……」

　いくら睦子でもこの状じよう況きようを打開する策はないらしい。

　愛子は見回した。

　獣人だらけだ。一目でわからないぐらいの数がいる。おそらく二十体はいるだろう。

　縊くくり坂ざかの屋や敷しきを出てすぐの所だ。

　では、もう一度屋敷へと戻るのはどうか？　そう考えたところで屋敷から足音が聞こえてきた。逃げ出したことに気づかれて追っ手がやってきたらしい。

「戦うだけ無む駄だっぽいですね」

　依より子こも諦め気味にそう言った。

「えーと、もう一度捕まるというのはどうですか？　ほら、一応丁重には扱ってくれてたわけですし」

　愛子はそう言ってみたもののそれに現実味がないことはわかっていた。その丁重な扱いを無下にして逃げてきたのは愛子達だ。警戒はさらに厳重になるだろうし、逃げ出すチャンスは二度と訪れないだろう。

「野の呂ろさん！　ここらで都合よくゆうくんが助けに来てくれるなんてことはないかしらね！」

「そ、そうですよ！　坂さか木きくんならこんな時、都合よく来てくれたりするんですよ！　ほら！　私ヒロインらしいですし！」

「野呂さんがヒロインとか言うのは無視するにしても、お兄ちゃんが可愛かわいい妹の危機にあらわれないなんてそんな馬ば鹿かなことないですよ！」

　三人は一斉に声を上げた。

「ゆうくーん！」

「坂木くーん！」

「お兄ちゃーん！」

　三人の叫さけびが山間部にこだまする。

　獣人達の目がよりいっそう冷ややかになったように愛子は感じた。

「ちょっと！　これはどういうこと！　ここで来ないなんてゆうくんは何やってんのよ！　これは許しがたいわ！　後でお仕置きするしか！　勇午ばりの拷ごう問もんにかけるしか！」

「お姉さん、このままじゃ、その後がないですよ！」

　獣人の包囲が狭まってくる。

「こいつらなんだ？」

「あぁ知ってる。昨日捕つかまえたんだ。俺は一いつ緒しよの組だった」

「逃げたってか。見張りは何やってんだよ」

「丁度いいんじゃねーか？　どっちにしろ祭壇に行くんだ。連れて行きゃいい」

　生贄としての用途はあるらしく、今すぐに殺されることはなさそうだ。

　――どうしよう!?

　愛子は迷った。

　吸きゆう血けつ鬼きの力を解放するべきか。このまま捕まって助けを待つべきか。

　睦子か依子の血を吸えば吸血鬼化は出来るはずだ。だがそれでこの人数の敵をどうにか出来るのだろうか？

　わからない、だがやるべきだ。そう愛子は考えた。もし倒たおしきれなかったり、逃げ切れなかったりしても犠牲になるのは自分一人で済む。睦子と依子にはまだ生贄としての価値があるはずだ。

「あの、お姉さん……血、吸ってもいいですか？」

　睦子の側に行き小声で頼む。

「まぁ！　あれをやるつもりなのね！　いいわよ！　けど大丈夫？」

　睦子は快諾した。なんのためらいもない。

　愛子は睦子の背後へと回った。睦子が中腰になる。そっと首筋に唇を当てた。

　意識を集中して牙きばを伸ばそうとしたとき、それは起こった。

　犬とイタチと熊くまの首らしきものが宙を舞ったのだ。

「へ？」

　それが何かを確認しようとしたところで、さらに猫ねこやら猪いのししやらの首が飛んでくる。

　気持ちいいぐらいにぽんぽんと首が飛び跳ねていた。

　愛子が呆あつ気けにとられていると、愛子の周囲を囲んでいた獣人達は全すべて倒れ伏していた。全員に首がなかった。

「坂木くん……じゃないよね？」

　だが雄ゆう一いちがいくら人間離れしているといってもここまではしないとも思う。

　愛子はあたりを見回した。

　獣人が一人立っていた。

　狼おおかみ型がたの獣人。どことなく精悍な顔つきに見えた。身長は二メートル程ほどで、大柄な逞しい体格をしている。

　愛子達を襲おうとした獣人の生き残りではない。この惨状はこの人狼が引き起こしたのだと一目でわかった。それが発する気配は、この島で出会った獣人達とは異なるものだからだ。

　人狼は愛子の前にやってくると、膝をついた。深々と地に着けるように頭を下げる。小こ柄がらな愛子からすればそれでもその人狼は大きく感じられた。

「あ、あの……」

　愛子は何がなんだがわからずに戸と惑まどった。

「野呂さん！　顔を上げよ！　って言えばいいんじゃないかしら！　なんかそんな雰ふん囲い気きを醸し出しているもの！」

　確かにこのまま放置していればいつまでもこの状態を続けそうだった。

「すみません、顔を上げてもらえませんか」

　愛子の言葉に応じて人狼が顔を上げる。とても美しい狼だった。

「なんだろ、こういうのイケワンって言えばいいのかな？」

　依子が人狼を見て言う。

「あの、ありがとうございます。助けてくれたんですよね？」

　おそるおそる聞く。

「なんというもったいないお言葉……」

　愛子はびくりとして後ずさった。狼が泣いていた。

「えーと、普ふ通つうにしてもらえないですか？」

　普通というのもよくわからないが、このままでは話が進まない。愛子はそんな予感がした。

「助けてくださったんですよね？」

「その通りです。姫ひめを害しようなど言語道断。即刻首を刎はねた次第です」

「姫？　って……あの、まぁ、なんとなく、この流れからわかる気もするんですが、私のことですか？」

　自分が姫と呼ばれていることを受け入れるのは少し恥はずかしかった。

「もしや……私のことは覚えておいでではないのですか!?」

　人狼が詰つめ寄よってくる。愛子はさらに後ずさった。

「はい、覚えておいでではないです。全く心当たりがないんですが、人違いってことは……」
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「それだけはありえません。私が姫の匂においを見誤るなどありえない！」

「匂い……」

　匂いを強調されるのはかなり恥ずかしく思えた。

「ちょっと状況がわからないんだけど、とりあえずあなたは味方ってことでいいかしら？」

　睦子が人狼に問いかける。

「あぁ。お前が姫の味方であるのなら必然的にそうなるだろう」

「ここでお話ししてるとまた、別のやつらがやってくるかもしれないからとりあえずどこかに移動しない？」

　睦子がそう言うと人狼は伺いを立てるように愛子を見た。

　――もしかして……この人、ずっとこんな感じなの!?

「あ、あの。この人は部長さんなんです。私より偉いんです。そのあたり考慮してもらえると……」

「わかりました。姫からのお言葉がなく、問題を感じないような場合には、ブチョウに従いましょう」

　本当にわかってくれたのか、不安になる愛子だった。





＊＊＊＊＊






　雄一と奈な月つきは、港に放置されている荷物の中から使えそうな物を軽トラに積み込んだ。

　地図を確認し、祭祀場へと向かう。祭祀場は山を挟んで、縊坂の屋敷の反対側だ。

　港から海岸線沿いの道をぐるりと回って、立ち入り禁止区画である島の反対側へと移動する。

　表と裏の境目は明確にフェンスで区切られ施錠されていたが、雄一のピッキングスキルであっさりと解錠することが出来た。

　幸い心配したほど奈月の運転は下手ではなかった。ただ、数少ない信号機の表示をことごとく無視しているのは多少気になる。

「武たけ内うちはどこで運転なんて覚えたんだ？」

「覚えるなんてほど難しいことでもないと思うけど」

　島の反対側までくると山の後ろ側が見える。こちらは崖がけになっていた。茶色い岩いわ肌はだがむき出しになっている。

　そこにあり得ない物を見て、雄一は目を疑った。

「……宇宙船……だよな？」

「さぁ？　私はこれまでに宇宙船を見たことがないからわからないけど」

「そりゃ俺も見たことないけどさ」

　山の岩肌に宇宙船が突き刺さっている。雄一にはそう見えた。

　銀色に輝かがやく流線型の物体が山の中腹から飛び出している。雄一は地図を確認した。祭祀場の位置は宇宙船らしきものがある位置と一致している。

　港から丁度反対の位置に来たところで、山へと進路を変えた。

　ここからの道は舗装されていない。ガタガタと車が激しく揺れた。

　近づけば近づくほど、山に突き刺さったそれは宇宙船にしか見えなくなっていった。

　角度からすると、空から斜めに落ちてきて突き刺さったのだろう。ますます宇宙船のように雄一には思える。

「祭祀場だってならそれでいいけどさ」

「何か気になるの？　あれを誰だれがなんと呼んでいようとどうだっていいのでは？」

「そうなんだけど……俺帰ったらグーグルマップで確認してみるわ」

　ほどなくして車は崖の下に到着した。

　車から下り、雄一と奈月は崖を見上げた。

　ほぼ垂直に切り立った崖だ。そう標高の高い山でもない。全高は四百メートルほど。宇宙船は中腹なので下から二百メートル程の位置になる。

「何か祭祀場に向かう道でもあるかと思ってたんだけどな」

　まさか祭祀場が崖に突き刺さっている宇宙船だとは思いもしなかった。

　雄一は地図を再度確かく認にんする。なんとなくだが、この宇宙船の入り口は山の中にあるのではと思う。

「最初にこの宇宙船があってそこにたどり着くための、通路とか門とかとして屋敷を後から作ったってことか」

　だがそんなことがわかったところで、宇宙船の中に入れるわけでもない。

「また、反対までいくのも面倒だしここを登るか。そのほうが早いだろ」

　雄一は持ってきた荷物の中から人工蜘く蛛もの糸のロープを取り出し肩にかけた。

　崖を見上げ軽くルートを把は握あくすると、跳ちよう躍やくして岸壁に手をかける。

「武内はどうする？」

　ロープを設置した後で迎えに来ればいいかと、下を見て話しかける。

　いない。

「何、勝手に一人で行こうとしてるの？」

　奈月の声は隣となりから聞こえてきた。

　手に持ったメスを岩肌に突き刺して体を保持している。

「それ、そんな風にも使えるんだ……」

　雄一が呆気にとられて見ていると、奈月はメスを使ってするすると岩肌を登っていく。

「グズグズしてるなら置いていくけど？」

　雄一は慌あわてて奈月の後を追った。

　岩肌は頑丈で手がかりも多い。雄一はそれほど苦もなく二百メートルを登り切った。

　遠目で見た時には、つるつるとして手がかりなどないように見えていた宇宙船だが、近くで見ればそれなりにでこぼことしている。雄一達たちは外壁を伝い宇宙船の上へと登った。

「って、これ入り口とかあんのかよ」

　宇宙船の上から辺りを見回す。登ってみればかなりの広さだった。

　宇宙船の幅はばは百メートルはある。長さは、見えている部分だけでも二百メートルはあった。

　見たところ出入り口に類するようなものは見当たらない。

「坂木くん、それは？」

　奈月が足あし下もとを指差している。

　よく見てみれば船体には所々亀裂が入っていた。

　雄一は亀裂のそばにしゃがんだ。奈月も隣にやってきて一緒に覗のぞき込こむ。

　床ゆかや壁かべが全体的に発光しているため、中の様子は見やすい。

「は？」

　予想外の光景に、雄一は声を漏らした。

　宇宙船の中では小こ西にし妃ゆ里りが激高していた。







　亀裂から見た宇宙船の中は円形のホールになっていた。直径五十メートルほど、天井までの高さは五メートルほどだ。今は誰も天井に意識を向けていないが、気をつけないと覗いていることがばれてしまうだろう。

　入り口と反対側の端に祭壇らしきものがあり、そこに金色の塊かたまりがうずくまっている。

『神』

　そんな文字が目に入った。どこが頭かはよくわからなかったが、文字の下がそうだろう。

「……すげぇ。とうとう神まで見えたよ……」

　雄一は小声で呆あきれたようにつぶやいた。

　ソウルリーダーを信じるなら、ここが祭祀場で金色の塊がオカシラ様であることは間ま違ちがいないだろう。

　雄一はオカシラのサイズを目算した。うずくまっていて、どんな姿なのかはわかりづらいが、アフリカ象ぐらいの大きさだろう。体長六メートル、体高三メートルといったところか。

　祭壇は衝立に囲まれていて下からでは見えないようになっている。

　祭壇の前には数人の人物がいて言い争いをしているように見えた。

「これはどういうことですの！」

　一人は派手なサマードレスを着た小西妃里だ。怒いかりをあらわにしている。頭上の文字は『獣人（猫）』だ。

　その後ろには着物姿の少年。頭上の文字は『獣人（狼）』だった。見覚えがある。奈月に告白していた少年のはずだ。

「城じよう之の内うち隆たか史し、と名乗っていたけど」

　いつかは忘れたと言っていたが、覚えていたようだ。あの時は愛子に説明するのが面めん倒どうだったのか、それとも雄一の手前興味を持っていないふりをしたのか。

　小西妃里が食ってかかっているのは和服を着た小柄な老人だった。頭上の文字は『獣人（狒々）』。

　おそらくは島主の縊坂道どう玄げんだ。

　老人はその立ち姿や、どう猛な気配から察するにこの中で一番強い。獣人の従属関係は強さで決まると梨音に聞いていた。ならばあれがこの島で一番の権力者のはずだ。

　老人の背後に複数の男達たちが控ひかえているのもそれを裏付けている。

「どう、とは？」

　道玄は妃里の無礼な振る舞いを気にすることなく答えた。

「野呂愛子が！　私が捕まえたあの女達が逃げ出したというではありませんか！　これでは話が違うのではありませんか!?」

「あぁ、逃げたらしいな。そう聞いている」

　逃げた。それは雄一にとって朗報だった。それならば無理に踏み込んで戦う必要も無い。

「らしい？　なぜそんな悠長にしていられるのですか！　あなた方にとっても生いけ贄にえは重要なのでしょう！」

　その疑問は雄一も覚えた。道玄には余よ裕ゆうがある。まるで逃げた生いけ贄にえなどどうでもいいようだ。

「生贄か、そうだな。確かに生け贄は重要だが」

「それだけですか！」

「屋や敷しきから出たところでこの島から出ることなどかなわぬよ。そのうち捕まるだろうさ」

「もういいです！　あなた方にまかせていては台無しになりますわ！　彼かの女じよらは見つけ次第私がこの手で始末します！　よろしいですね！」

「ふむ。それはいかんね。これ以上贄を減らすわけにはいかんのだよ」

　振り返り、帰ろうとした妃里の行く手を男達が遮さえぎった。

「処女の生贄はオカシラ様が復活なさった後のものでね。復活祭に彩りを添えるものではあるが絶対に必要というものでもない。だがオカシラ様の傷を癒やすためにはまた別の……」

「あなた、何をおっしゃって――」

　道玄の配下達が妃里の周りを囲んでいた。

「獣人の生贄が必要となる。我らも古よりオカシラ様に仕える者。オカシラ様に命を捧げること自体はやぶさかではないが……それでも出来ることならば島民以外から贄を募りたいと思うのが人情であろう？」

　ぞわりと祭壇の上で金の塊が動いた。

　首をもたげ衝立の上から顔を出したのだ。

　雄一は衝しよう撃げきを受けた。

　それが人の顔をしていたからだ。

　オカシラはすばやく舌を伸のばし、隆史に巻き付ける。あっという間に隆史を口元へと運んでいた。

「うわああああ！」

　オカシラに咥えられた隆史が叫ぶ。その体が途と端たんに獣化した。人狼だ。

　だがそこで獣化することにさほどの意味はなかった。隆史の体はオカシラの口元あたりとすでに一体化していたからだ。

　飲み込むでもかみ砕くでも無い。隆史はオカシラに吸収されているように見えた。

　隆史の体がだんだんと小さくなっていき、原型を失っていく。

　その間、妃里はその光景を呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　妃里がなんとか正気を取とり戻もどしたのは、隆史が半分以上吸収された時点だ。

「はかりましたわね！」

　叫びと共に妃里が獣化した。以前に雄一が見た半獣の状態では無い。全身に金の獣じゆう毛もうを生やした猫型の獣人へと姿を変える。

　その変身は逃げるためか、戦うためか。だがそのどちらも妃里は出来なかった。

　いきなり背後から現れた獣人達に押さえつけられ、床に叩たたきつけられたからだ。

「よかったではないか。どうやらお前は復活された後の贄のようだ」

　妃里の前へやって来た道玄が見下ろしにたりと笑う。

「刻限まで閉じ込めておけ」

　妃里は引きずられていった。

　オカシラは妃里には興味がなかったらしい。隆史を完全に吸収すると満足げにうずくまった。

　そして顔を天てん井じようへと向ける。

　それは雄一を見て笑った。大きな顔を歪ゆがめ、人ではありえないほどに口角を上げて笑う。

　雄一は、その瞬しゆん間かんからそれを殺す方法を考え始めた。
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　愛子達は山を下りていた。

　人狼を先頭に、愛子、依子、睦子と続く。幸い今のところ追っ手は来ていないし、島民にも遭そう遇ぐうしていない。

「私は野呂愛子といいます。この子は坂木依子ちゃん、こちらが坂木睦子さんです」

　愛子は人狼に睦子と依子を紹しよう介かいした。

　人狼を少し怖いと思っていた愛子だが、だんだんと慣れてきていた。

「ノロアイコ様……そう名乗られているのですね」

　人狼の日本語は流暢だが、時折イントネーションがおかしいことがあった。

「あなたのお名前は？」

「覚えておられないのですね……」

　人狼は悲しそうにうつむいた。

「ごめんね。本当に覚えがなくて……」

　愛子はこの人狼について全く覚えがないと断言することができる。だが、うなだれる人狼が可哀想に思えた愛子は申し訳なさそうに謝あやまった。

「滅相もございません！　私ごときの名など覚える価値もないのは当然のことで、姫にはなんの落ち度もございません！」

「名前がわからないと不便だからとりあえず教えてくれませんか？」

　話の進まなさに苛立ったのか、依子が割り込んだ。

「ネロと申します。姫より授かりし名です」

「で、ネロが唐とう突とつにやってきたのはなんでなの？　助かったのだけど不可解ではあるわ！」

　ようやく名前を聞き出せたところで睦子も質問した。

「私は世界を廻り姫を捜し続けていたのだが、先日突とつ然ぜんに姫の力を感じ取ったのだ」

「ああ！　あれね！　野呂さんが変身したやつね！」

「変身？」

　依子が首をかしげる。愛子は依子が先日の事件の詳細を知らないのだと気付いた。愛子が吸血鬼だということも知らないはずだ。

「そ、それはまた今度ね！」

　今説明するのはややこしいと思った愛子はごまかした。

「姫が日本にいることはわかった。それで日本にやってきたのだが、そこで妙みような女に出会ってな。姫がこの地にいることを教えてくれたのだ」

「その女が何者か気になるわね。合宿のスケジュールにこの島が組み込まれていることを知っている人は限られると思うのだけど……それはそうと、なんで野呂さんが姫なの？」

「ネロさん！」

　愛子は突然大声を上げた。

「あの、私はその姫だとかに、まったく心あたりがありませんし、その事を言われても困るだけなんです。ですから、その事はその……」

　愛子は不安になった。自分が全く知らない姫とやらについて語られたとしてもどうしていいかわからない。何を言われたとしてもそれが自分と関係があるとは思えなかったのだ。

「わかりました。姫……アイコ様には今の生活がおありでしょうし、それを脅かすつもりはございません。今後はノロアイコ様に忠誠を誓い、お仕えいたします」

「忠誠は誓っちゃうんだ……」

　話はわかってくれたようで愛子は安心した。忠誠を誓われても困るが、何を言っても無駄な気がして愛子はそれについてはとりあえず置いておくことにした。

「さて、そっちの話は一段落ついたということなら今後の事を考えたいのだけど！」

「でもどうしたらいいんでしょう……この島から逃げ出せばいいんでしょうか」

　元々は合宿のためにこの島にやって来た。だがもうそんなことをやっている場合ではないだろう。

「そうね。逃げ出すなら秋子さんに来て貰うのが手っ取り早いんだけど」

「でも秋子さんにどうやって連れん絡らくするんですか？　携けい帯たいは取り上げられちゃいましたけど」

　脱出時に奪われた携帯を取り返す余裕はなかった。

「そこらへんの民家に押し入って電話かければいいんじゃない？　番号なら覚えてるから大だい丈じよう夫ぶよ！」

　この島全体が敵だとしたら、不法侵入だなんだと考えるだけ無駄かもしれないが、多少の罪悪感を覚える愛子だった。

「というか、こんな時にゆうくんは一体どこにいるのよ！」

「お姉さん……やっぱり、この島に来てないんじゃ……」

　雄一がこの島に来ているという確証が何もなく愛子は不安になった。

「ユウクンですか。他にもお仲間が？」

　ネロが聞いてくる。

「弟なんだけどね。海に突き落としたから少し遅れてやってくるはずだったのだけど」

「……もしや、女性も一緒ではないですか？」

「どこかで会ったの？」

「この島にくる途中で女性を抱かかえて泳いでいる少年を見かけました。この島に向かっているようでしたが」

「なるほど。となるととっくにこの島には来ていそうね！　どうにか合流しないと！」

　愛子達はまず港に向かうことにした。雄一がやってきたなら港になんらかの痕跡があるだろうと考えたからだ。
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　奈月が震えている。

　雄一は奈月を抱きしめていた。

「ごめん……もう少しだけこのままでいさせて」

　いつにない反応だった。

　よほどオカシラとやらが恐ろしかったのだろう。無理もないと雄一も思う。

　だがいつまでもこうしてはいられない。あれがまだ復活していないというなら、今がチャンスだ。今のうちに睦子達たちと合流して島を脱出しなければならない。

「武内は戻るか？」

「え？」

　奈月は子供のように怯おびえた顔を見せた。

「さっきの話を聞いた感じだと姉ちゃん達はうまく逃げ出したらしい。だとしたら港に行くと思うんだよ。だから……」

「坂木くんはどうするの？」

「小西が捕まってたからな。助けに行かないと」

「どうして？」

　奈月が疑問に思うのももっともだ。

　小西妃里とはほとんど話したこともない。それに、いきなり襲おそいかかってきた。雄一に助ける義理はないし、助けたところでまた敵対するかもしれない。

　だが、だからといって見捨てるという選択は雄一にはなかった。

「俺おれは姉ちゃんに変な修しゆ業ぎようを受けさせられて、普通よりは力があるんだと思う。何のために、ってのはなかったんだけどさ。でもせっかくある力だ。この力で誰かを救えるなら、役に立てるならって思うんだよ。あ、あれじゃないぞ。力には責任が伴うとかいうやつな。俺、あれ大嫌いだから」

　言ってみたものの少し恥ずかしくなった雄一は頭をかいた。

「……一緒にいく。私でも何かの役には立つかもしれないし。けれど、アレをどうにかしようなんて考えないほうがいい。アレは人知を超えた化物だから。台風や津波と同じ。戦おうなんて考えるようなものじゃない」

　もしや奈月はこれまでにあのような存在と対峙したことがあるのかもしれない。だが雄一は詮索しようとは思わなかった。この怯えぶりだ。それは思い出したくもない嫌な記き憶おくかもしれない。

「救出が目的だから戦う必要はないだろ」

　だが雄一の思考はアレをどう屠ほふるかということに割かれている。わずかな情報から、いかにしてアレを倒すかを考え続けている。

「ま、それはそうと、どうにか中に入らないと助けるも何もないんだけどな」

　雄一はそっと奈月を放すとあたりを見回した。すぐに大きめの亀裂が見つかった。人一人ぐらいなら通れそうな大きさだ。

　雄一たちは、侵入する前に一いつ旦たん下に降りて使えそうな荷物を持ってくることにした。
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　港には獣人が待ち構えていたが、ネロの敵ではなかった。

　化物としての地力がまるで違う。

　この島の獣人は所しよ詮せん人間に毛の生えたようなものでしかない。いくら恐ろしげな姿をしていたところで真の怪物の前には為す術もなかったのだ。

　ネロは愛子の「できたら殺さないで」という願いも忠実に守っていた。実力差がありすぎるのでどうにでもなるのだろう。

「ネロ無双！　イージーモードすぎて歯ごたえがないわ！」

　睦子は無邪気な様子ではしゃいでいる。

「お姉さん、そんなこと言ってる場合じゃないですよ」

　愛子は港を見て言う。

　船が一隻も係留されていなかった。

　この島にやってきた時には何隻かが港に浮ういていたことを愛子は覚えている。

「なるほど。まず島からの逃走手段を奪う。当然よね！」

　睦子は倒れている獣人の懐を探さぐって無線機と携帯電話を取り出した。

「携帯電話はつながらない。となると固定電話も無理かしら。多分本州とはマイクロ波通信だから基地局で簡単に制限できるし……」

　睦子がぶつぶつと言っていた。

「お姉ちゃん！　お兄ちゃんやっぱり来てるみたい」

　放置してあった荷物を確かく認にんしていた依子が言う。

　皆みなは依子の下に集まった。

　雄一達が着き替がえた形跡があった。脱ぬいだ服が放置されているし、鞄かばんからは服が減っていた。雄一が身につけていた錘おもりが置いてあるのが何よりの証拠だ。

「じゃあどうにかして合流して脱出しましょうか！　流石に合宿やってる場合でもないしね！」

　睦子はそう言いながら自分の荷物を探り携帯電話を取り出した。

「携帯つながらないんじゃないんですか？」

　先ほどそんなことを言ったばかりだ。

「あぁ！　これはね！　衛星携帯電話だからどこからでもかけられるのよ！」

「なんかずるいと思うのは私だけでしょうか……」

　睦子は別べつ荘そうで待機している秋子に電話をかけて迎えを要よう請せいした。実にあっけない。

「さて。これで足は確保できたのだけど、ゆうくんを見つけないとね。ネロは匂いで追跡とかできる？」

「その荷物がユウイチのものですか。ならば可能でしょう」

　さっそくネロは匂いをたどり始めた。







　雄一は港の近くの倉庫に行き、そこから少し移動して民家へと入ったらしい。

　そこで匂いが途切れているので車で移動したのだろうと、ネロは言った。

「倉庫には何もなかったし、この家はどうかしらね！」

　そう言う睦子の左手は銀色の手てつ甲こうで覆おおわれていた。防具でもあり武器でもあるらしい。

　愛子も電極射出式のスタンガンを持たされたが、これが獣人に通用するのかは怪あやしい限りだ。

「中に人が。お気をつけください」

「ネロは本当に便利だわ！　ねえ、うちの子にならない？」

　愛子たちは長屋の前にいた。雄一はここに立ち寄っているので行き先について手がかりがあるかもしれない。

　表札には高たか道みちとある。睦子が玄げん関かんのチャイムを鳴らした。

　すぐに誰かがやってくる気配がした。

「雄一！」

　喜び勇んだ声と共に玄関が開けられる。

「雄一？」

　依子の眉がぴくりと動いた。女の声だ。愛子もなんとなく嫌な予感がする。

「誰？　あんたら？」

　出で迎むかえた少女は落らく胆たんとともにそう言った。

　愛子達と同年代に見える少女だ。茶色で巻き気味のミディアムロングヘア。白いキャミソールに紺のジーンズというシンプルな服装だが、愛子の第一印象はとにかく胸がでかい、だった。

　これまで見た中では最大なのではなかろうかと思う。ここまで大きいと羨うらやましいというよりは、なにか尊敬の念のようなものが沸き上がってきた。

「私達は星せい辰しん高こう校こうサバイバル部よ！」

「あの、お姉さん、それ初対面の人にする自己紹介じゃないです」

「あぁ！　もしかして、あんたが雄一のお姉さん？」

　だが睦子の一方的な自己紹介でも話は通じたらしい。

「ということはやっぱりゆうくんはここにいたのね！」

「うん。とりあえず上がる？」

　愛子達は少女の家に入った。ネロは念のために外を見張ると言うのでそのまま待機させている。

　中に入った愛子達はちゃぶ台の前に座すわった。飲み物を持ってきた少女が向かい側へと座る。

「雄一はあんた達を助けに行ったと思うんだけどすれ違っちゃった？」

　高道梨り音おんと名乗った少女は少しきまずそうに言った。

「みたいね、どこに行ったかわかるかしら？」

「祭祀場だと思うけど。生贄はそこに連れてかれるって教えたから」

「うーん、どうしたものかしらね。今から追いかけてまたすれ違うというのもなんだし……」

　この島はそれなりに広い。適当に移動すればまたすれ違う可能性は高いだろう。

「ここで待ってたらどう？　儀ぎ式しきが始まってお姉さん達が捕つかまってないって気づいたら雄一もここに戻ってきますよ、約束しましたし」

「さっきから聞いていれば……雄一、雄一と馴なれ馴なれしいですね！」

　苛いら立だちを隠そうともせずに依子が言う。

「はぁ？　なに急にキレてんの？」

　梨音としても依子の態度が不可解なのだろう。不機嫌に返した。

「依子ちゃん、失礼だよ」

　だがそう言う愛子も内心穏やかではない。親しげな様子に胸がざわつく。

「その、約束ってなんですか？」

　少し気になったので愛子は聞いてみた。

「生贄にされて殺されるなんていやだからさ、連れて逃げてって頼たのんだのよ。ま、愛の逃避行ってやつ？」

「あぁ！　だったら簡単ですね！　生贄になる前に死んじゃったら解決ですよ。お手伝いしましょうか？」

「なに、このガキ！　むかつく！」

　愛子はいがみ合う二人をおろおろと見つめた。

「じっとしてるよりは、手がかりを残しつつ移動した方が合流はしやすそうね。この無線機を置いていくからゆうくんがここに来たら教えてくれるかしら？」

　睦子は獣人から奪うばってきた無線機をちゃぶ台においた。

「坂木くん車で移動したんですよね？　歩いて追いかけるんですか？」

　島はそんなに大きくはないとはいえ、車を使ったぐらいだから祭祀場は遠いのだろう。

「車ならその辺にあったじゃない！」

「すっごいナチュラルに泥棒宣言しないでくださいよ……」

　罪悪感というものをまるで感じさせない発言だった。それに先ほどの無線機もごく自然に持ってきてしまっている。

「緊急事態だから仕方がないのよ！　法律でも緊急避難についてはちゃんと規定されてるんだから！　刑法三十七条よ！」

　睦子に緊急避難とか正当防衛といった大義名分を与あたえてはいけない。愛子はそう思った。







　梨音の家を出て愛子はすぐに異変に気付いた。

　ネロが唸っていたのだ。

　どうしたのか聞くまでもなくネロが何を警けい戒かいしているのかはすぐにわかった。

　化物が、いた。

　巨きよ大だいな人間の顔が、高みから見下ろしている。

　四本足の獣の体、背には翼つばさ、尻尾しつぽは蛇へび。現実には存在しない、空想の中にしかいないような金色の獣がそこにいた。

　愛子の足がすくむ。圧倒的な存在を前に身動きが出来なくなる。

「オカシラ様……」

　見送りに出てきた梨音が恐れの混じった声でつぶやいた。

「ほう？　高道の娘か。死んだとばかり思っておったよ」

　その声は化物の足元から聞こえてきた。

　和服を着込んだ猿がそこにいる。

「島主さま、あの、これは」

　梨音はしどろもどろになった。

　この猿の獣人が島主、縊坂道玄なのだろう。

「これはまた凄すごいのがでてきたわ！　スフィンクス？　鵺？　ケルブ？　ラマスー？　マンティコア？　キマイラ？　まあ、なんにしたってネロがいれば大丈夫よ！　ほら、野呂さんがおびえてるじゃない！　守護騎士たるあなたがここで頑張らなくてどうするの！　さあ！　いくのよ！」

　睦子はいつものように堂々と、怯えることなく化物の前に立っていた。左手を腰こしにあて、右手で化物を指し示す。自分が主人だとばかりに号令した。

「おう！」

　ネロが応え、地を蹴る。

　愛子の目にも止まらぬうちにその決着はつくはずだった。

　ネロも油断していたわけではない。その刹那に繰り出された化物の爪つめをかいくぐり、己おのれの爪を届かせたのだ。

　ネロの爪が化物のこめかみをえぐる。それはそのままその化物の脳髄を吹き飛ばすはずだった。

　だがそれは成されない。爪は半ばで止まってしまっていた。爪はそれ以上進みも戻りもしなかった。

　なぜならその爪は、腕うでは、化物と一体化しつつあったからだ。

「姫ひめ！　お逃げくださ――」

　敗北を悟ったネロの言葉が途切れる。

　ネロの体は瞬く間に化物の内に取り込まれた。

「へ？」

　睦子が間の抜ぬけた声を漏らす。だがそれも束の間、すぐに左手を化物へと向けた。

　手甲に装そう填てんされていた円盤が勢いよく飛び出す。

　だがその円盤は化物の強靱な体に簡単にはじかれてしまった。

「参ったわね……それなりの威い力りよくはあると思ってたんだけど、筋肉が分厚すぎて痛痒すら与えてない感じだわ」

　睦子自作の飛び道具、チャクラムシューターは全く通用していなかった。

「ネロさん！」

　愛子が悲痛な叫さけびを上げた。

「さて、祭りはまだ始まってはいない。贄は出番までおとなしくしていてもらおうか？　連れて行け」

　道玄の命に従い、獣人たちがあらわれる。

「ちょっと！　儀式で復活する神がなんで刻限前に動いてるのよ！　反則だわ！」

　捕まりながらも睦子は大声で文句を言っていた。
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　それは微睡んでいた。

　永い刻を曖あい昧まいなまま生きていた。

　時折覚かく醒せいする。そして自らの体が不完全であることを思い出す。

　砕くだけていた。欠けていた。損なわれていた。

　癒やすには膨大な時間と滋養が必要だった。

　時間はいくらでもあった。どれほど体が失われていようが、その程度のことでそれが死ぬことはない。

　ただ死なぬとは言ってもこれでは回復がままならない。

　この世界にはそれに適合する滋養が存在しなかったからだ。

　それが空から落ちてきたとき、この世界には原始的な生物しかいなかった。

　それはその生物達を少しずつ変化させることにした。そのままでは自らが取り込むには都合が悪かったのだ。

　少しずつ己に適合するように生物の進化をうながす。

　永い刻の果てにようやく意に適う生物ができあがった。

　そしてそれらを取り込みはじめ、多少回復したところでそれは新たな計画を思いつく。

　それが創り上げた生物達には知性が芽生え始めていた。

　これらを利用すれば空へと還れるのではないか、そう考えた。

　それは知性が高まるように進化をうながす。

　星の海に旅立てる程ほどの技術と能力を確立出来るようにと。

　さらに刻を重ね、それは自らを神だと思い始めた。

　なぜならばそれが創り上げた生物達は言語を、神話を作り出していき、それを神と呼び始めたからだ。

　信奉者を作り出し、神と呼ばせ、自らを神だと規定する。

　そのような存在が神だとそれは考えた。

　覚醒の間隔が短くなっている。

　今では数時間おきに意識が戻る。

　体の修復は終えていた。

　先ほど取り込んだ滋養が決め手だった。膨大な力の塊。それは以前の、壊れる前以上の力をもたらした。

　月の光。

　後必要なものはそれだけだ。

　それで心と体が一つとなる。

　それは曖昧なまま、復活の時を待ち詫びていた。
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　愛あい子こ達は輿の中にいた。

　時代がかった豪華なもので、こんな状じよう況きようでなければ貴人めいた気持ちになれたかもしれない。中は広く四人が乗ってもまだ余裕がある。

　入り口は前方にあり御簾が下げられていた。

　拘こう束そくはされていないので、ここを出るのは簡単だ。御簾を上げるだけでいい。だが、出たところで周囲は獣人が警戒しているので結局逃げることは出来そうになかった。

　輿は揺ゆれていた。どこかへと運ばれているところだった。

　輿の中には四名の少女が囚われている。

　睦むつ子こ、依より子こ、愛子のサバイバル部の面々。そして一いつ緒しよに捕まった、高たか道みち梨り音おんだ。

　皆、透すけて見えるような白い肌はだ襦じゆ袢ばんを着ている。生贄用の衣装らしい。一度逃にげたとは言え、生贄の扱いはまだ丁重なものだった。神への供物ということであまり手て荒あらなことは出来ないらしい。そのため無む理り矢や理り脱がされるということもなく、自ら着き替がえるようにとうながされた。

　愛子達たちもここで変に逆らっても無む駄だだろうと素す直なおに与えられた服に着替えた。脱いだ服は輿の中に置いてあるのだが再び着ることが出来るのかと不安になる。

「靴くつは履いてていいんでしょうか」

　愛子の履いているのはスニーカーだ。当初サバイバルキャンプだと聞いていたので、動きやすいようにとこれにしていた。

　睦子はというと編み上げのショートブーツを履いている。頑丈そうだった。これも何か仕掛けがあるのだろうかと愛子は思う。

「特に何も言われてないからいいんじゃないの？　この服は絹ね。すごく肌触りがいいわ！　靴を履いてても問題ないのは、足は食べ残すってことかしら？」

「嫌なこと言わないでくださいよ……」

　想像してしまって愛子はげんなりとした。

　愛子達は輿に入れられたまま、縊くくり坂ざかの屋や敷しきの中を運ばれていた。

　着替えた後は御簾を上げ前方を見られるようにしたが、とがめられることは無かった。

　輿の前には水牛形の獣人が二体いて、輿をかついで運んでいた。同じように後ろにも二体いるのだろう。

　輿の周囲は獣人に囲まれていた。十分に警戒しているそれらを出し抜くことは出来ないだろう。

　どこをどう移動しているのか、愛子には見当もつかないが、睦子は経路を記憶しているはずだ。もし脱出のチャンスがあればそれは役に立つ。そんな程度のことでも少し安心できる愛子だった。

「しかしこの状況はさすがにまずい気がするわね！」

「ここまで来てようやくそう思ったんですね……」

　そうは言うが、睦子の様子はいつもと変わっているようには見えなかった。

「あぁ！　もう！　あんた達がこなかったらこんなことにはならなかったのに！」

　梨音はふてくされていた。雄ゆう一いちと出会い、もしかして助かるかもしれないと思っていたのだろう。

「捕まらなかったとしても、あんなのが復活してうろうろしはじめたらどうしようもないんじゃないですか？」

　依子がやる気なさげにつぶやいた。

「それは……そうかもしれないけど……」

　オカシラ様の姿を思い出したのか梨音がぶるりと震えた。

「けど、なんでいきなりあんなのがやってきたんでしょう。オカシラ様でしたっけ」

　梨音の家の外に待ち構えるようにしていたのだ。どのようにして愛子達を見つけたのかがわからなかった。

「そうね。多分だけど、ネロが目的だった、ってことはないかしら？　あのオカシラってのもネロを吸収した後、満足そうな顔で飛んでいったし」

　化物はあの後、愛子達には目もくれずに飛び去った。最初からネロが目的だったと言われると腑ふに落ちる。

「やっぱりあんたらのせいじゃん！　もー！」

　梨音がまたもや文句を言った。

「結局、オカシラをどうにかしないとこの島から出るのは無理だったのかもしれないわ！　だって翼があって飛んでくるんでしょ？　逃にげようがないもの」

　どこまでも追ってくる化物の姿を想像して愛子はぞっとした。あんなものどうしようもない。

「これからどうなるんでしょう、私達……梨音さん。何かわかる？」

　あまり知りたくもないことだが、黙だまっているのも不安だった愛子は聞いた。

「生いけ贄にえがどうなるかって？　一つはさっきあんたらが見た通りよ。体に吸収されるの。ただし獣人限定。もう一つはぼりぼりと食べられちゃう。こっちは処女限定。って処女かどうかで味が変わるとは思えないけど、昔からそういう掟でやってるみたいよ」

　ならば梨音の場合はどちらの可能性もあるということだが、こうして愛子達と一緒にされているので、食べられる側にされたのだろう。

「神への供物がなぜか処女ってのは世界各地であるみたいね。ま、大たい抵ていの場合、神官みたいなのが神様のせいにして裏でこっそりと処女とよろしくやりたかった、ってだけだと思うけど。後はそうね、食料として考えると、経産婦だとホルモンバランスが変わったりするから、味に影えい響きようがあるのかもしれないわ！」

「食べられちゃうんですかね……私達……」

　オカシラの復活は満月が天に昇った時だと言う。捕まった時点で夕方だった。後数時間で全すべてが終わるのだろう。

　――やっぱり、変身するしか……。

　ネロがいなくなった今、頼れそうなのは愛子の力ぐらいだ。

　あの化物を倒たおすなど無理な話だが、どうにか逃げ出すぐらいは出来るかもしれない。

　ただ問題は、あの力が制御出来るのかということだった。

　前回変身したときは、勝手に体が動いていた。

　先日もよくわからないうちに雄一の部屋に行っていた。あれも吸血鬼化の影響だとすれば、吸血鬼の力は全く制御出来ていない。

「さすがにこのあたりでお兄ちゃんが助けに来てくれると思うんだけど！　野の呂ろさんもそう思わない？」

　依子は心底そう思っているからか、軽く愛子に話しかける。

「う、うん」

　そう言えばもう随ずい分ぶんと雄一に会っていない。

　――坂さか木きくん、助けに来てくれるかな……。

　愛子は使い物になるかわからない吸血鬼の力に賭けるのは最後にしようと決めた。

　雄一はきっと来てくれる。そう信じた。







　屋敷の中を地下へと運ばれ続け、妙に明るい通路へと出た。

　先ほどまでの和風の屋敷とは様相がまるで異なっている。

　真四角の通路は全体がぼんやりと輝いていた。

「なんなんでしょう、これ」

　呆あつ気けにとられた愛子は誰だれにともなく聞いた。

「ここが祭祀場。変なとこでしょ？　誰かが宇宙船の中みたいって言ってたけど」

　信じていない口ぶりで梨音は答えた。

「宇宙船！　オカシラ様ってエイリアンなのかしら！　けどそうよね！　妖よう怪かいでも神様でも大抵のものには宇宙人説ってあるものよね！」

　睦子はきょろきょろとあたりを見回し興奮していた。

「あるものなんですか」

　愛子はここが宇宙船でも不思議ではないと思った。地球外の技術が用いられている気がしたのだ。

　時折壁かべがあるのだが、それは近づくと勝手に四角い穴が開いた。自動ドアのようだが直前までは壁にしか見えない。こんなものは地球上のどこにもないだろう。

　そういえば依子がおとなしい。そう思った愛子は依子の様子を見た。右みぎ腕うでを押さえて青い顔をしている。痛みを抑おさえられるといっても限界はあるのだろう。

「依子ちゃん大丈夫？」

　愛子は依子に寄り添った。何をすればいいかはわからないがそっと背中をなでる。

「野呂さん……ありがとうございます」

　いつになく殊勝な様子の依子だ。相当つらいのかもしれない。

「きっと坂木くんがきてくれるから。そしたら大丈夫。皆で帰れるよ」

「野呂さん、当たり前のこと言わないでくださいよ。野呂さんこそ信じてないんじゃないんですか？」

　強がりを言う元気はあるようだった。

　いくつもの壁を通り抜けやってきたのは円形の広間だった。

　まず目につくのはあの化物。

　それは最奥の一段高くなった台上に鎮座していた。うずくまり寝ねているようだったが、その圧倒的な存在感を無視できるものはいないだろう。

　台座の下には、愛子達と同じように肌襦袢を来た少女が三人うずくまっていた。

　周囲には獣人の群れだ。各種様々な動物の特とく徴ちようを持った、人でないものが集まっている。

　それらがオカシラを崇敬の念をもって見上げていた。

　少女達は拘束されているわけではないが、この状況では逃げ出すことはできないだろう。

　そしてそれは愛子達も同様だった。

　広間の中ほどまで来たところで輿を運んでいた水牛の獣人が足を止め、輿を下ろした。

　獣人は輿から少しはなれ、台座の下を指さした。そこまで行けということのようだ。

「あんた筋向かいの佐さ藤とうでしょ！　こんなことやってただで済むと思ってんの！」

　梨音が反発した。どうやら知り合いらしい。

　無口な性質なのか、そういう掟なのか水牛は何も喋りはしなかった。

「ま、ここは素直に従っておきましょう。ある意味特等席とも言えるわ！　神の復活を間近で見られるのよ！　ま、さっき動いてるところを見ちゃったからありがたみは半減しちゃってるけどね！」

　睦子があっけらかんと言い輿を出る。愛子も一いつ瞬しゆん躊躇した後に続いた。

　獣人の群れの中をぞろぞろと歩いて行く。遠目には透けて見えないはずだが、それでもやはり恥はずかしく愛子はうつむきながら歩いた。

　台座の下に辿り着いたところで愛子は驚おどろいた。

「え？　小こ西にしさん？」

　先にいた少女の中に愛子のクラスメイト、小西妃ゆ里りがいたのだ。

　愛子達を捕まえた妃里がなぜここで生贄として扱われているのかがわからない。

　他には座ざ敷しき牢ろうで一緒だったまなかとあけみがいる。

「野呂愛子！」

　睨まれた。全くもって意味がわからないが、とりあえず愛子は妃里に寄り添うように座った。

「ちょっと！　くっつかないでもらえますこと！」

「くっついてたほうが見られにくいじゃない」

　やはりこの姿を見られることが気になっていた愛子は体を隠かくすようにした。

「露出狂なんじゃないですか？　そんな顔をしてますよ」

　依子が愛子にくっつくように座った。睦子、梨音もそれに続く。

「なぜ!?　なぜ、こんなことに！　私は！　野呂愛子を抹まつ殺さつして、闇やみの世界に女王として君臨しようとしていただけですのに！」

「それ聞かされて、私どうしたらいいの？」

　苦笑気味に愛子は答えた。

「どうせ裏切られたんでしょ？　まったくこんな奴やつらを信用するなんておめでたい限りです」

　依子がいつにもまして辛辣に思えるのは、痛みで苛ついているためかもしれない。

「とにかく落ち着くのよ。ここまできてじたばたしたってしかたがないじゃない！　後はゆうくんが、やってくるのを待つしかないわ！」

　生贄にされる寸前だろうが、いつも通りの睦子だった。

「その……来てくれるとは信じてるんですけど……私達こんな格好なんですよね……」

　透けて見えるような薄手の衣だ。これを雄一に見られると思うと愛子は恥ずかしくなってきた。

「来るわ！　もしかしたらもうその辺に来ていて出番待ちしているのかも！　タイミングを見計らっているのよ！」

「そんな坂木くん嫌ですよ……」

　そんな話をしていると突とつ然ぜんあたりが暗くなった。

　壁や床ゆかの発光が止まったのだ。

　だが、すぐにあたりは柔らかな光に包まれる。

　愛子は天てん井じようを見上げた。いつの間にか天井が大きく開いている。

　満月の明かりがあたりを照らし出していた。

　オカシラと呼ばれる化物が身震いする。

　鷲わしの翼を広げ、獅子の足で立ち上がり、人の顔を空へと向けて雄叫びを上げた。







「もう！　もう終わりよ！」

　妃里が頭をかきむしり、絶望の声をあげていた。

　梨音は耳を塞ぎうつむいている。

　まなかとあけみは抱き合って震えていた。

「満月で復活ってブルーツ波にでも反応するのかしら？　千七百万ゼノ？」

　睦子がのんきにそんなことを言っている。

「お姉ちゃん、それ架空の電磁波だから。大猿とかならないから」

　依子は大して驚くことなく睦子にツッコんでいた。

「なんでそんなに余よ裕ゆうなんですか……」

　そういう愛子も呆れてはいるがあまり驚いてはいない。

　確かに恐おそろしいし、このままでは殺されてしまうような事態なのかもしれないが、雄一達たちとつきあっているとこんなこともあるのだろうと思えてくるのだ。

　それにオカシラの雰ふん囲い気きが違ちがうことも理由だろう。

　梨音の家で出会った時、それはまさしく獣の目をしていた。だが今は違う。理知を感じさせる瞳ひとみをしていた。復活とは精神的なことなのだろう。

　オカシラが一歩前に出る。巨大な顔を睦子につきつけた。

「お前達は怯おびえぬのだな。畏敬の念があるわけでも、俺おれを信奉するでもない」

　喋しやべったことに愛子は驚いた。人の顔をしてはいるが、なんとなく喋るとは思っていなかったのだ。

　オカシラは愛子達を見ていた。何者なのかと興味深く観察している。

「怯える？　なぜ？」

「死ぬのが怖くはないのか？」

「死ぬのは怖いけど、それは今関係ないわ。だってあなたには私を殺せないもの」

「ほう？」

「せっかく蘇ったばかりで悪いけどあなた殺されちゃうから。あ、一応聞いておこうかしら？　あなたこの島でおとなしくしてるつもりある？　だったら殺さないでいてあげるけど？」

「愚問だな。この島にどれだけの食料があるというのだ？」

　食料というのは人間のことなのだろう。この島にいる数は限られている。

「はぁ……あなた喋らないほうがよかったわ！　いるのよ、喋りだすと途と端たんに小物臭のするラスボスって」

　睦子は大げさな身み振ぶりとともにため息をついた。

「言いたいことはそれだけか？」

「お姉さん、怒おこらせてどうするんですか!?」

　愛子ははらはらと睦子の様子を見つめていた。わざわざ怒らせる意味がわからない。

「こんな程度で余裕をなくしちゃうのが、神を名乗るとかちゃんちゃらおかしいのよ！　もっと堂々としてなさいってものだわ！」

　オカシラの顔から表情が消えた。

「まぁいいわ！　じゃあ、後はゆうくんにまかせるから！」

　睦子はそう言い放つ。




「っておい！　そんだけ挑発しといてから俺にふんなよ！」




　聞き覚えのある声に愛子は振ふり向むいた。

　雄一がすぐ後ろに立っていた。隣となりには、体に張り付くような黒くろ革かわの服を着た奈な月つきもいる。

「ははははははっ！」

　オカシラが大笑した。

「余裕があると思ったら……お前が頼りにしていたのはその男か！　そいつなら先程から隅すみでこちらをうかがっていたな。逃げる算段でもしていたのではないのか？」

「坂木くん……もしかして本当にタイミングを見計らって、出番待ちしてたの？」

　絶対にないとも言い切れない。なんといってもあの睦子の弟だ。

「んなわけあるかっ！　こっちにも事情があんだよ！」

　雄一がまっすぐにオカシラへと歩いていく。

「野呂達たちを頼む」

　雄一は奈月にいい、睦子を下がらせ、オカシラと対峙した。
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　見覚えがあるとそれは思った。微睡みの中で出会っている。

　だがそれだけのことだ。どうということもない。取るに足りない、信奉者程の力もない、ただの人間でしかない。

　こんなものはひとなでで肉塊と化すだろう。

　殺すなど造作もない。

　だがそれではつまらない。

　そうそれは思う。

　どうすれば先ほどの女により絶望を与えられるのかと考える。

　殺すのは最後だ。

　生贄どもを食い散らかし、血と臓物の海に沈めてから、じっくりといたぶる。

　まずは目の前の、その女が拠り所にしている少年だ。こいつをあっさりと叩たたきつぶせば、女は己の愚かしさを自覚することだろう。

　少年はただ目の前に立っている。

　怯えるわけでもなく、不敵に笑っている。

　癇に障った。

　それは一歩を踏ふみ出だした。

　左前足を踏み込み、右前足をまっすぐに突き出す。どこに当たろうとそれで終わりだ。

　だがそれの爪は少年を捉とらえることはなかった。

　少年がぶれた。

　回転したのだと気づいたのは身に起こった異変に気づいてからだ。

　何が起こったのかすぐにはわからなかった。

　深々と、細く長く固いものが身に埋められている。突き刺さっている。

　少年が深く前へと踏み込み、両手で細長い金属状のものを保持している。

　槍。とても原始的で、それでいて人類の歴史とともにありつづけた、実用的な武器だ。

　それはようやく、自らが目もく撃げきしたものを整理した。

　少年は爪の一いち撃げきをかわし、回転しながら深く踏み込んだのだ。

　回転と共に槍はしなり、穂先が大きくうねる。軌き道どうは不規則で予測し難い。

　だが槍はそれの胸に突き立つ瞬しゆん間かんに剛性を取とり戻もどした。槍は力の全てを一点に集中させて、それの胸を穿ったのだ。

「な……」

　何かを言おうとして、もう声帯を制御することすらかなわないことをそれは自覚した。

　核を貫かれている。

　疑問ばかりが頭を占めた。

　どこから槍が出てきた？

　少年は槍など持っていなかったはずだ。こんなに長いものを隠し持てるわけがない。

　なぜ核の位置がわかった？

　核が己の全てを制御する中心であり、それが弱点であることは十分に自覚している。だからこそ核は一定の場所に定めず、体内で自由に動かしていたのだ。

　だが槍は核を貫つらぬいていた。どこにあるかなどわかりようもない核を正確に攻こう撃げきされていた。

　全身を統合していた中枢が、支配の手を離そうとしている。取り込み、己のものとした肉片たちが好き勝手に動き出そうとしていた。

　致命の、一撃だった。





＊＊＊＊＊






　その化物の命を捉えたと雄一は確信した。

　槍を引き戻し後退する。

　切っ先を化物の顔に向けた姿勢で警戒した。

「なぜだ？　って顔してるな」

　化物の顔は驚きに染まったまま固まっていた。

「ま、解説は姉ちゃんにまかせるとして……」

　雄一は槍を持ったまま、化物の上に駆け上った。

「こいつは俺が殺した！　文句があるならかかってこい！」

　槍を振り上げて、雄一は吠えた。

　だが獣人達に文句などありようもない。その全てがその場に崩れ落ちた。

　島主である縊坂道どう玄げんまでが力を無くしうなだれている。

　梨音に聞いていた通りだった。

　彼かれら獣人は本能的により強い者に従おうとする。ならばこの島を巡る状況を解決する一番てっとり早い方法は、彼らが信奉するオカシラ様を倒してしまうことだ。雄一はそう考えた。

　雄一は足あし下もとがぐらつくのを感じて飛び降りた。

　化物が姿を変える。ぐねぐねと動き、膨ぼう張ちようし、そして分裂した。

　後に残るのは獣人の山だった。

「獣人の複合体、ってところか」

　雄一が貫いた中枢部分が全身を統合して、とりまとめていたのだろう。その機能が停止した今、元の姿に戻ったのだ。

「お姉さん……これ、なんなんですかね？　私ちょっとついていけてないんですけど……」

　愛子が戸と惑まどいの表情を浮うかべている。

「さて！　じゃあ！　解説しようかしら！　まず、ゆうくんは槍を暗器、隠し武器として使ったのよ。自分の持つ武器を相手にギリギリまで悟らせないというのは武術の基本よね！」

「え？　あの、最初から坂木くん槍持ってましたよ？」

「私たちからは見えてたけどね。けどゆうくんは槍の端を持って背後に保持していたのよ。正面の敵からは見えていなかったはずだわ！」

　ただ見えないだけでは重い物を片側に持っていると悟られる可能性がある。そのため重心をごまかす必要もあった。

「あの、そもそもあの槍はどこから……」

「あれは海岸で遊んでたときに使ってたパラソルよ！　仕込み番傘なの！　傘かさを外すと槍になるのよ。特殊合金製の六合大槍よ！　３メートル20センチ！　よくしなるし、とても重いのよ！」

　雄一は武器として槍を持ってきていた。軽トラに積み込んで祭祀場の下まで持ってきていたのだ。

「後は簡単ね。弱点を突くだけよ！　ま、補足するとしたらゆうくんはね、相手がしてほしくないことがなんとなくわかるのよ！」

　なんとなく。曖昧な物言いだがその通りとしか言いようがない。雄一はなんとなく、勘で相手の弱点がわかる。相手がこうされるとまずいと思っていることがわかるのだ。

　それは観察眼によるもの、洞察によるものだ。様々な情報を組み合わせ、検討するということを無意識に行っている。

　なので雄一はギリギリまで化物を見定めようとしていた。隠れて様子を見ていたのはそのためだ。

「もちろん！　ゆうくんは相手がして欲しいこともわかるから、エッチなことをさせたらすごいとおもうわ！」

「って、おい！　今その話関係ねーだろ！」

　睦子がおかしなことを言い出したので、雄一は激しくツッコんだ。愛子が顔を赤くしているのが妙みように気まずい。

「そ、それにしても随分とあっさりと決着ついちゃいましたね」

「ま、戦いなんてこんなものよ。相手が全力を出す前に一方的に倒すのも武術の基本よ！」

「あの、さっきから聞いてると武術ってなんかせこいような……」

「あぁ！　武術ってそんなものなのよ。武術は詐術でもあるの。長く続いた伝統ある武術なら必ず相手を騙すような技法が存在するしね。これは当然の話よ！　武術の目的が敵を倒すことならば、力や技術で劣る場合でも勝てる方法がなくてはならない。となると、トリックやら騙し討ちやらを使うしかないじゃない！」

「おい、そんな話は後にしようぜ？　こいつらがぼうっとしてるうちに逃げた方が――」

「お兄ちゃん！」

　突とつ然ぜん依子が抱だきついてきた。いつものように引き離そうとして雄一は右腕の怪我に気づいた。

「よりちゃん、腕どうしたんだよ！　大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫じゃないから、介抱してね！」

「いや、それはいいけど、早く病院いかねーと」

「船は呼んであるから大丈夫よ。もう港で待っててくれてるんじゃないかしら！　っと……これは？」

　宇宙船が揺れている気がした。最初は小さな揺れだったが、次第に大きくなっている気がする。

「なるほど。なんというのか、お約束というのか、この場所が崩壊しようとしてるんじゃないかしら！」

「はぁ？　なんであいつ倒したら崩壊するんだよ！」

　何か納なつ得とくが行かなかったが、実際に揺れている以上それは事実なのだろう。

「さあ！　ゆうくんたちは早く逃げて！」

「姉ちゃんはどうすんだよ！」

　脱出を促す睦子自身が逃げようとはしていなかった。

「私は後から行くから！　ちょっと用事があるのよ！」

「わかった！」

　睦子がそう言うなら大丈夫だ。雄一は愛子たちを引き連れて逃げ出すことにした。
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　城じよう之の内うち隆たか史しは目覚めた。

　オカシラ様に取り込まれて以来、夢の中にいたような心地だった。

　悪い気分ではなかった。世界と一体化したような、個と全が分かれることなく連なるような感覚が心地よかった。

　様々な存在と思考を共有し、膨大な情報を処理する一部となっていた。

　そこから突とつ然ぜん放ほうり出だされた。

　わけがわからず、自分が城之内隆史という存在だということを思い出すまでにはしばらくの時間を要した。

　気づけば周りには獣人がばたばたと倒れている。

　自分と同じくオカシラ様に取り込まれていた者達だとすぐに思い至った。

　そして地面が揺れていることにも気づいた。

　自分が酩酊状態なのかとも思ったが、実際に揺れているようだった。

「ははっ……なんだってんだよ……」

　自じ嘲ちようする。

　獣人の力は取り戻した。だが今いま更さらそれがなんだというのか。

　オカシラ様の一部となった体験からすれば、自分がとてもちっぽけに思えた。

「くそっ……俺は……」

　これからどうすればいいのか。何も思い浮かばず天を見上げた。

　満月が揺れて見えていた。

『……こい……』

　声が聞こえた。心の中に訴うつたえかけてくるような声だ。

　隆史は声がしたと思われる場所を見た。

　小さな頭が一つ転がっている。

　赤ん坊のような、小さな頭が隆史を見つめていた。

『今なら……まだ間に合う……俺を……喰え……』

　空から落ちてきたという頭。オカシラ様。その本体なのだと隆史は悟った。

　その頭は石榴のように割れている。実に痛々しい姿だった。

『力を与あたえてやろう……膨大な力だ……俺は今から眠りにつく……その間お前に力を貸してやろうではないか……』

　隆史はゆっくりと這いずった。まだ体の調子が思わしくない。体の制御が自分に戻っていないように感じる。

　力。そう力だ。力が必要だ。獣人以上の力がいる。

『そうだ……こっちにこい……』

　隆史は小さな頭の前にやってきた。そして手を伸ばす。




　ぐしゃり。




　そう音を立ててオカシラ様はあっけなく潰れた。

　何が起こったのかよくわからず、隆史は潰れたオカシラ様を呆ぼう然ぜんと見た。

　硬そうなブーツがオカシラ様を踏み潰している。

　隆史はゆっくりと見上げた。

　細くしなやかな足を辿っていくと、薄く透けて見えるような着物を着た少女がそこにいた。

「この私がＢ級ホラーっぽい、次回作への伏線みたいなものを放置するわけがないじゃない。あなたはここで終わりなの。続編もスピンオフも番外編もないのよ！」

　少女が自じ慢まんげに言う。

　そして、隆史を見た。

「あなたもね。いちいち他人の力に左右されてちゃだめよ！　こんな誰かから与えられた力なんて何の意味もないもの！　いい？　男の子はね！　自らの手で力を得るものなの！　修しゆ業ぎようよ！　修業をして己おのれを鍛きたえるのよ！」

　少女が自信満々に隆史に言う。隆史にはその少女が輝いているかのように見えた。

「あなたは……」

　自然と尊敬の念が沸き上がる。

「私は坂木睦子。星せい辰しん高こう校こう二年、サバイバル部の部長！　あ、フラグブレイカー睦子と呼んでもらってもいいわ！　今なんとなく思いついたから！　さぁ、あなたも一いつ緒しよに逃げるのよ。こんなとこで宇宙船に潰されるなんて嫌いやでしょ？」

　睦子が手を差し伸べてくる。

　隆史はしっかりとその手を握りしめた。
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　雄一達は祭祀場から脱出、屋敷を通り抜けて外へと出た。

　少し遅れて睦子もやってくる。背後には人狼型の獣人を二体引き連れていた。

「そいつらは？」

「この子達はこの島とは関係ない獣人だから、連れて帰ってあげないとね」

　だがそれはこの島の獣人達は勝手に死ねと言っているに等しい。そのあたり睦子はドライでもある。

「アイコ様……申し訳ありません！」

　愛子の前にやってきた人狼が地に額をこすりつけた。

「えーと、気にしないでいいよ？　ほら、あれは仕方なかったんじゃ」

　愛子もいきなりの土下座に面食らっている様子だ。

「しかし！」

　人狼が必死に食い下がる。

「めんどくさいから気にするな、って命令しちゃえば？」

　依子が身も蓋もないことを言い出した。

「じゃあ気にしないでください。これから頑張ってください。これは命令です」

　愛子も面めん倒どうだと思ったのか、依子の案を採用していた。

「は……はい！」

　人狼はむせび泣きはじめた。雄一はこの人狼と愛子の関係をよくわかっていない。ネロという名だとは紹しよう介かいされたがその程度だった。

「ねえ？　なんか、まだ揺ゆれてない？」

　梨音が不安そうに言う。雄一もかすかに地面が揺れているのを感じていた。

「まさか……」

　雄一は嫌な予感がした。

　振り返る。屋や敷しきを見上げ、その上にある山頂を見る。

　激しい爆発音とともに衝しよう撃げきがつきぬけた。

　赤い溶岩が山頂から吹きだし始めていた。

「なるほど、もう一段スケールが大きかったみたいね！」

　空中で冷え固まった溶岩石、火山弾が音を立てて飛んでくる。

　このまま、ここでのんびりとしていては、火砕流や溶岩流に巻き込まれてしまいそうだった。

「もう、わけがわかりませんわ！」

　妃里が混乱の声を上げる。

「さあみんな！　港まで走るのよ！」

　睦子が勇ましく号令した。







　雄一は船の二階後部にあるデッキから島が沈んでいくのを見ていた。

「いや、なんなんだよ、これ。ありえねーだろ？」

　つい先ほどまで立っていた大地があっさりと崩壊し、崩れ去っていく。まるで現実味のない光景だった。

　火山は激しく噴火を続け、それに耐えられずに自壊していく。

「自爆装置でもあったのかしらねー」

　右隣で睦子がのんきな声をあげた。

「坂木くん。私は今自分の小ささというものを思い知らされた気分よ」

　左隣では奈月がどこか気だるげな雰囲気をかもし出していた。

　三人はデッキの手すりにもたれかかっている。

　他の者達たちは一階の客室にいた。

　依子は客室で休んでいて、愛子はその看病をかってでた。ネロは愛子に付き従っている。

　最初は雄一も依子の側にいたのだが、あまりの甘あまえように嫌気が差して二階にあがってきた。

「むちゃくちゃだよな、こんな光景を見ることになるとは思わねーよ」

「そういえば……伝統武術保存会に連れん絡らくをくれた人は誰だったのかしら？」

　睦子達たちは島に行ってすぐに捕つかまってしまったらしいので、会えずじまいだろう。

「そんな話だったよな、確か。けど今考えると怪あやしいな。単に俺らを誘い込むためだったんじゃねーか？」

　ただ、そうであったとしても、なぜ一介の高校生である雄一達を誘い込まなければならないのかはわからない。

「そうなのかしら。もしそんな武術が存在していたのなら惜しいことをしたわ」

　睦子はぼんやりと島を見つめていた。謎なぞの武術に思いを馳はせているのかもしれない。

　雄一は崩れていく島を見続けるのはやめて、振り返った。

　出発時よりもかなり人数が増えている。

　小西妃里と城之内隆史。

　生贄の女子大生が二名。

　島で出会った牛型獣人の高道梨音。

「どうすんだよ？　これ？」

　小西妃里に関しては今のところ問題ない。愛子を襲おそう気はなくなっているようだった。

　しかし女子大生については問題がありそうだ。彼女らは五人でやってきて三人が行方ゆくえ不ふ明めいになっている。しかも島が崩落しているので生存は絶望的だ。

「面倒だったら殺してしまう？　今なら島の崩落に巻き込まれました。ってことでごまかせそうだけど」

「冗談……だよな？」

　殺人鬼が言うと洒落になっていない。かすかに笑っているのも冗談である保障にはならないだろう。

「まなかさん達は警察に行って正規の手続きをしてもらうしかないわね！」

　睦子は他人事だった。雄一も同感だ。関わった事件全てに対して責任は負えない。

　だが梨音については多少の責任がある。こちらは助けると約束してしまっていた。

「高道さんは元々島外の学校に通っていたんだしなんとかなるんじゃない？　あ、それともうちにきてもらおうかしら？　人外同居コメディー風な生活が！　牛少女との喰うか喰われるかの同居生活とか斬新なんじゃない？」

「それだけは勘かん弁べんしてくれ……」

　おかしな姉との生活だけでもいっぱいいっぱいだ。これ以上余計な要素を増やしたくはない。

「ねぇ！　神様を殺したのよね！　これでゆうくんも神殺しってことじゃない!?」

　とても無邪気な様子で睦子が言う。

「あれ本当に神様だったのか？　ちょっと変わった動物ぐらいのもんだろ？」

　他にはない強力な生物かもしれないが、所詮はどこかで見たような動物が混ざりあっていただけだ。神とはとても思えない。

「坂木くんはよくあれの前に平気で立てたものね」

　尊敬と呆れが混ざり合った声音で奈月が言う。

　奈月は、祭祀場ではサポートに徹してオカシラに近づこうとはしなかった。

「もともと神様認定なんて実にいい加減なものなのよ！　古代の権力者や、自然現象をそうたとえただけのことだったりするし、あれを神様だと崇拝する人達がいても不思議じゃないわ！　あいつ金色でキラキラしてたからなんかすごいご利益ありそうな気がするじゃない？」

「なんにしろ、生きてるなら殺せるだろ」

　特別なことなどない。なにげなくそう言ったのだが、睦子の反応は雄一の予想外だった。

「ゆうくんが……すっごいナチュラルに上から目線で、なんかかっこいいことを……」

　睦子が感激したのか目を潤ませていた。

「はぁ？　なんだよそれ。別にかっこつけてねーよ」

「あ！　何か神様を殺した特典みたいなのないの？　何か力に目覚めちゃったりしてない？　ほら！　殺した神様の力を使えるようになるとか！」

「そんなもんねーよ！　これ以上変な力が増えてたまるか！」

　これ以上余計な力に目覚めるとか想像するだけでげんなりとする。

　――まさか妙な変化とか起こってないよな？

　雄一が考え込んでいると、睦子が頭の上に手を置いた。くしゃくしゃと撫で回す。

「なにすんだよ、恥ずかしいな」

「今回ゆうくんはよくやったわ！　吸きゆう血けつ鬼きの時の反省をいかして最初から全力だったしね！　八十点ってところかしら！」

　睦子はえらいえらいと撫で続ける。二十点足りないのはなんだよ、と思いつつも満更でもない雄一だった。







エピローグ　本屋さんの憂鬱







　本と本棚だけがある場所だった。

　本棚が不規則に立ち並び、床にも色とりどりの本が積み上げられている。

　そんな中、ぼんやりとした明かりの下で少女は本を読んでいた。

　長く赤い髪かみ、古びたドレス。どこか古めかしい印象の少女だ。

　積み上げた本の上に座すわりパラパラとページをめくっていた。

　少女の名はエンデ。本屋を自称している。

　本屋というには本を粗雑に扱いすぎているきらいもあるが、この無数に存在する本が彼女を彼女たらしめる要素だ。

　本を読み進めるにつれて次第に彼女の表情が曇っていく。

　最後のページを開いたところで彼女は固まった。

「なんでこんなことになった？」

　エンデは呆然と本を見つめていた。

　そこには睦むつ子こ達が崩壊する島から逃れ無事に帰ってくるという内容が書かれている。

　こんな結末になる予定ではなかった。

　宇宙生物と神話生物を融合させてまで舞台に配置したのだ。この圧倒的な存在を前に、睦子は死ぬしかなかったはずだ。全ぜん滅めつすることこそが妥だ当とうな結末のはずだった。

　だがそれは成されなかった。化物はろくに実力をみせることすらなくあっさりと始末され、その上で後につながる伏線までつぶされた。あそこまでされると今後二度と登場させることは出来ない。

　一度決定した物語が覆ることはないし、その続きとしてあまりに無む茶ちやな展開にすることも出来ない。そこには一定の法則があるからだ。

「それほど強力だというのか？　坂さか木き睦子」

　物語はねじ曲げられた。あり得ない着地点へと強制的に降下させられたのだ。

　エンデはこれからどうするかをしばし考えた。

「もういいや。めんどくさい」

　考えた末にそうつぶやき、本を投げ捨てる。それは山積みの本の中に埋もれていった。

　結局、ソウルリーダーのことだけだったのだ。

　ただ癪に障ったので殺そうと思ってやってみただけのことで、こだわることでもない。

　逆にこれ以上こだわるのは致命的な問題になる可能性があるとすら思った。

「まぁ暇ひまつぶしにはなったか」

　そう言うも多少強がりが混じっていることは自覚していた。

「それに坂木雄ゆう一いちか……こっちもなかなかに面倒そうだ」

　ただ強いというのが実に厄やつ介かいだ。これが魔法や超ちよう能のう力りよくなどという、あやふやな、根こん拠きよのない設定に頼り切りなのであれば対処は簡単だ。そんなもの簡単になかったことに出来る。

　だが地道に修業し、一つ一つ積み上げて、強くなった相手を潰すのは実に難しい。そこには根底となる自信と、根拠のある力があるからだ。

「ま、坂木雄一については彼女がすでに関わっていることだしボクはまだおとなしく見ていようか。ボクと君の物語が交差することがあるのかどうか……楽しみにしていよう」

　エンデは適当な本を手に取り、新たな物語を読み始めた。





＊＊＊＊＊






　雄一達は島から戻った翌日に帰途についた。

　ローカルバスと新幹線を乗のり継ついで数時間、陽ひが落ちる頃ころに雄一は星辰市へと帰ってきた。

　いつもの駅の光景を見てようやく人心地がつく。日常に帰ってきたという感覚だ。

「怪我をしてる妹は放っておくの！」

　愛あい子こを自宅に送ると言うと依より子こが文句を言い出した。

「治療は済んでるし、安静にしてろってことだろ。よりちゃんは早く家に帰って寝ねてろ」

　依子はぶつくさと文句を言っていたが、頭をなでてやるとしぶしぶ引き下がった。

　駅前から繁華街の方へと歩いていく。街は平穏そのものだった。地方のどこかで小さな島が一つ沈んだことなどなんの影えい響きようもないようだった。

「今も何がなんだかよくわかってないんだけど」

　愛子が首を傾げる。

「俺もだよ。ま、そのうちの一部はこいつが知ってるんじゃないか？」

　雄一は足元を指差した。狼が愛子と雄一の間を堂々と歩いている。

　ネロだ。街中に人狼が現れれば大おお騒さわぎになる。愛子がどうにかならないかと聞けばこのような姿に変身したのだった。

　人間とほぼ同じ大きさの人狼が犬のサイズに変化する。どう考えても無理があった。やはりこの手の奴やつらに常識は通用しないのだろう。

「私がいればお前がついてくる必要はないのだが」

「つか、しゃべんな。誰だれが聞いてるかわかんねーだろ？」

　狼犬ということでどうにか言い訳はできるような姿だが、喋っているところを見られてはまずい。

「大丈夫だ。犬が喋っているなどと普ふ通つうは考えない」

「そりゃそうかもしれないけどさ」

　人は自らの常識に当てはめて物事を考える。この光景を見ても雄一と愛子がしゃべっているとしか思わないだろう。

「私はあまり深く物事を考える性質ではなくてな。そのせいであの女に利用されてしまったようだ」

　あの女。小こ西にし妃ゆ里りに聞いた話にも謎の女が出てきた。妃里の計画もほとんどがその女の差し金らしかった。

「そいつは野の呂ろを狙ねらってたわけじゃないのか？」

「どうだろうな。そういう口ぶりではなかったが」

「島の件はもう済んだ話だしどうでもいいのかもな」

　そのあたり雄一は前向きともいえるが、ただめんどくさがりなだけでもあった。

「アイコ様には今のアイコ様に関わりのない事柄を喋しやべらないようにと厳命されているのだが……」

　しばらく黙だまっていたネロが迷いながら口にする。

「どうした？」

　雄一は聞き返した。なにやら不ふ穏おんな予感がする。

「これはアイコ様の日常を脅かすことかと思いますのでお伝えしたいのです」

　ネロが伺いを立てるように愛子を見た。

「それは姫ひめがどうとかって話と関係があるの？　……まぁ、何か危ないことだったら教えてもらった方がいいのかな……」

　少し考えた愛子だが、最終的にはうなずいた。

「アイコ様には私を含めて十二体の眷属がおります。そのうちの三体はアイコ様の寵愛を失い放逐されたのですが……」

「うん、やっぱりなんのことだかわかんないな」

　愛子が苦笑する。姉ちゃんが好きそうな話だ。闇やみの姫に絶対の忠誠を誓う眷属たち。どことなく中二病っぽい。

「もちろん、アイコ様に危害を加えるなどということはないと思うのですが、彼らは度を過ぎた愛情をアイコ様に向けております。アイコ様原理主義者といいますか、アイコ様以外の全てはどうでもいいというような者達です。今のアイコ様と出会った場合にどのような反応を示すのか正直な話、予想ができません。今のアイコ様の生活を脅かす可能性があります。特にユウイチ。お前のような者は真っ先に狙われかねない」

「ま、俺おれに向かってくる分には問題ないと思うけど」

　なぜ自分に向かってくることになるのかはよくわからない雄一だったが、自分だけが狙われるのであればどうにかなるだろうと気楽に考えた。

「お前の心配はあまりしていないのだが」

　ネロは雄一に一目置いているようだった。ネロにはオカシラと一体化していた際の記き憶おくがある。雄一がオカシラを倒たおした手腕を評価しているようだった。

「私も坂木くんの心配はしてないけど……でもどうしたらいいんだろう？」

「気をつけるしかないよな。学校では俺が一緒だし、家ではネロがいるんならある程度は大丈夫だろ」

「あ、私犬飼ってるからネロも仲良くしてあげてね。シェットランド・シープドッグでマリオンって言うんだけど」

「犬……ですか」

　一緒にされるのは流石にプライドが傷ついたのかネロは少しうつむいた。

　だがその反応もつかの間、すぐに顔を上げて前を見た。

　雄一もネロの視線の先を見る。

　雑踏の中、女の子が立っていた。

　白いブラウスに蝶ネクタイ、紺のスカートは小学校の制服だろう。シュシュでまとめたポニーテールがよく似合っている。華奢な体付きの女の子だ。

　それなりの美少女ではあるが、不自然な点はない。だが雄一は違い和わ感かんを覚えた。

　その少女は何かが違ちがう。

　そして、すぐに気付く。

　文字が、ない。

　今では当たり前のように視えている頭上の文字がないのだ。

　その少女はきょろきょろと何かを探すようにあたりを見回している。

　目が合った。

　少女の顔が喜びに染まり、次の瞬間には怒いかりに頬ほおを膨ふくらませていた。

　少女はずかずかと雄一の下へとやってくる。

「見つけた！　ねぇ！　ソウルリーダー返してよ！　あれがないと私困るのよ！」

　まったく意味はわからなかったが、またなにか妙な事件に巻き込まれ始めていることだけはわかる。

　雄一の非日常な夏休みはまだまだ続きそうだった。







あとがき







　おかげさまで３巻目です。これもご購入頂いた読者の皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　私はあとがきは先に読む派ですので、本編に関係することは書きたくないのですが、あまり関係のないことを書くのもどうかと思いますし悩ましいですね。妥当な落とし所としてはちょっとした苦労話とかでしょうか？

　そうですね、サブタイトルを決めるのにいつも四苦八苦しています。毎回ギリギリまで決まりません。話を全部書いてから考えるのですがそれが駄目な気もしています。

　うーん、まだページは余りまくりですね。仕方ないので忍者に会った話でもします。




　随分と前に閉園したのですが、滋賀県にびわ湖タワーという遊園地がありました。

　その遊園地には忍者屋敷がありまして、伊賀か甲賀かは忘れましたが、忍者の里から移築したものでした。

　そこに忍者がいたのです。

　忍者屋敷に忍者がいるのは不思議じゃない。そうお思いかもしれませんが、普段はその屋敷に忍者は常駐しておらず、屋敷のからくりを見物するだけの施設なのです。

　ですが私が訪れた時にはちょうど忍者が来ていて――忍者料金を別に取られました。けちくさいです――忍術を見せていました。

　え？　それは単に、アトラクションとして忍者っぽいことしてるだけの人だろって？

　いえいえ。私その人に聞いてみましたよ。

「私、忍者しかやってません」

　忍者しかやってなくて、忍者で生計を立てているなら、それはもう立派な忍者です。

　ガイドのお姉さんに連れられて屋敷を見物していると、突然悪の忍者集団が見物客に襲い掛かってきて、それを忍者で生計を立てている忍者が撃退するというアトラクションが始まり、ま、それはいいのですが、その後に忍者が手裏剣投げを見せてくれました。

　忍者は手裏剣をガンガンと投げつけ、立てた畳にガツガツと突き刺していきます。

　そしてその手裏剣を客に抜かせようとするのですが、ちょっとやそっとでは抜けないぐらい深く突き刺さっているのです。

　これが忍術なのか！　そう思った私は聞いてみました。

「私、肩が強いんです」

　忍術じゃないのかよ！

「私、これで甲子園に行きました」

　忍者やってないで野球やれよ！




　えーと、姉ちゃんは中二病とほとんど関係ない話――実はちょっとだけあったりするんですが――でしたが、謝辞にうつります。

　担当様。今回もいろいろとご迷惑をおかけして申し訳ありません。３巻目に突入しましてもこんな状況ですので、毎回こんな感じかも……。

　イラストのＡｎ２Ａ様。今巻も素敵なイラストをありがとうございました。




　さて。４巻ですが作業は開始してますので、そう遠くないうちに出せればいいですね！　しかしあれです。続きが出せるというのは実にありがたいです。ありがたいのですが、これって、もしかして、休んでいる暇がないのでは……。





藤孝　剛志
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